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01　〈結末〉





「……へっ!?」

　と、自分の目の前に広がる光景が、そりゃあもう、まったくもって信じられなくって、思わずキヨタカは声をあげてしまった。

「え？　ええ？」

　なんども眼めを、ぱちくりとさせる。

　いくらまばたきしてみても、眼に映うつる映像に、変化はない。

　ならばと、ぎゅーっと硬くまぶたを閉じてから、ぱっ、といきおいよく見開いてみる。がしがしがしと、乱暴に目元をこすってもみる。

　やっぱり、なにひとつとして変わらない。

　変わらず、荒野のままだった。

　そう、荒野だ。

　赤茶け、ひび割れた大地だけがひたすらどこまでも続く、荒れ果てた世界だ。

　建造物や、植物、生物のたぐいは、いっさい見あたらない。

　少なくともキヨタカには、いま自分が立ちつくしている地点から、地平線の彼方かなたに見えるなだらかな山々にいたるまで、枯れ果てた大地以外の存在を発見することはできなかった。その山々だって、大地とおなじ死の色、すなわち赤さび色だったし、あとキヨタカが見つけだせたものといったら、空でやたらぎらぎらと輝く星々たちと、ぽっかりと浮かぶ蒼あおざめた月、それぐらいだった。

　乾ききった大地の上を、土つち埃ぼこりをはらんで、風が吹きすさぶ。

「わぷぷっ!?」

　呆ぼう然ぜんとしてたら、その土埃まみれの風を、キヨタカはまともに浴びてしまった。

　キヨタカはくの字になって、ぺっぺっ、と口のなかに入った土を吐きながら、眼めからは涙をこぼしながら、心のなかで叫ぶ。

　ここ……どこォ!?

　たしかオレ、自分の部屋で寝てたはずじゃなかったっけ？

　そうだ、そうだよ、とキヨタカは、だんだんと思いだす。

　閑静な住宅街に、オヤジが男の三十五年ローンで建てた、新築一戸建て。

　その、ようやく妹のアイとはべつべつに持てた自分の部屋のなかで、キヨタカはベッドの上、横になってたはずだ。

　うん、たしかにそうだ、とキヨタカは、いま自分が、パジャマ代わりというか、家にいるときの普段着だったイエローのジャージ姿であることを確認して、うなずく。

　で、いざ部屋を暗くして眠ろうとしたら、なかなか寝つけなくって。

　だってほら、明日は高校の入学式だったから。

　高校では友達、できるかなーって。

　か、彼女とか……で、できたらいいなーって。

　なんてことを、ベッドに入ったとたんにいろいろと考えこんじゃうものだから、もう寝るのはあきらめて。ところが不思議なもので、あきらめたら、かえって眠くなって。

　で、たしか、んーと？

「あ」

　そっか、わかった、わかったぞ！

　キヨタカは土埃まじりの風アタックを受けて、そのダメージのために屈かがめていた腰をまっすぐに伸ばした。伸ばして、ぱん、と小気味よく手を叩たたく。

「これ、夢か！」

　夢かあ、これ！

「なんだなんだ、そっかそっか、なるほどね、これ、夢だったのか。まあ、それなら納得だわな。あたりがこーんな、まるで火星みたいになーんにもない世界でも。いやあ、しかし、初めてだなあ、自分がいままさに夢を見てるんだって、自覚するの！」

　なーんかヘンな感じー。

　あっはっはっ、とキヨタカは笑った。

　おかしくておかしくて、腹の底から自然にでてきた。

　が、その笑いは、すぐに止まってしまう。

　心臓がひっくり返るかのような驚きとともに、止まってしまった。

　だれかが、キヨタカのすぐ真ま後うしろで、一緒に笑っていたからだ。

　数は、ふたり。

　どちらも、女性の声だった。

「残念だけど、これは夢なんかじゃないよ……富ふ士じ山やま清きよ貴たかくん」

「ハイ、現実ですよー、キヨタカ」

　キヨタカは、超高速で振り返った。

　臨戦態勢で、しっかり身構えて、振り返った。

　結果、キヨタカの心臓はまたも驚きでひっくり返った。こんどは受け身がとれず、頭から落下するほどの衝撃だった。たぶん、キヨタカの心臓はちょっと止まった。

　だって、裸なんだもん。

　キヨタカの真後ろで、なぜかちゃぶ台――木製の、けっこう使いこまれた一品で、上にはポットや、湯飲みがならべられていた――を囲んでいたふたりの女性が、だって、どちらも裸だったから！

　いや、正確には違う。

　ひとり、なんだろう、染めているのだろうか、植物的な、なんだかレタスあたりを連想させる淡あわい緑色の髪をした女性は、そのスレンダーな肢し体たいの上に、いちおう、エプロンだけは身につけていた。

　つまり、完全な『裸』というわけではなくって、裸エプロン姿だった。

　彼女の顔つきときたらとても凛り々りしくて、自信に満ちた笑みを浮かべていて、ちょっとばかりタカラヅカな雰囲気を感じさせたりもしたのだが、裸エプロン。

「やあ」

　裸エプロン・タカラヅカな彼女が、凛々しく、微笑ほほえむ。

「こんばんわ、です」

　と、もうひとりの女性も、こちらは淡々と挨あい拶さつしてきた。

　彼女は、おなじちゃぶ台に向かいあって座る、レタス色な髪でタカラヅカで裸エプロンだった女性とは、また違った印象の持ち主だった。髪は艶つやのある黒髪だったし、体つきもスレンダーとは好対照なグラマラスなものだったし、なにより、身体からだを隠すものが、エプロンではなく、ダンボール箱であった。

　そう、彼女は大きなダンボール箱のなかに、すっぽりと入っていたのだ。

　まるで、捨て猫のように。

　ダンボール箱の縁ふちに、両手を置いて。

　だから、下半身はともかく、上半身は丸見えだったわけで。鎖さ骨こつとか。大きな胸とか。

　な……なんで……？

　人間、あまりに驚くと、欲情とかするより、まず、考えこんでしまうものらしい。

　あふれる肌色成分を前に、まともな状況なら思春期の青少年にふさわしい態度をとるだろうキヨタカも、彼女の鎖骨や胸のふくらみではなく、彼女が入っているダンボール箱のほうばかりを見つめてしまった。

　そこで気づいた。

　彼女が入っていたダンボール箱に、なにか文字が書いてあることに。

　うん？　とキヨタカは眼めを凝こらす。

「ぱ、ん、ど、ら？」

「ハイ！　わたしは〈パンドラ〉です！」

　キヨタカがダンボール箱に、おそらくはマジックペンで殴り書きしてあった文字を読みあげると、当のダンボール箱にインしていた彼女が、びしっ、と挙手をした。

　片手をあげたまま、うん？　彼女は首を傾かしげる。

「どうしてキヨタカは、わたしの名前を、知ってますか？」

「いや……書いてあったから。そこに」

「え!?」

　キヨタカが指さすと、彼女は自分が入っているダンボール箱の外側を、見下ろした。

「おー」

　感嘆の声をあげる彼女に、キヨタカは思った。

　ちょっとアレな人……なのかな？

　夢のなかとはいえ、あんまり関わりあいにはなりたくないなあ……とキヨタカが生暖かい笑みを浮かべつつ視線をさまよわせた、そのときだった。

「ボクは〈希望〉だよ。よろしく」

　と、裸エプロンでタカラヅカな女性が、やはり格好よく、自己紹介をした。

「……〈希望〉？」

「ああ。パンドラの箱のなかに、最後に残されたものさ」

　にっこりと微笑ほほえむ彼女に、キヨタカは思った。

　なんだあ、この夢。

　まあ、夢に裸エプロンの女性がでてくるのは許そう。自分だって男の子だ。ちょっとばかりマニアックなきらいはあるが、『あり』といえば『あり』だろう。だがしかし、その裸エプロンな女性が、タカラヅカチックというのは我ながらどうなんだ。さらに、ダンボール箱・インな女性となると……ダメだ、理解できない。なんだ、捨て猫フェチ？　そんな難儀な性癖が自分にあるだなんて、認めたくない。

　あげく、パンドラの箱の伝説だって？

　だいたい、キヨタカはパンドラの箱の伝説なんて、テキトーにしか知らない。

　たしか、えーと、だれかがパンドラの箱を開けちゃったら、なかからたくさんの災い――〈災厄〉か、それがでてきてしまって、どうしよう、どうしよう、お先真っ暗だ、と嘆いていたら、だいじょうぶだよ、箱のなかには〈希望〉が残されていたから、がんばれば道は開けるよ……とかいう話だったっけ？

　キヨタカは、すぱん、と自分のおでこに手を当てた。

「なんなんだよ、これは……この夢は……どういうフェチなんだよ。パンドラフェチ？　ヤダなー、認めたくねーなー、こんな趣しゆ味みがあったなんて、オレ、自分のこと絶対に嫌いになっちまうよ……あー、もー、ヤダヤダ、ヤダ」

　手のひらをおでこに当てたまま、キヨタカはうなだれ、はー、とため息をつく。

「だから、これは夢じゃないといってるだろう、キヨタカくん？」

「そうですよ、キヨタカ。いいかげん、理解してください」

「オレの頭ン中のキャラのくせに、うるせえなあ、もう……」

　ぎろり、とキヨタカはふたりを睨にらみつけてやった。

　が、パンドラと名乗る女性は「ぶーぶー」と醒さめた顔つきで唇を尖とがらすし、〈希望〉と名乗る女性は余裕たっぷりに微笑ほほえむばかりで、まったく引く様子はない。

　おまけに、〈希望〉からは座布団を勧められた。

「そのまま立っているのもなんだし、どうだい？　緑茶、番茶、煎せん茶ちやとお茶は各種そろっているし、インスタントだけどコーヒーもある。紅茶だってあるよ」

　と、〈希望〉はちゃぶ台の下から、お茶の入った缶やらインスタントコーヒーの入った瓶やら紅茶のパックやらを取りだし、ひょいひょいとならべてゆく。

「あ、〈希望〉。わたしはうめこぶちゃを希望します」

「わかってるよ、パンドラ。そして、お茶うけには……じゃーん！　いちご大福だ！」

　そういって〈希望〉が薄桃色の皮をした大福を取りだすと、いままであまり感情を見せなかったパンドラの顔が、ぱああ……とみるみる輝きだした。

　笑みのかたちに開いた口からは、よだれまで垂たれだす。だらだら。

「ふーん」

　しかしキヨタカは、まったく気のない返事をくれてやった。

　くれてやりつつ、たしかに立ったままなのもなんだし……と、ちゃぶ台の前に置かれた座布団へと腰を下ろす。

　下ろしたとたん、パンドラが噛かみついてきた。

「なんですかキヨタカその返事は！　いちご大福さまに対して、失礼でしょう！」

「な、なんだよいったい……いいだろべつに。オレ、いちご大福、好きじゃねえもん」

「なんと！　まさか！　この世にいちご大福を愛せない生物が存在するだなんて！　希少種です、絶滅種です！　なんとまあ、あのあんこの深みある甘さといちごの甘あま酸ずっぱさが融合することにより、まったりとしてかつさっぱりとしているという本来ならばあり得ぬはずの味覚が誕生するこの素晴らしき奇跡を理解できぬとは、キヨタカ、あなたはなんのために生きているのですか？」

「た、たかがいちご大福が好きじゃないってだけで、そこまでいうか？　オレの存在、全否定!?　ホントにおまえ、オレの夢のなかのキャラかよ？」

「だからこれは夢じゃないとなんどもいってるでしょう。べろべろばー」

「くっ……なんて悪夢だ！　そんな欲しけりゃ、やるよ、ほれ！」

　頭の両側にあげた手をわきわきと動かし、舌をぺろぺろとさせたパンドラに、キヨタカは〈希望〉が自分の前に置いたいちご大福を、そのまま放ってやる。

　放ったいちご大福をキャッチすると、パンドラの表情は、ぱああ……と輝きだした。

「キヨタカ……あなたイイ人です！　イイ人！」

「へーへー、さよですか」

　じつに幸せそうにいちご大福にかぶりつくパンドラに対して、キヨタカはすっかりやさぐれた気分になってしまい、彼女には背を向けるかたちで腰をひねって、ちゃぶ台に頬ほお杖づえをついた。



    

  
    
      



    

  
    
      　そうやってパンドラに背を向けると、必然的に〈希望〉とは向かいあうこととなる。

〈希望〉はくすくすと笑っていた。

　レタス色の髪のくせして。裸エプロンのくせして。くそう。

「……なんだよ」

「いいや？　キヨタカくんは、いちご大福は苦手だったかい？」

「べつに、食えないわけじゃねーよ。ただ、いちごならいちご、大福なら大福で、べつべつに食べたほうが好きってだけだ」

「なるほどね、シンプルなほうがキミは好みなわけだ。だけどね、キヨタカくん……世の中というやつ、あまりシンプルにはできてないものだよ。人の感情やら思惑やら、さまざまなものが複雑に絡みあってできているものなんだ……そう、あたかも、このいちご大福のようにね」

「わざわざいちご大福に絡めてお説教するなよ……本当に悪夢だなー、これ」

「ふふふ……まあ、信じられないのも無理はないだろうけどね。夢じゃないんだ、本当に」

「じゃあなんだ？　現実だってーのか？　オレ、異世界にでも召喚されたってわけ？」

「近い。ただし、ここは異世界ではないけどね」

　ひゃっひゃっひゃっ、とひときわ下品かつ盛大に笑ってやろうとして、キヨタカは笑うことができなかった。

　キヨタカの笑いを止めるだけの力が、真剣味が、〈希望〉の声にはあったからだ。

　思わず真顔となったキヨタカに、〈希望〉が、淹いれ終えたお茶を、差しだしてくる。

「緑茶だけど……こちらはどうかな？　苦手じゃないかな？」

「ああ……ありがと」

　受けとって、キヨタカは、ずす、とすすった。

「あづぁっ！」

　はちゃちゃちゃちゃ、と舌を伸ばして、べろべろと動かす。さきほどのパンドラのように相手をバカにする意図はなく、灼やけた舌を冷ますためだ。

　ふー、ふー、ふー、と息を吐いて、キヨタカはあらためて〈希望〉を見つめた。

「ここが、異世界じゃない……だって？」

「ああ。ここはキヨタカくん、キミが生きているのとおなじ世界……地球という惑星にある、日本という国の、キミが住んでいる街の、キミのお父さんが男の三十五年ローンで建てた新築一戸建ての、ようやく妹さんとはべつべつに持てた部屋の、いわば跡地さ」

「な……なにいってんだオマエ。頭、だいじょうぶかあ？」

「つまり、決して遠くない未来……世界はこうなってしまうんだよね」

「だからオマエな、頭は……！　って、待て待て、落ちつけ。これは夢なんだから。そうだよ、夢さ、夢に決まってる。だいじょうぶか、なのはオレの頭のほうだ」

「ほら……あそこをごらん」

　妙に、〈希望〉の声には従ってしまいたくなるような響きがあった。

　だから、彼女が指さした方向、キヨタカの真正面、ちゃぶ台ごしに覗のぞけるはるか遠く先を、キヨタカは見つめてしまった。

「ん……？」

　眼めを細める。

　はるか遠く、赤茶け、ひび割れた大地の上に、なにかがちょこんと鎮座していた。アレは……あぐらをかいていて……頭はパンチパーマな……アレは……まさか……まさか！

「だ、大仏ゥ!?」

「そう、大仏さまだね。たぶん、『彼女』にどこからか吹っ飛ばされてきたんだろう。どこかな？　奈な良らかな？　京都かな？　まあ、大仏の像は日本全国にあるんだから、たとえどこのだって……」

「ま、待て！　ちょっと待て！　大仏って、おまえ……えー!?」

　キヨタカは、ちゃぶ台に両手をつき、うつむくかたちで、考えこむ。

　もういちど遠くの大仏さまを確認して、また考えこもうとして、ぴた、と止めた。

「オイ……〈希望〉、だっけか？」

「そう、ボクは〈希望〉。でもまあべつに、なんだったら、〈ぼっさん〉でも、〈キボンヌ〉でも、ボクはいっこうにかまわないよ。フレンドリーにね」

「いまおまえ、あの大仏、『彼女』に吹っ飛ばされてきたっていったな？　だれなのよ、その『彼女』ってのは。コイツか？」

　キヨタカはパンドラを指さす。

　パンドラはキヨタカのぶんもふくめて、いちご大福をすっかり平らげ、満ち足りた表情を浮かべながら、〈希望〉の淹いれたうめこぶちゃをすすっていた。

「まあ、外はずれ……ではないかな」

「外れですよ〈希望〉。わたしはあくまでも兵器です。たとえば、ナイフを持って生き物を殺あやめたとき、その生き物を殺したのはナイフですか？　違うでしょう？　あくまでも生き物を殺したのは、ナイフを使った『主』でしょう？」

「その理屈でいうと、『彼女』が大仏を吹っ飛ばしたともいえなくなるね、パンドラ。だって『彼女』も使われたのだから。神も悪魔も降り立たぬ、この荒野……降り立って自分の手を直接汚すつもりもないくせに、やたらかまいたがる『彼ら』に、『彼女』はね」

「あー、もう、ふたりで意味シンチョーなことばっかり、述のべてんじゃねーよ！」

　我慢できなくて、キヨタカはちゃぶ台を両手でもって、びたーん、と叩たたく。

　感情の激するままに、いきおいよく立ちあがった。

「おまえたちのいってることは、まったくもってさっぱりわかんねえ！　『彼女』だとかなんだとか……神？　悪魔？　兵器？　なんなんだよ、もう！　もう、もう！　ンモ～。って、あんまりワケがわからないからウシのモノマネしちゃったじゃないか！　だいたい……だいたい、だいたいにしてだなあ！」

　キヨタカは、伸ばした人差し指を、〈希望〉の鼻はな面づらめがけて突きつけてやった。

　その指先を、彼女の顔の下、なだらかに胸元がふくらむエプロンへとずらす。

「なんなんだあ、その格好は！」

　続けて、キヨタカは、ぐにん、と腰をひねった。

「てめえもだ、そこの捨て猫女！」

　腰をひねったすこしカッコイイポーズで、パンドラが収まったダンボール箱を指さした。

「裸エプロンやら、ダンボール箱やら！　なんなんだ！　そんなのがエロいとでも思っているのか！　いや、エロいけど！　エロいけどさあ～。でもさ、オレはもうちょっと普通な感じのほうが……って、なにいってんだオレ！　夢なのに！　夢なのにィ～！」

　とりあえず、いいたいことはいい終えて、キヨタカは、がっくりとうなだれた。

　うなだれて、はあ、はあ、と息を荒げていたら、なにやら、キヨタカが指摘してやった裸エプロンと捨て猫女の両者が、ふたりどうじに立ちあがる気配がした。

　ああん……？

「これは、サービスだよ、キヨタカくん……」

「サービスですよ？　キヨタカ？」

　ぴとーん。

「え？　ええ？」

　いぶかしく思ったキヨタカが、顔をあげた瞬間、キヨタカの両サイドから、なにものかが――って、相手がだれなのかはよーくわかっているんだけど、身体からだをぴっとりとくっつけてきた。くっつけて、なにかを――って、それがなんなのかもよーくわかってるんだけど、キヨタカに押し当ててきた。ふにふにって。むにむにって。

「な、なな、な、なー!?」

　なんぞこれ、なんぞこれー！

　女性に対して極めて免めん疫えきのない一般男子ならば、まちがいなく見せるだろう反応をキヨタカも見せた。すなわち、パニックとなった。頭ぐるぐる、視界もぐるぐる。うはー、うはー、頭に血が昇ーる昇ーる。

「これから先、キヨタカくん、キミは、まさに死ぬほどの苦労をすることになるだろう。比ひ喩ゆではないよ。死ぬ。キミは死ぬ。十中、八、九は、死ぬ。失敗する」

「なるべく死なないように苦労してくださいね？　ハルマ、悲しみますから」

「そう……なぜキミは苦労しなくてはならないのか？　艱かん難なん辛しん苦くを味わわなければならないのか？　ひとつは、世界のためだ。キミだって、自分の住む世界をなるべくならこんな未来にはしたくないだろう？」

「わたしはまあ、兵器ですから、使われるぶんにはいっこうにかまわないんですが」

「もうひとつは、『彼女』――ハルマのためさ。穂ほ村むら春はる麻ま。忘れてしまうけど、覚えていて欲しい、この名を。キミを地獄へと導き、選択次第では、天国にも導くだろう、魔女の名を。護まもってやってくれ、『彼女』を。愛の力で。キミの力で。死ぬほど苦労しながら」

「と、いうわけでぇ――」

　ぎょむーっと、〈希望〉とパンドラ、ふたりのサンドイッチ攻撃が、その力を強めた。

「この恥ずかしい姿は、死地へおもむくキミへの、ボクたちからのせめてもの心づくしだ」

「さーびすさーびすぅ、です」

「どうやら、いまいちキミの好みではなかったようだけど……」

「なあに、すぐに好きになれますよ」

「いちご大福のように」

「いちご大福のように」

　あー、うー、と意味不明のうなり声を唇の端から洩もらしながら、キヨタカは思った。

　い……いちご大福……？

　なるほど……裸とエプロン……裸とダンボール箱……本来ならば合わぬはずのものを組みあわせることによって生まれる、新たな魅力か……あんこといちごを組みあわせた、あの、いちご大福のように……いちご大福をもういちど……バンバン……バンバン……。

「って、やっぱり意味わかんねー！　あのなあ、おまえらなあ！」

「あ、来た」

「来ましたね」

　キヨタカが叫んだとたん、そういって、〈希望〉とパンドラは離れた。

　すっ……と離れるふたりのぬくもりと甘い残り香に、キヨタカがなごり惜しさを感じなかったかといえば、やはり嘘うそになる。ああ、女って、イイ匂においがするんだなあ……と、ちょっとばかりうっとりしてしまったくらいだ。

「……ん？　来た？　なにが？」

　キヨタカが我に返る間もなく、『彼女』は来た。

　彗すい星せいのごときいきおいで空からやってきて、そして、キヨタカの目の前にあるちゃぶ台の上へと、降り立った。

　降り立った際の風圧で、キヨタカは、一瞬、うぷっ、と眼めを閉じる。

　それほどの速度だった。ちゃぶ台の上に置いてあったポットや湯飲み類は、いつのまにか〈希望〉が片づけていたようで、そちらの被害はなかった。

「な、なんだってんだ、もう……」

　と、キヨタカは、突然、目の前のちゃぶ台へと降り立った相手を、見る。

「ひっ」

　見たとたん、キヨタカの呼吸は、止まった。

　幼女が、そこにはいた。

　正しくは、裸の幼女が、そこにはいた。

　もっと正しくいってしまうと、裸に、まるで魔女を思わせるような漆しつ黒こくのフードつきマント以外、なにひとつとして身につけてはいなかった幼女が、ちゃぶ台の上、片手に木製の杖つえを持って、仁王立ちしていたのだった。

　そのマントも、思いっきり前は開け放たれていたため、隠す役にはたっていない。

　つまり、下は丸見えなのであった。

　つるーん、なのであった。

「な、なな……？」

　キヨタカは、震ふるえる声を洩もらしながら、震える指で、彼女を指す。

　彼女は、頭をすっぽりと覆うフードの両りよう脇わきから、太くて紅あかい三つ編みを、ふた房ふさ、左右の胸元へと垂たらしていた。その燃えあがるような真しん紅くの三つ編みのおかげで、おそらく、ぺたんこなのだろう胸だけは隠されていた。が、これまた強い風が吹いてきたものだから、裏地があずき色だったマントのはためきとともに、三つ編みも踊って、結果、ああ、やっぱりぺたんこだったんだなあ、と確認できる事態に。

「む」

　彼女の表情が、歪ゆがむ。

　眉み間けんに深く、皺しわを刻みこむ。

　その顔つきときたら、とても年相応の、幼い、あどけないものには見えなかった。まるで大人そのものだった。

「この、助平が」

　と、大人の表情で、声で、キヨタカは幼女に、苦々しく、吐き捨てられた。

　ずがーん。

　キヨタカはショックだった。

　たしかに一瞬、キヨタカは見み惚ほれた。見惚れてしまった。〈希望〉とパンドラのそれに対するものとは違い、あくまでも美しいと感じたからこそキヨタカは凝視してしまったのだが、見たのは事実である。だからスケベと罵ののしられてもしかたはない。そこは認めよう。

　だが、だがしかし、だ。

「だったらてめえ、そんな格好してんじゃねーよ！」

　キヨタカは指摘した。

　彼女の上から下まで指さして、指摘した。指摘してやった。あっはっはっ。

「いくら子供だからってなあ、生えてないからってなあ、裸にマントだけってのはアウトだろ！　もう完ッ全にヘンタイじゃないですか！　捕まるレベルじゃないですか！　だれだ、親は！　保護者を、この幼女の保護者を呼べい！　オレが説教してやる！　この拳こぶしで教えこんでやる！　どういう育てかたしてるんだってなあ！」

「この……」

　と、幼女が、杖つえを両手でつかんで、高々と掲げる。

「痴しれ者ものがーっ！」

「ぶべしっ！」

　掲げた杖は思いっきり振りおろされ、キヨタカの脳天へと炸さく裂れつした。

「だれが幼女か！　こう見えてもわたしは、十六歳だ！　オトナのレディーだ！」

「えー……？　だって……」

　脳天を押さえながら、あふれる涙で鼻をすすりながら、キヨタカはつぎつぎに指さす。

「つるぺたじゃん……ぜんぜん生えてないじゃん……小学生じゃん……」

「この、うつけ者がーっ！」

「あぬばっ！」

　こんどは彼女は、あたかもゴルフのスイングをするかのように、両手で持った杖を下から振りあげた。木製の杖は弧を描いて、キヨタカの股こ間かんへ、ハードにめりこむ。

　痛撃は脳天へと突き抜け、そして、キヨタカの眼めに、火花がスパーク。

「お、おお、おおお……な、なんちゅうこと、してくれるんや……」

　股間を押さえてよろめくキヨタカに、自称十六歳の露出幼女は、「ふん！」と不機嫌そうにそっぽを向いた。

「パンドラ、〈希望〉！　おまえたち、姿を見せぬと思ったら、こんなところで、こんなたわけ者と、いったいなにを――」

　と、叱しつ責せきの声が止まる。

　なんだ？　と苦痛に顔をしかめつつ、キヨタカがちゃぶ台上の彼女を見あげると、なにに驚いたのか、露出幼女は、眼をまじまじと大きく丸く見開いていた。

　眼を見開いたまま、ゆっくりと、彼女の視線が、キヨタカへと向く。

「そうか……そうなのか……おまえが……」

「ええ、ハルマ。彼が、そうです」

「ちょっと性格はアレですけどね～」

　いつのまにやら、〈希望〉とパンドラは、ハルマと呼ばれた幼女の左右にならんで立っていた。まるで某水戸黄門の、助さん、格さんのようだ。

　うん？　ハルマ？　ハルマだって？

　まだ股こ間かんの痛みでへっぴり腰になった状態で、キヨタカは思いだす。

　たしか、大仏を吹っ飛ばした『彼女』とやらの名前が……ハルマじゃなかったっけ？

「そうか……」

　そのハルマが、キヨタカの顔を、まっすぐに見つめてきた。

　思わずキヨタカは、びくん、と身をすくめる。

「いいだろう。富ふ士じ山やま清きよ貴たか。おまえに、託そう」

「へ？」

　ハルマが、ふっ……と薄く笑みを浮かべた。

　笑みを浮かべたまま、まぶたを閉じる。

　なにごとが起こるのかと凝視していたキヨタカの前で、ぱっ、と彼女が眼めを見開いたとき、その表情に浮かんでいたのは、満面の笑みだった。

　なんとも無邪気な笑みだ。

　これまでの、外見のわりにはかなり大人びた、十六歳どころか完全に二十歳ごえ、下手すれば三十代にも思える表情ではなく、見た目どおりの、幼く、あどけなく、じつにかわいらしい笑顔を、彼女は浮かべていた。

「キヨタカ！　あなたをわたしの、しもべにしてあげる！」

　声色まで幼く変わる。

　そうして、ひねた小学生から、じつに素直な小学生へとすっかり変へん貌ぽうをとげたハルマは、ちゃぶ台の上から、跳んだ。

　彼女のあまりの変わりっぷりに自分の眼を疑っていたキヨタカへと向かって。ぴょんと。

「お？　おお？」

　キヨタカは、股間を押さえていた両手を外はずして、彼女を受け止めようと、手を伸ばす。

　間一髪、抱き止めることには成功した。

　が、いきおいは殺しきれず、彼女もろともに、後ろへと倒れこんでしまう。

「あだっ！」

「いくよ、キヨタカ！　しもべの証あかし！」

　もろに背中を打ちつけて、うめくキヨタカの唇に、なにかが触れた。

　ふにん。

　かつて味わったことのない感触に、キヨタカは眼を見開く。

「ふぎっ!?」

　幼女が、キヨタカの唇を、奪っていた。

　奪って、さらに、吸っていた。

　ちうううううう。

　キヨタカは、眼をしばたたかせながら、心のなかで叫ぶ。



    

  
    
      



    

  
    
      　お、オレの……。

　オレの、ファーストキッスゥー！



　　　★　★　★



「お、お、お、オレの、ファーストキッスゥー！　返してー！」

　うわーん、とキヨタカは泣きながら飛び起きた。

　ベッドの上で、両腕をばたばたさせつつ、シーツを思いっきりまくりあげる。

　そうやって派手に上半身を起こして、キヨタカは気づいた。

　ここが、自分の部屋であることに。

　はー、はー、はー、と息を荒げながら、キヨタカは眼めをぱちくりとさせる。

　薄暗い室内をゆっくりと見回して、まちがいない、とたしかめた。カーテンの隙すき間まから差しこむ細長い光によって淡あわく映うつしだされた部屋のなかにある、自分が小学生のころから使い続けている学習デスクや、そのデスクの上に乱雑に積み重なっている漫画本やらなにやらに、背の低い本棚、ＣＤの棚、そしてベッドの横に置いてあるちゃぶ台と、すべてにキヨタカは見覚えがあった。たしかに、ここは自分の部屋だ。

「ゆ、夢だったのかよ……」

　おでこに浮いた汗を、キヨタカは服の袖そでで拭ぬぐう。

　どうやら、かなりヒドイ夢だったらしい。

　全身、汗みどろで、パジャマ代わりというか、家にいるときの普段着であるイエローのジャージが、ひんやりと冷たくなっていたほどだ。

　って、あれ？

「んー？」

　キヨタカは、胸の前で腕を組み、ベッドの上、首をひねる。

　どんな夢、だっけ……？

　なぜだろう、自分がどういう内容の夢を見たのか、さっぱり思いだせなかった。

　と、悩んでいたら、視線の端に、ベッドの横に置いてある、テーブル代わりに使っていたちゃぶ台が覗のぞいた。

　ぞく……とキヨタカの背筋に、寒気が走る。

「な、なんだ？　なんだなんだなんだ？　なんなんだ？」

　キヨタカは身をすくめ、ベッドの上を、あとずさった。

　なぜか、ちゃぶ台から、とてつもなくまがまがしいものを感じる。

「ちゃ、ちゃぶ台の、悪夢、なの……かな？」

　とりあえずキヨタカは、ベッドから、片足を伸ばした。

　足の先で、ちゃぶ台を、蹴ける。

　蹴って蹴って、部屋の隅まで押しのけて、自分がいるベッドから充分に距離をとって、ようやく、キヨタカは息をついた。

　はー……と息を吐きながら、なにげなく、時計へと視線をやる。

　げっ。

「まだこんな時間!?」

　あとすこしばかりは眠れるだけの、時間的余裕があった。

　だったら寝る。

　ただでさえ昨日は、寝つくまで遅かったのだ。さらにはわけのわからない、記憶にすら残せないほどの悪夢まで見てしまって……寝る。絶対に寝てやる。絶対にだ。

　キヨタカは、枕まくらに頭を沈めて、部屋の壁にかかっている、制服の上下を見つめた。

　それは明日、高校の入学式に着てゆく、ブレザーの制服だった。

　ふふ……。

　唇に笑みが浮かんでしまうのを、キヨタカは止められない。

　友達、できるかなあ……。

　か、彼女とか……できたらいいなあ……。

　すーっと、キヨタカの意識は、眠りの淵ふちへと落ちこんでいった。



    

  
    
      


02　〈ハルマ〉





「死ねえ！」

　キヨタカは、思いっきり体重をのせた右の拳こぶしを、まっすぐに相手の顔面へと叩たたきこんだ。

　うん、ナイス手ごたえ。

　殴った拳が軽くしびれるくらいの、いい感触だった。

　返す刀で、左の拳を、こんどは弧を描いて送りこむ。

　さきほどの右ストレートでよろめいた相手の顔面へ、斜ななめ上から叩きつけるような、左フックでの追撃。きっちりと右足を大きく踏みこむのも忘れない。足さばきは体重移動の要なのだから。結果、キヨタカがこれまで放った左フックのなかでも、ベスト十に入るくらいの素晴らしいものが、炸さく裂れつしてしまった。

　たまらず吹っ飛ぶ相手。

　あがるうめき、舞う血しぶき。

「死ねえ！　死ねえ！　死ねえ！　死ねえええええ！」

　もちろん、地面に倒れた相手に、トドメを刺すのはマナーです。

　サッカー選手が芸術的なフリーキックを蹴ける姿をイメージして、ダッシュし、そのスピードを活かしたまま、キヨタカは右足を、相手の顔面――を蹴ったら死んじゃうから、肩のあたりへとブチこむ。

　どすん、と低い音をたてて蹴ったら、びくん、と相手が震ふるえた。

　はあ、はあ、はあ。

　相手が完全に動かなくなったのを確認して、キヨタカは、荒く息をつく。

　と、背後で、なにかが動く気配を感じた。

　やれやれ、と思いながら、キヨタカは、ゆっくりと振り返る。

「おんや～？　ま～だ生きてるんですかあ、センパイ～？」

　ゆら～り。

　なるべく恐ろしく、頭のネジが十本ぐらい足りない感じに見えればいいなあ、と心がけつつ、キヨタカは首と身体からだを奇妙にねじって、すごんでみせた。

　果たして、キヨタカの背後で、雑草がまばらに生える土の上にへたりこみながら、腫はれた頬ほおを押さえたり、流れる鼻血を押さえたり、腹を押さえたりして、苦痛にうめいていたセンパイがたが、みな、ひっ、と引きつけを起こしたかのような反応を見せる。

　やったあ、大成功。

「て、て、てめ、てめえ！」

　なんてキヨタカの喜びもつかのま、ひとり、まだ強がるものがいた。

　キヨタカのつたない演技に騙だまされてくれる、いい人ばかりではなかったらしい。

「せ、せせ、センパイに対して、こんな……！」

「ああん？」

　だったらもうすこし、脅すまでだ。

　キヨタカは、片目は細め、片目は見開き、唇は突きだして歯は剥むきだしにして、できるだけ顔面が歪ゆがむようにして、声を荒げた。

「入学して！　早々！　いきなり！　こんな！　校舎裏なんかに呼びだして！　集団で！　襲いかかってきたくせしやがりまして！　まだなんか！　おっしゃりたいことがあるんですかねえ！　センパイ！　センパイよう！　センパイさんよう～!?」

　とか述のべつつ、一歩一歩、顔面を突きつけながら近づいたら、みな、悲鳴をあげだした。

　ひやあああ、とまるで幽霊でも見たかのような声をあげて、ちりぢりに逃げだす。

「……」

　去ってゆくセンパイたちの背中を、キヨタカは、人気のない校舎裏に、ぽつん、とひとり取り残されるかたちで、見つめた。

　心が……痛いぜ……。

　恐れられるように、恐れられるようにと、あえてキヨタカは演じたつもりだ。演じて、全員、殴り倒したつもりだ。だが、実際にこうまで、まるで自分がバケモノかのように恐れられると、なんというか、すんごく切ない。

　キヨタカは、腰に両手を当て、はー、とため息をつく。

「ん……？」

　真横で、さきほどキヨタカが殴り倒してトドメのフリーキックを決めた、たしかこの学校の頭だとかなんとか、なるほど、だからスキンヘッドなのかな？　な大男が、仰向けでのびたままでいることに、気づいた。

「あ、ちょっと！　センパイ！　センパイがたったら！　あんたたちのボス、えっと、頭だっけ？　忘れてるよ！　ちゃんと連れてってよ！　おーい！」

　ちょっとばかり、呼びかけるのが遅かったようだ。

　最後尾にいたひとりが、ちょうど、校舎の角を曲がって、消えてゆくところだった。

「あー……」

　どうしようかな、やっぱり保健室の先生とか、呼んだほうがいいのかな？　と倒れたまま動かない大男の、その艶つやのある頭を見つめていたとき、背後から、笑い声が聞こえた。

　くっくっくっ……。

　キヨタカにとっては聞き覚えのある、鼻にかかった、くぐもった男の笑い声だった。

「高校に入っても変わらず、おさかんなことだな、キヨタカよ……」

「うるせーなー、譲ゆずる……」

　舌打ちしながら、キヨタカは振り返る。

　日陰となった校舎裏の、その一階の窓から、彼は姿を覗のぞかせていた。

「オマエね、オレがケンカしたくてしてるとでも、まさか思ってるわけ？」

　と、キヨタカは、中学時代からの友人である彼、中なか田た譲ゆずるに、尋たずねる。

　譲は、あいもかわらず、ぺったりとした髪を真ん中で分けて、左右に流し、その片方の髪では片目を隠しているという、某ゲゲゲの妖よう怪かい少年を思わせる髪型だった。顎あごには、キヨタカとおなじ新入生だというのに、細く整えた顎あご髭ひげまで生やしている。

　その長身かつ細身な体型とあいまって、譲は、一いつ見けん、異様な雰囲気の持ち主だった。

　もっとも、異様なのは雰囲気だけでは決してなくて、だからこそ中学時代のキヨタカと友人づきあいなんかしてくれたのかもしれないが……と、その譲が、くくっ、と例のくぐもった笑い声をあげた。

「おや？　違うのか？　『死ねえ！　死ねえ！　死ねえ！』などと、ずいぶんノリノリでセンパイがたを十人ばかり容よう赦しやなくぶちのめしていたから、てっきりな……」

「わざとやったんだよ、わざと！」

　ぷしゅー！　とキヨタカは鼻から荒々しく息を吐いた。

「ヘタに手加減なんかしてだな、もういちどやれば勝てるかも……！　なんて希望を持たせちゃったら、また来るだろ、あの人たちは！　もううんざりなんだよ、オレは……殴ったり殴られたり、そういうバイオレンスあふれる日々は、もうたくさんなんだ！」

　うう……。

　悲しくて、キヨタカは泣き真ま似ねをする。涙こそでないものの、目元を拭ぬぐう。

「お、おかげで、友達もロクにできず、恋人なんてもちろんできず……なんでなんだろうな？　どうしてオレは、いちいち不良な人たちに絡まれちゃうんだろうな？　外見は、普通のはずなんだけどな……」

「中学時代、名を売りすぎたからだろう。来る不良、来る不良、みんな倒したから」

「そこですよそこ！　譲さん、そこなんですよ！　どうしていちいち、不良は来るの？　わざわざ他校から、オレをぶん殴るためだけに、電車やらバスやらに乗ってまで、彼らは来るの？　ボク、普通だったよ？　中学時代は、ごく普通の中学生だったよ？」

「だからだよ、キヨタカ……」

　譲が、校舎の窓から手を伸ばしてきた。

　校舎裏、地面に立つキヨタカの肩に、ぽん、と置く。

「おまえは、不幸にもケンカが強いばっかりに、おなじ中学の不良たちを、全員、ぶちのめしてしまった……つまりな、シメてしまったんだよ、普通のやつのくせに、学校をな」

「べつにシメてなんか……」

「聞け、キヨタカ。不良を全員ぶちのめすということは、学校のトップに立つことと同義なんだ。少なくとも、不良界においてはな」

「不良界！」

「そう、不良界だ。不良には不良のルールがあり、世界がある……しかし、キヨタカ、おまえは、普通でありながら、その不良界に入りこみ、そして踏みにじってしまった。いわば外敵だ。黒船だ。おなじ不良に負けるなら、彼らも認めたかもしれん。一目置いて、友達づきあいをするといったことも考えられる。だが、普通のやつでは……外敵では……一致団結して、対抗するほか、ない」

「そ、そんな？　お、オレが、彼らにとって、外敵？　そ、そうだったのか……」

「まさに黒船……不良界のペリーといえるだろうな……」

「譲ゆずる！」

　キヨタカは、自分の肩に置かれた友の腕に、すがりつく。

「オレは……オレはどうしたらいいんだ？　どうしたら彼らから、不良界の住人から、許される？　なあ、教えてくれ、教えてくれよ、譲！」

「簡単だ。負ければいい」

　なんともあっさりした、友の答えであった。

「え？」

「負けてやればいいんだよ。それですべて解決だ。不良は自分たちの世界から異分子を押しだせるし、キヨタカ、おまえは晴れて自由の身となる。簡単だろう？」

「えー……」

「なんだ、嫌なのか」

「だっておまえ、手加減するなんて、相手に失礼だろ？　ほら、ゲームで対戦とかしててもさ、手加減されて勝ったところで、ちっとも嬉うれしくないじゃんか。それどころか、すっごくムカつくというか……」

「では、あきらめることだな」

　くるりと、譲は背を向ける。

「湘しよう爆ばくで荒くれでクローズな、ルーキーかつドロップした高校生活を送るといい。いつか本やドラマや映画になるといいな」

「ま、待て待て、待て！　待って、待ってくれよう、譲ゥ！」

　キヨタカは去ろうとする友の背中に、飛びついた。

　身体からだの半分ほど、窓から校舎のなかへと入りつつ、しがみつく。

「もう毎日だれかを殴らなきゃいけない生活は嫌だ……毎日、だれかと笑いあいたい。おまえ以外の友達だって欲しい。クラスのみんなに恐れられて、話しかけられさえしないのは辛い。辛いんだ……おまえ、けっこう友達多いんだもん。修学旅行とか、たまにぼっちになっちゃって、キツかった……キツかったぞ……」

　ぎゅー、と友の制服を、つかむ。

　フッ……と譲ゆずるが、笑った。

「彼女だって欲しいし、か？」

「も、もちろんそうですよ、譲さん！　つーかさ、普通、これだけケンカが強かったら、不良の女の子のひとりやふたり、オレに惚ほれてもいいと思わないか？　どう？」

「漫画の読みすぎだな、キヨタカ」

「お、おまえにいわれたくないぞ、譲。あ、アニメとか、見てるくせに」

「では、負けてやることに決めたのか、キヨタカ？」

「え？　えー……う、ううーん」

　どうも、キヨタカは『うん』と答えることに抵抗があった。

　べつにケンカに負けること自体が嫌なんじゃない。だが、わざと、というのが、やっぱり、こう、なんというか、うーん、ううーん、うううーん。

　と、キヨタカが煮えきらずにうなっていたら、譲が、くっくっくっ……と笑いだした。

「まあ、しょせんはおまえの人生だからな……好きにすればいい。べつにオレは、おまえのこれからの高校生活にアドバイスを送るために、ここまで来たわけじゃないからな」

「じゃ、なんだ？　見物か？　まさか、オレのことを心配して……とか？」

「残念だが違う。これだ」

　そういって、譲は、ふところからケースに入ったＣＤ－｜Ｒを取りだした。

　譲の背にしがみついていたキヨタカは、彼が肩ごしに、にやりとしたダンディーな笑みとともに見せたディスクに、眼めを剥むく。

「ま、まさか、それは……譲！」

「そのまさかだよ、キヨタカ。おまえの好みは、まだ清せい楚そで優しいお姉さまタイプだろうな？　胸は大きめの。できれば人となりを知るために、インタビューも欲しい。エグいのはちょっと。強引なのもちょっと。縛るだなんてとんでもない！　ムチ？　なんですかそれ？　あくまでも甘い感じのがいいと……すべて応こたえてやったぞ、キヨタカ！　収録時間二時間半に、総勢六人、余すことなく詰めこんだ譲特製、スペシャル・ムービー！　あわれな友へ、オレからの入学祝いだ、さあ、遠慮なく受けとるがいい！」

「友よ！　心の友よ！」

　キヨタカは、ひし、と友の背に抱きつく。

　さすがは譲だ、とキヨタカは思った。

　伊だ達てに中学時代、エロス男爵の名を欲しいままにしていない。それに飽きたらず、どこぞの高校にいるらしいエロス大王なる男の称号を狙ねらっているようだが……きっと譲ならば、いつか手に入れるだろう。そう呼ばれるだろう。キヨタカは確信した。

「っと、ちょっと待っててくれな。せっかくだから一緒に帰ろーぜ。その前に……」

　キヨタカは、窓から、校舎裏へと戻る。

　しっかりスペシャル・ディスクをブレザーの制服のふところのポケットへとしまいこもうとして、あれ、でも入らないぞ？　アイツ、どこにしまってたんだ？　といぶかしく思いながら、しかたないから表のポケットに入れつつ、地面に降り立ち、まだぴくりとも動かず倒れたままだったスキンヘッドセンパイの様子を、キヨタカは見にいった。

　とりあえず、センパイの顔色に変化はない。

　頭の艶つやも変わらない。

　よし、だいじょうぶだな……と、呼吸や脈拍もたしかめて、しかし念のために目覚めてもらおうと、活を入れるためセンパイの上半身を起こしかけた、そのときだった。

「あー！」

　ほとんど叫びに近い声が、頭上からキヨタカの心臓をつんざく。

　驚きながら、キヨタカは声が降ってきた方向、校舎の上を、振り返り、見あげた。

「見つけた！　見つけた！　えうれーか！　えうれーか！」

　だれかが、キヨタカのちょうど真上、校舎三階にある窓から、身体からだを覗のぞかせていた。

　声と姿からして、女子だ。

　が、彼女は、なにやら、黒い、頭ず巾きんらしきものを頭にかぶっていた。

　体格も小さくて、一いつ見けんすると、小学生くらいに映うつる。

　その赤ずきんちゃんならぬ黒ずきんちゃんは、なぜかやたらと興奮して、じたばたともがきつつ、窓からいまにも飛び降りんばかりに身を乗りだしていた。

「ちょ、ちょっと、ハルちん!?」

「あ、あぶ、あぶないよ、ハルマちゃん!?」

　本当にあぶなかった。

　落ちそうなところを、かろうじて友達らしき女子ふたりに押さえつけられ、少女はとどまっている。

「な……なにやってんだ？」

　キヨタカは真下から騒動を見あげながら、呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

　と。

「見つけたーっ！」

　制止する手を振り切って、なんと、少女は窓から、飛び降りた。

「バッ……」

　バカ、と叫ぼうとして、キヨタカは眼めを剥むく。息を呑のむ。呼吸を止める。

　彼女が頭にかぶっていた、てっきりキヨタカは頭巾だとばかり思いこんでいたものが、じつはフードつきのマントだったことに気づいたからだ。

　そう、あたかも、魔女が身につけるような、表は漆しつ黒こく、裏地は褐かつ色しよくの、マントだった。

　少女の手には、ご丁てい寧ねいにも、木の杖つえまであった。

　そして、その髪の色。

　彼女の髪は、炎のように、紅あかい。

　頭にかぶったフードの両横から、太く紅い三つ編みを、ふた房ふさ、左右に垂たらす。

　身体からだは、やはり小さかった。

　まるで小学生のように小柄で、おそらくはつるんでぺたんだろう少女は、その顔に、じつにあどけない、無邪気な笑みを浮かべ、そして、みるみる迫ってきた。

　どこ……かで？

　キヨタカは思った。

　オレは、コイツと、どこかで会ったことが……？

「って、それどころじゃねー！」

　キヨタカは我に返った。

　我を忘れていたのは一瞬だけのはずだが、なにせ相手は落下中。すでに目の前まで迫ってきていた相手に、ええい、ままよ！　とキヨタカは腕を伸ばす。

　ぐほっ……！

　鈍い衝撃に、キヨタカは襲われた。

　いかに相手が小学生ほどの体格だとはいえ、さすがに校舎三階からのダイビング・アタックは、かなり効いた。どうにか受けとめはしたものの、キヨタカは背中を激しく地面へと打ちつけてしまう。

　キヨタカの息は、詰まった。

　つぎの瞬間、ぐげほげほと、猛烈に咳せきこみ、肺のなかで固まっていた空気を吐きだす。

　な、なんてこと、しやがるんだ……！

　咳きこみながら、キヨタカは自分の身体の上にのった相手を、睨にらむ。

　制服の上にフードつきマントを身につけた少女が、仰向けになって地面に寝転んだキヨタカの上にまたがって、そのくりんくりんとした大きな眼めでこちらを見つめながら、呑のん気きにも微笑ほほえんでいた。表情から察するに、どうやら彼女に怪け我がはないらしい。

　よかった、と安あん堵どするとどうじに、キヨタカの怒りはバーニングした。

　あぶねーにもほどってもんがあるだろ、このガキ！

「お、おまえな……」

「とうとう見つけた！　えうれーか、えうれーか！　ちなみに『えうれか』は古代ギリシャ語で『発見した』って意味！　正しく発音すると『へうれーか』だけど！」

「あ、あん？」

「あなた、名前はなあに？」

「な、名前？　キヨタカ……富ふ士じ山やま清きよ貴たか、だけど」

「わたしはハルマ！　穂ほ村むら春はる麻ま！」

「ハル……マ？」

　その名を聞いた瞬間、ぞくりと、キヨタカの背中には寒気が走った。

　今朝、悪夢で目覚めたとき、ちゃぶ台に対して感じたのと、おなじ種類の戦せん慄りつだった。

　な、なんだ？　なんなんだ？

「キヨタカ！」

「ハイ！」

　キヨタカは反射的に返事をしてしまっていた。

「わたしのしもべになりなさい！」

「ハイ！　って、ええ？」

　やはり反射的に返事をしてしまってから、キヨタカはハルマのいった言葉の意味に気づく。

「し……しもべ？」

「そう、しもべだよ……」

　ハルマの眼めが、ねっとりと細くなる。

「キヨタカはね、これから、わたしといっしょに世界を幸せにするの……」

「ちょ、ちょっと待てよ。いってる意味がちっとも……えー？」

　くっくっくっ……。

　と、校舎一階の窓から、笑い声を浴びせてきたのは譲ゆずるだ。

「よかったなあ、キヨタカ……できそうじゃないか、ご主人さまが」

「人ごとだと思って、おまえな……オレが欲しかったのは友達とか彼女であって、そんな歪ゆがんだ関係じゃないっての！」

「照れるな照れるな、キヨタカよ」

「そうだよ、照れなくていいんだよ、キヨタカ？」

「照れてぬあーい！」

　あのなあ、とキヨタカは、腰の位置にハルマをのせたまま、身を起こそうとする。

　ぱたぱたと、足音が近づいてきた。

「ハルちーん！」

「は、ハルマちゃん、ハルマちゃーん！」

　うん？、とキヨタカが視線を向けると、女子がふたり、駆けよってくるところだった。

　いや、正確には、ひとりの女子が、もうひとりの女子をおんぶして、駆けよってくるところだった。

「ハルマちゃん！　ハルマちゃん！」

　おんぶされていた女子が、降りるなり、ハルマに抱きつく。

　あーん、あーん、と泣きだした。

　いきなりあらわれるなり泣きだした彼女は、どうやら、さきほど窓から飛び降りようとしていたハルマを、必死で押さえていたひとりらしい。癖ひとつない、よく整えられた長い黒髪の持ち主で、どことなく清せい楚そな印象をキヨタカは受ける。女子にしてはけっこう高めの身長ながら、その艶つややかな黒髪と、病弱とも感じる肌の白さから、深しん窓そうの令れい嬢じよう、なんて言葉までキヨタカは思いだしてしまったくらいだ。

「だいじょぶー？　ハルちーん？」

　と、ここまでその彼女をおんぶしてきた女子が、屈かがんで、覗のぞきこんできた。

　彼女は、ひたすら泣いている深窓のご令嬢とはうってかわって、短くこざっぱりした髪と、健康的に灼やけた小麦色の肌を持つ、じつに活発そうな女子だった。頭にはスポーティーなヘッドバンドを巻いていて、かなり運動には自信がありそうだ。彼女もやはり、さきほどハルマを押さえていたひとりなのだろう。心配そうに、眉まゆを寄せていた。

「いやー、ホントびっくりしたよー？　ハルちん、いきなり窓から飛び降りるんだもん」

「ほ、本当だよ!?　わたし、驚いて……」

　あう～、とハルマに抱きついて泣いていた彼女が、さらに泣く。

　あー、あー、と彼女の背を、スポーツ少女が、優しく撫なでた。

「ほらほら、ハルちん、謝って、謝って。しらのんったら、落ちたハルちん見て、倒れそうになったんだから。と思ったら立ちあがってさ、走りだしてさ」

「でもすぐに息が切れてぇ～。あとはみさきちゃんにおんぶしてもらってぇ～」

「ごめんね、みさきちゃん、白しら乃のちゃん」

　ハルマが、ふたりに向かってぺこりと頭を下げる。

　それぞれ、スポーツタイプの彼女を『みさき』、自分に抱きつく令嬢タイプの彼女を『白乃』と、ハルマは呼んだ。ふむふむ、といちおう、キヨタカは覚えておく。

「ほらキヨタカ。黙って見てないで、キヨタカも謝る、謝る」

「みさきさんに……白乃さんか……って、オレ？　なんでオレが？」

「ヤダなあ、キヨタカ。だってキヨタカは、わたしのしもべでしょ？」

「だっ！」

　キヨタカは、ハルマの口を手でふさいだ。

「お、おまえな、人前でそういう、誤解されるようなことは……！」

　やめてぇー！

　初めて会った女子の前でしもべとかなんとか、頼むからやめてぇー！

　と、湧わきあがる羞しゆう恥ち心しんから押さえた口を、ハルマはぶんぶんと顔を横に振って、払った。

「だってキヨタカ、ハイっていったもん！　わたしがしもべになりなさいっていったらハイって返事したもん！　だからキヨタカはもうわたしのしもべなんだもん！　いちど誓った以上、魔女との契約は絶対なんだもん！　なんだもんったらなんだもん！」

「そんなことボク知らないんだもん！　ハイって返事した証拠をだせ、証拠を！」

　ハルマは、涙目になって、うー、とうなりながら、睨にらんできた。

　キヨタカだって、涙目にこそならないものの、うー、とうなりながら、睨にらみ返かえす。

　視界の端で白しら乃のがおろおろするなか、永遠に続くかもと思われた睨みあいは、くっくっくっ……というくぐもった笑い声によって、邪魔されることとなった。

「証拠ならあるぞ、キヨタカ」

　と、譲ゆずるが、微笑を浮かべながら、ふところに手を差し入れた。

　彼が取りだしたもの、それは、なにやら細長い機械であった。

　スイッチ、オン。

　機械から、音声が流れだす。

『わたしのしもべになりなさい！』『ハイ！　って、ええ？』

『わたしのしもべになりなさい！』『ハイ！　って、ええ？』

　音声は、譲の操作によって、ひたすら繰り返された。

「ほらー！　ほらほらー！　キヨタカ、ハイっていってる！　ハイって！」

「れ、レコーダー……？　い、いつのまに……？」

　勝ち誇るハルマの前に、キヨタカは、茫ぼう然ぜん自じ失しつとなるほか、なかった。

「これで決まり！　キヨタカは、わたしのしもべ！」

「あ、ああ……」

　がくりと、キヨタカはうなだれる。

　そこに、くっくっくっ……と、かくなる事態を引きおこした男の、笑い声がかかった。

「譲、オマエってやつは……！　友だとばかり思っていたのに……！」

「よかったなあ、キヨタカ……異性の友達も、できそうじゃないか」

　敵意もあらわに睨みかけたキヨタカは、彼の言葉に、へ？　と眼めをぱちくりさせた。

　見ると、スポーツ少女のみさきが、「よろしくねー、キヨちーん」とさっそく奇妙な愛称で呼びかけてきて、白乃は、「キヨタカ……くん……？」と、おずおず頭を下げるところだった。

「ど……ども……」

　挨あい拶さつを返しながら、なんだかキヨタカは泣けてきて、ぐす、と鼻をすする。

　お、女の子なのに、オレを避さけずに、挨拶してくれるだなんて！

　よかった……高校生になって、本当に、よかった……！

「わー、そんなに嬉うれしかったんだ、キヨタカ。わたしのしもべになれて！」

　よかった……んだよ……な？



    

  
    
      


03　〈パンドラ〉





　　　１



　キヨタカは、懸命に自転車のペダルをこぎながら、思った。

　ちっとも、よくねえ！

　サドルから腰を浮かせた状態で、思いっきりペダルを踏みこむ。いわゆる立ちこぎというやつだ。こうして自分の体重もフルに活用しながら、キヨタカはひたすらペダルを回してゆく。自転車を前に、前にと進めて、ひたすら坂を登ってゆく。

　そう、坂だ。

　キヨタカは、けっこうな勾こう配ばいの坂道を、ずっと自転車で登らされていた。

　後ろにはご主人さまである、ハルマを乗せて。

　キツイ。ふたり乗りで坂道は、かなりキツイ。

　おまけに、キヨタカの自宅から、街外はずれのこの場所まで、ハルマが指示するとおりに自転車をこいで、もう一時間は経っていた。見あげた空には、星がまたたき、月が浮かぶ。家を出たときには夜の九時あたりだったから、すでに十時をまわったところか。

　そもそもここって、どこなんだよ……？

　坂道の左右には、樹木生い茂る林が広がっていた。

　道自体はアスファルト敷きの二車線の車道で、ガードレールもあるし、ぽつん、ぽつんと街灯も灯ともってはいたが、なにせ目的地すらわからないのでは、不安でしかたがない。

　だからキヨタカは尋たずねた。

「なあ！　オレたちはいったいどこに向かってんだよ！」

「ヒ・ミ・ツ」

　キヨタカがこぐ自転車後部に、座布団を敷いて、横向きになって座るハルマからの答えは、まったく変わらなかった。

「いいかげんに、しろよ！」

　例の、魔女じみた黒いフードつきのマントを身につけ、ただしその下は学校の制服ではなく、緑色のワンピースで、背中には猫のぬいぐるみ型リュックを背負っていたハルマを、キヨタカは自転車を立ちこぎしつつ、肩ごしに睨にらむ。ちなみにキヨタカは、灰色のスウェットのパンツに、黄色のパーカーという、近くのコンビニでもいくような格好だった。

　だって、こんな場所まで連れ回されるなんて、まったく思ってなかったし。

「いきなり、人の家、来て！」

　ハルマの来訪は、まさに突然だった。

　夕食を食べ終え、風ふ呂ろにも入って、自分の部屋でまったりとしながら、ふと、キヨタカが今日の出来事――いきなり学校の三階の窓から飛び降りてきたり、「わたしのしもべになりなさい！」などとのたまったりと、その小学生ライクな体型や魔女のコスプレ的格好だけではなく、言動までがちょっとアレだった少女とのやりとりを思いだして、「明日、学校、サボっちゃおうかな……」などと考えていた、まさにそのとき、当の本人である彼女、穂ほ村むら春はる麻まはやってきたのだ。キヨタカの家のチャイムをやかましく鳴らして。

　自宅の住所なんか、教えてないはずなのに。

　玄関のドアの向こうで得意げに微笑ほほえんでいたハルマに、もちろんキヨタカは驚いた。

　でもって家族は、キヨタカ以上に驚いた。

　なにせ、キヨタカのバイオレンスな青春ぶりは、家族もよく知っていたのだ。その異性への縁のなさも、よく知っていた。入学早々、返り血で制服を汚して帰ってきた息子に、生暖かな優しさで接してくれてもいた。そこにいきなり、見た目は小学生な少女が、夜も遅く、わざわざ家までキヨタカを尋たずねてきたのだ。驚くなというほうが無理だろう。

「こんな、黙って自転車、こがせて！」

　騒然となる家族をなだめるキヨタカに、ハルマは、「自転車、ある？」と訊きいた。

　ある、と答えたキヨタカに、ハルマは「ちょっとそこまで乗せて！」といった。たしかに「ちょっとそこまで」といった。なのに、目的地も告つげずに自転車をこがせて、もう一時間。その間、なんどキヨタカが行き先を尋ねても、返ってくるのは「ヒ・ミ・ツ」だけ。

「ふざけんな！　せめてあとどのくらいでつくのかぐらい、教えろー！」

　キヨタカは怒鳴った。

　怒鳴りつつも、ふんぬ、ふんぬ、とペダルをこいだ。

　どうしてオレは、コイツに従ってるんだろう……？

　なぜか、キヨタカはハルマに強く逆らうことができなかった。

　しもべになれ、という彼女の言葉に、『ハイ』と返事をしてしまったから？　んなバカな。もしかして、前にいちど、どこかで会ったことがあるという感覚がなにか関係しているのか？　わからない。体型が小学生とはいえ、女の子だから？　えー、オレの趣しゆ味みはお姉さんタイプなのにー？　あ、お姉さんタイプといえば、校舎から飛び降りたコイツを受けとめたときの衝撃で、あの譲ゆずる特製スペシャル・ディスク、まっぷたつに割れちゃったんだよなー。くそう。くそう。くそう。

　譲特製スペシャル・ディスク、でキヨタカは親友の言葉を思いだした。

　帰り際、彼がそっと耳打ちしてくれた、ハルマについての情報――。



『いいか、キヨタカ……穂村春麻、彼女は、魔女であることで有名だ』

『ま、マゾ？　なのにご主人さま？　逆じゃね？』

『違う。魔女だ。マゾではなく、魔女。魔法を使う女と書いて、魔女だ。あの姿からもわかるとおり、彼女は自分を魔女と自称していてな』

『もしかして……かなり痛い子？』

『ところが、それなりに能力も有してるそうでな……実際、占いの的中率なんかも大したものらしい。勘も鋭く、霊のたぐいを感じることもできるそうだ。あくまでも噂うわさだが、鉛筆を使って作ったサイコロを転がして、テストで満点を取ったこともあるとかないとか』

『なあ、譲ゆずる。おまえ、なんでそんなに詳しいんだ？』

『校内の女性のデータは、すべて脳内に収めてある。むろん、校長もふくめてな』

『校長って……もう五十代だろ!?』

『ゆりかごから墓場までが、オレのモットーだよ、キヨタカ……』

『す、すごいよ、おまえ……心からオレ、いま、そう思うよ』

『ちなみに穂ほ村むら春はる麻ま、彼女のスリーサイズは、上から66・52・71だ』

『本当にすごいな！　つーか犯罪者だな！』



　66、かあ――。

　見た目どおりに小学生レベルなんだなあ、と、ついつい服の中身に想いを馳はせかけ、いやいや、オレはそっちの趣しゆ味みはないし、好みはお姉さんタイプだし、とキヨタカがあやうく邪念を振り払ったとき、「キヨタカ、キヨタカ」と声が聞こえた。

「うん？　な、なんだよ、ハルマ」

「スネちゃったの、キヨタカ？」

「スネる？　どうして？」

「だって……」

　あ。

　キヨタカは気づいた。

　いつのまにか、自分が停車してしまっていたことに。

　片足を地面について、坂道の途中、街灯の下で、ぬぼーっとしてしまっていたことに。

「わ、悪い！　違う、違うんだよ、ハルマ。これはだな」

「もう、しかたないなあ、キヨタカは……」

　どうやら、目的地を告つげなかったことに対して、キヨタカがスネたのだと勘違いしてくれたらしい。ハルマは、自分の首筋から服のなかへと手をつっこみ、もぞもぞと胸元を探って、なにかを取りだした。

「ほら、キヨタカ。見て」

「んー？」

　ハルマが胸元から取りだしたもの、それは鍵かぎだった。

　どうやらネックレスのように、細い鎖を通して、首からかけていたものらしい。やたら細かな装飾の入った、ずいぶんと古いもので、なんだか宝箱の鍵かぎみたいだなあ、とキヨタカは思った。

「なんだよそれ……どこの鍵だ？」

「箱の鍵」

「は、箱？　やっぱり宝箱!?」

「ふふふ……まあ、近いかなー」

「マジで？　なに、なにが入ってるんだ？　金銀財宝？　ざっくざく？」

「あのね、キヨタカ……〈パンドラの箱の伝説〉って、知ってる？」

　うっ。

　とたんにキヨタカの背筋には、寒気が走った。怖気のままに、身をすくめる。

「ど、どうしたの？　キヨタカ」

「い、いや……すまん、オレにもよくわかんないんだけど、なんか、すっごく、その言葉に、恐ろしいものを感じてしまって……」

「その言葉って……〈パンドラの箱の伝説〉？」

「ひっ」

　びくくーん、とキヨタカは背筋を反らした。

「だ、だいじょぶ、キヨタカ!?」

「だ、だいじょうぶ。だいじょうぶだから……知ってる、知ってるよ？　アレだろ、パンドラの箱の伝説って、なんか箱、開けちゃったら、たっくさん災いが飛びだしてしまって、たいへんだーたいへんだー、でも最後に〈希望〉が残ってるから、まだがんばれるね、ぼくたち！　ってやつ……だろ？」

〈希望〉という言葉にもなんだか薄寒いものを感じたが、どうにかキヨタカはこらえた。

「うん、まあ、だいたいあってるかな！　キヨタカ、いい子、いい子。ほめてあげる！」

　自転車後部の荷物置きに座ったままのハルマが、後ろから手を伸ばして、キヨタカの頭を撫なでてくる。

「い……いい子いい子はやめろよ、高校生の男にさ」

「でね、このあいだ、わたしのおばあちゃん、亡くなっちゃったんだけどね」

「な、なに？　亡くなった？」

「うん。享年百八十三歳の、大往生」

「ひゃ、百八十三歳って……もしかして、おまえのおばあちゃんも、その、魔女……だったのか？」

「そうだよ。本物の魔女。見習いのわたしなんかとは違って……ね」

「いや、おまえもけっこうなもんだってのは、聞いてるぞ。風の噂うわさで」

「ホント？　ありがと、キヨタカ。でもね、おばあちゃんは本当にすごかったんだよ。未来が見えたり、人の心が読めたり、あとは、これはナイショだよっていってわたしに見せてくれたんだけど、火の弾を飛ばしたり、イナズマを放ったりもできたんだから！」

「そ、そりゃー、すごいなー、マジで」

「でしょ？　でね、そのおばあちゃんがね、亡くなるちょうど前の日に、この鍵かぎ、わたしにくれたの。明日、自分は死ぬからって、そういって……」

　と、ハルマは、首から下げた鍵を、じっと見つめた。

「それ……つまり、形見ってわけか」

「うん。で、おばあちゃんはこういったの。パートナーとなる相手を見つけたら、この鍵を使って〈箱〉を開きなさい、って。そうして、パンドラの力を手に入れなさい、って」

「パートナー？　パンドラの力？」

「ほら、ここにパートナー」

　そういってハルマが指さしたのは、キヨタカの鼻っ面だった。

「お、オレ!?　オレがパートナー!?　だってオレ……しもべじゃなかったの!?」

「おばあちゃん、ひと目見れば、パートナーとなる相手はすぐにわかるっていってた。すぐわかったよ！　わたし、キヨタカがそうなんだって、すぐ！」

「いや、だって、パートナーとしもべは、かなり意味的に違うだろ……」

「それからおばあちゃんはこういったんだよ。パートナーを見つけて〈箱〉を開いて、パンドラの力を手に入れたら、その力を使って、世の中に散らばった〈災厄〉たちを、みな封じなさいって。それこそが、わたしの使命なんだって」

「パートナーだとなんか対等の関係って感じだけどさ、しもべにはどうも奴ど隷れい的な響きが……って、なに？　〈災厄〉を封じる？」

「そう！　パンドラの力を使って、世の中が不幸になる原因を作った〈災厄〉たちを、元どおり、〈箱〉のなかに、あの〈パンドラの箱〉のなかに、封じるの！　ねえ、わかる？　それって、世界を幸せにするってことなんだよ？　不幸になる原因を取り除くってことは、世界を幸せにするってことなんだよ!?　わたしたちが！　わたしと、キヨタカが！」

「世界を幸せに……ねえ……」

　なんだか、キヨタカの身体からだからは、すとん、と力が抜けてしまった。

　パンドラの鍵やら箱やら力やら、〈災厄〉やら、けっこうキヨタカはどきどきしながらハルマの話を聞いていた。自転車のグリップをつかむ手に、ちょっと汗を握ったりもした。

　なのに、けっきょく話の結論が、『世界を幸せにする』だなんて。

　正直にいって、なんつーか、すっげーうさんくさい。

　ちっともピンと来なかった。まだ、『パンドラの力を使って、世界を征服するんだ！』といわれたほうが、納得できただろう。世界の幸せとか……宗教か？　パンドラ教？　魔女ハルマさまが教主の、パンドラ教？　あ、この場合、魔女じゃなくて聖女か？

　なんて想いが、すっかり顔にでてしまっていたらしい。

「あ！　キヨタカ、なに、その顔！　しもべのくせにー！」

「って、おまえな……おばあちゃんの話じゃ、オレ、しもべじゃなくってパートナーなんだろ？　いいのか、遺言に逆らって」

「しもべだもんしもべだもん、キヨタカはわたしのしもべなんだもん！　だってひと目見たとき、パートナーじゃなくって、しもべなんだって、そう感じたんだもん！　だからキヨタカはわたしのしもべなの！　誓ったくせに！　ハイって返事したくせにー！」

「わかった、わかったよ。んで？　その〈パンドラの箱〉とやらは、どこにあるんだ？」

　ハルマは機嫌を直して、んふー、と笑った。

「この先を、あとちょっとだよ。ほら、がんばって、わたしのしもべ、キヨタカ！」

　キヨタカは、ハルマが指さした、闇やみに沈む坂の向こうを見つめた。

「あとちょっと……ねえ……」

　ちょっとそこまで、といわれて、もう一時間、自転車をこがされてるわけですが。

　せめてもの抵抗として、ため息をひとつついてから、よいしょ、とキヨタカは立ちこぎを再開する。ええ、なんたってオレ、しもべですから。
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　けっきょく、「あとちょっと」といわれてから十五分ほども坂道を自転車で登って、ようやくキヨタカとハルマは目的地に到着することができた。

　キヨタカは、その『目的地』に、眼めを見張る。

「ここ……なの？」

「そうだよ。よくがんばったね、キヨタカ！　いい子いい子してあげる」

　ハルマの言葉に、キヨタカは頭を撫なでやすいよう、屈かがみこんだ。

　そうしてハルマにいい子、いい子となでなでされながら、すぐ真正面にあった鉄製の門の、そのずっと奥、庭を越えた先にある、大きな屋敷を見つめた。

　本当に、大きな屋敷だった。

　西洋風の構えというのか、三階建ての屋敷は横に長く、壁は白くて、屋根は赤い。

　真ん中に立派な玄関のドアがあり、その左右にならんだ窓の数ときたら、もういくつあるのやら、数える気にもならなかった。

　その敷地内へ、ハルマはキヨタカの頭を撫で終えるなり、わずかに開いていた門の隙すき間まから、当たり前のように入ってゆく。

「お、おい、勝手にいいのか？　不法侵入は、マズイだろ」

「え？　自分の家の敷地に入るのも、フホーシンニューになるの？」

「自分の家……だあ？」

「そうだよ。穂ほ村むら家の敷地だよ？　前の家で、いまはだれも使ってないけどね」

　いわれてみれば、なるほど、鉄製の門はところどころ塗料が剥はげ、サビが覗のぞいていたし、庭は雑草やら茂りきった樹木やらで荒れ放題、屋敷のほうも、壁やら屋根やら窓やら、古びて、いろいろ傷いたんでしまっているようだ。

　玄関へと向かう小道を、ハルマのあとをついて歩きながら、キヨタカは尋たずねた。

「ハルマ……もしかして、オマエん家って、お金持ちさん？」

「家はね」

「まさか、高級車で学校の送り迎えしてもらったり、なーんて」

「エコを考えてハイブリッド・カーでね」

「は、は、ハイブリッド・カーだあ!?　アレか、電気とガソリン、どっちでも動くとかいう、アレか！　なんだよ、だったらそのハイブリッドなお車でここまで送ってもらえばよかったじゃんか！　なんだってオレは、あんなキツイ坂を、懸命になってこいで……」

　と、前を歩くハルマが、突然、止まった。

　キヨタカはあやうくその背にぶつかりそうになって、ぎりぎりでどうにか止まる。

「ダメだった？」

　急に止まったために、おっとっとっ、とバランスをとるキヨタカに向かって、ハルマは振りむき、いった。

　その悲しげにうるんだ、瞳ひとみの色ときたら、もう。

　キヨタカの胸は、きゅー、っと縮こまった。

「あ、えと、その」

「わたしは、キヨタカに送ってもらいたかったの。キヨタカといっしょに、ふたりで、ここまで……ダメだった？　ねえキヨタカ、ダメだったの？」

「だ、ダメじゃない……けど」

　そ、その顔は反則だろ！

　キヨタカはあわてた。どうすればいいのかちっともわからなくて、すっかりあわてた。まだケンカで刃物をだされたときのほうがマシだった。とりあえず刃物は避ければいい。でも、いまにも泣きだしそうな女の子には？　いったい、どうすればいいんだ？

　ところが。

「だよねー！」

「え」

　それまでの悲しげな表情が嘘うそだったかのように、ハルマは笑顔を弾はじけさせた。

　明るく笑いながら、屋敷の玄関へと駆けだしてゆく。

「だってキヨタカは、わたしのしもべだもんねーっ！」

　取り残されたキヨタカは、しばらく、その小さな背を黙って見つめるほか、なかった。

　ま……。

　魔女。

　まさしく、魔女だ！　初めてキヨタカは、ハルマの魔女性をじかに感じて、おののく。おののきつつ、すでに屋敷の玄関を開けて、その隙すき間まから手招きしていたハルマの元へ、向かう。魔女だ……魔女だ……と、小声でつぶやきながら。



　　　３



　窓から差しこむ月明かりが、廊下のじゅうたんを、その窓のかたちに照らしだす。

　なんて、いまにもそこらへんからゾンビやらゾンビ犬やらが飛びだしてきそうな雰囲気のなかを、キヨタカはハルマのすぐ後ろをついていきながら、進んだ。

　こ、怖えー……。

　屋敷のなかは、照明こそついていないが、窓からの月明かりのほか、ハルマが、その背中の猫のぬいぐるみ型リュックから取りだした懐中電灯の光もあったため、とりあえず動くのに支障はなかった。西洋風の廊下に、月明かりと懐中電灯の取りあわせは、ちょっとばかりムードがありすぎるようにキヨタカには感じられてしかたがなかったが。

　ハルマは、迷いなく、じゅうたんの上を歩いてゆく。

　その足には靴くつ。土足だった。

　西洋風とはいえ、きちんと玄関には靴を脱ぐスペースもあったのだが、ハルマは靴を履いたまま、平気でなかへと入りこんだ。キヨタカも迷った末、元の家の住人がそうしたんだから……と靴のままでついていった。

　やがてハルマは、奥まった場所にあるひとつのドアの前で、止まった。

　やはり迷いなく、そのドアを開く。

「お？」

　きしみながら開いたドアの先にあったのは、下へと続く、階段だった。

「ち、地下……？」

　いくら眼めを凝こらしても、階段の奥には、闇やみしか見えない。

　ぐびりと喉のどを鳴らしてしまったキヨタカに、ハルマが笑った。

「だいじょぶだよ、キヨタカ」

　と、ハルマは壁に手を伸ばす。

　ぱちりと、なにやらスイッチらしきものを入れる音がしたと思ったら、じわー……っと、階段に明かりが点ともりだした。

「な、なんだよ！　電気、通ってるのかよ！　だったら最初からつけろよ！」

「だって電気、もったいないでしょ？　地球にはやさしくしなくっちゃ。ね？」

「お、オレにもちょっとはやさしくしてくれよ……」

「ほらほら、暗くないから、もうキヨタカも平気でしょ？」

　手に持っていた懐中電灯を背中のリュックにしまいこみ、ハルマは階段を降りていった。

　やれやれと思いながら、キヨタカもついてゆく。

　ついていって、階段のなかへ入って、気づいた。

　これはこれで、こ、怖いぞ？

　そもそも、地下へと続く階段というのが、なんとも嫌だった。沈んでゆく感じというか。学校や駅、デパートなんかの階段とは違って、狭いし。天井も低いし。だからハルマや自分の足音が、非常に嫌な感じに響き渡るし。かなりの圧迫感があった。

　とはいえ、ひとり残るわけにもいかない。

　ハルマについていかなくてはという、いわゆるしもべ的気持ちもあったが、なにより、あんな薄暗い西洋風屋敷のなかに、ひとり置き去りは勘弁だったからだ。

　なんてことを考えていたら、階段は終わった。

　いきどまりにあったのは、これまた雰囲気のある、金属製の扉だった。

　ハルマが、その金属製の扉を、示す。

「はい、キヨタカ」

「はい、キヨタカって……お、オレが開けるの……？」

「ヤダ、なに怖がってるの、キヨタカ？　だいじょぶだよ、べつにヘンなものは入ってないから。ただ、このドア、すっごく重いから、キヨタカに開けてほしいだけ」

「ほ、ホントだろーなー……？」

　すこしだけ疑わしく思いつつ、キヨタカは扉のノブに手をかけた。

　たしかに重かった。ふんばって、ようやく、ぎ、ぎ、ぎ、と音をたてさせながら、キヨタカは扉を開くことができた。

「ふー……油とか、差しといたらどーだ？」

「こんどそーするっ」

　素直に返事して、ハルマは真っ暗な部屋へと入りこむ。

　壁を探って、スイッチを入れた。こんどは階段のときのような蛍光灯ではなく、白熱電球だったので、すぐに点った。

「おお？」

　扉のなかは、四方をコンクリートの壁で囲まれた、正方形の地下室だった。

　部屋の奥には、入り口とおなじ、金属製の扉が見える。

　床には、なにやら円形の魔法陣が描かれ、壁や部屋の隅には、なんらかの儀式に使ったらしい、ろうそくやら、怪しげな像やらが無造作に置いてあった。

「ここは……なんだ？　なんの部屋だ？」

「儀式の部屋、だよ？」

　部屋の中央に描かれた魔法陣の前に立って、ハルマはいった。

「儀式の……部屋？」

「うん。ここもわたし、おばあちゃんから受け継いだの。ほら、この鍵かぎといっしょに」

　と、例のネックレス仕立ての鍵を、胸元から取りだした。

「さーてと！　じゃ、さっそく始めるとしようかな！」

　ハルマは、取りだした鍵の鎖を、そのまま首から外はずして、手にぶらさげる。

　とたんにキヨタカは、緊張を覚えた。

　ここに来るまでに聞いた、ハルマの言葉を脳裏に浮かべる。

　ハルマの祖母が、彼女に遺のこした言葉――。

　鍵を使って、箱を開きなさい。

　そうして、パンドラの力を手に入れなさい。

　キヨタカは、鍵を手にしたハルマの向こう側、部屋の奥にある、金属製の扉を見つめた。

　はたして、あそこからなにが飛びだすのか？　っていうか、そもそも、パンドラの力って、なんだ？　ハルマの話では、世に散らばった〈災厄〉を封じて、世界を幸せにできる力だそうだが……具体的にどんな力なのかは、さっぱりだった。

　とにかく、キヨタカにはもう、固唾かたずを呑のんで見守ることしかできない。

　だからぐびりと喉のどを鳴らしつつ見守っていたら、なぜか、ハルマは持っていたパンドラの鍵を、奥の扉ではなく、床にある魔法陣の中心へと、置いた。

　さらに、背中に背負っていた猫のぬいぐるみ型リュックも、下ろす。

　リュックは部屋の隅へと置き、そこで、リュックがなくなったことで空いた自分の背中へと、ハルマは手を回した。

　着ていた緑色のワンピースの、そのファスナーを、ちーっ、と下げる。

　下げ終えて、んしょ、んしょ、と身体からだを揺すると、すとん、とワンピースは彼女の足下へと落ちた。

「うええ!?」

　なんと、ワンピースの下にあったもの、それは、紺色のスクール水着であった。

　胸元に『はるま』とひらがなで書いてある、おそらくは学校用ではなく、プライベート用のスクール水着を、ハルマは服の下で身につけていたのだ。例の魔女式なフードつきマントはしっかりと装備したままなので、なんとも珍妙なことこの上ない。

　な……なんで？

　なんでスクール水着!?

　まったく展開についていけないキヨタカの前で、ハルマはさらに、リュックに差しこんであった木の杖つえを手に持つ。そして、さきほど鍵かぎを置いた魔法陣の前へと戻り、ばっ、と両手を広げて、なにやら、うにゃもにゃと謎なぞの呪じゆ文もんらしきものを唱えだした。

「待った！　ハルマ、ちょーっと待った！」

「うん？　なあに、キヨタカ、どうしたの？」

「な……なにをやってるんですか、ハルマさん」

「なにって……見てわからないの、キヨタカ？」

「わからないから、質問しておるんですが」

「儀式だよ！　〈箱〉を開くための！」

「は、箱って……その鍵は、そこの扉を開くための鍵じゃ、ないの……？」

　キヨタカは、部屋の奥にある、金属製の扉を指さした。

　はー、とハルマが、呆あきれたようにため息をつく。

　スクール水着姿で、腰に両手を当てて、だ。

「あのね、キヨタカ。そこは扉でしょ？　〈箱〉じゃないでしょ？　そしてこの鍵は、〈箱〉の鍵だっていったでしょ？　もうキヨタカ、忘れちゃった？　あとね、ここは儀式の部屋なの。儀式の部屋では、普通、儀式をするもんでしょ？　違う？　どう？」



    

  
    
      



    

  
    
      　そうやってしみじみいわれると、なんだかキヨタカは自分がひどいバカに思えてくる。

「じゃ、じゃあ、その扉はなんだよ？　やたら思わせぶりにあるけど！」

「物置だよ？　使わなくなったテレビに、ステレオに……あと、なにが入ってたかなあ。なんかいろいろ、入ってて――」

　ハルマの答えに、キヨタカはダッシュした。

　ダッシュして、例の金属製の扉の前に立ち、開く。

「でしょ？」

　でした。

　扉は、部屋の入り口のときとは違って、やたらあっさりと開いた。

　そうして覗のぞけた扉のなかには、ハルマがいったとおりに、古い型のテレビやらステレオやら、健康器具のたぐいやら、あとは中身のよくわからない、ダンボール箱やらが積んであった。なかはさほど広くはなく、まさに物置部屋だった。

　キヨタカは、黙って扉を閉じた。

　閉じて、すごすごと、猫背になって、元の場所へと戻った。

「あ……そうだ。あともうひとつだけ、質問があるんだけど」

「どうぞー、キヨタカ」

「なんで……どうして、その姿なんだ？　なんで、スクール水着？」

「なんで、って……」

　キヨタカの質問に、なぜか、ハルマはもじもじとしだした。

「だ、だって、箱が開いたら、わたしはパンドラの力を、手に入れるわけでしょ？　そしたら、もしかしたらだけど、そ、育っちゃうかも、しれないから……」

「育つ……？　なにが？」

「だからあ！　パンドラの力は、世界を幸せにしちゃうぐらいすごいんだから、ということは、それを手に入れたわたしの身体からだも、力に応じて、パワーアップしちゃうかもしれないでしょ！　ほら、魔法少女が変身して、オトナの姿になっちゃうみたいに！　こう、すらーっとして、ばいんばいーんな姿に……そうなっちゃったら、普通の姿だと、びりびりびりーって、破れちゃうから……だから！」

　あー、あー、あー。

　わかった、わかったぞ、とキヨタカはうなずく。

　とはいえ、ハルマのいうとおり、すらーっとしてばいんばいーんな状態になってしまったら、たとえスクール水着だってただではすまないとは思うのだが、まあそれはさておき、キヨタカはわかった。わかってしまった。

「そーかそーか、ハルマ、おまえ、やっぱりそのお子ちゃまな身体、けっこう気にしてたのか。うんうん、わかる、わかるぞー。だって高校生とかいわれても、ぜったい信じられないもんなー。アレだろ？　映画館とか乗り物とか、小学生料金、余裕だろ？　そっか……じつはさ、オレ、パンドラの力を使って、世界を幸せに――とかいわれてもさ、いまいちピンときてなかったんだけどさ、ようやく理解できたよ。そうだよな。やっぱり、自分も幸せにならなくちゃな。パンドラの力を使って、もちろん世界だってついでに幸せにするけど、すらーっとした、ばいんばいーんな身体からだも手に入れて、自分も幸せにすると……うんうん。そうこなくっちゃ。それが人間ってもんだ」

　あっはっはっ、とキヨタカは笑った。

　笑ったせいで、すっかり涙目となったハルマが、口をへの字にして、ぷるぷると震ふるえながら、キヨタカを睨にらんでいたことに、ちっとも気づけなかった。

　あ、と気づいたときには、もう遅かった。

「キヨタカの……バカバカバカー！」

　ハルマがふりかぶって投げた杖つえが、みるみるキヨタカの視界を覆ってゆく――。
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　キヨタカは、くわあああ……と、大きくあくびをした。

　はむ、と口を閉じ、目め尻じりに浮いた涙を拭ぬぐおうとして、痛、とうめく。

　ハルマの投げた杖が、みごとに自分の顔面へと命中したことを、キヨタカは思いだした。

　腫はれてしまった片目のまわりをつんつんと触りながら、その腫れを作った相手に、キヨタカは呼びかける。

「なあ……もういいんじゃないか？」

　キヨタカの声に、ハルマの呪じゆ文もんの詠唱が、止む。

「ふにー……」

　と、ハルマはその場に、くたくたくた～、としゃがみこんだ。

　彼女の身体は、すっかり汗でびっしょりだった。もちろん、着ていたスクール水着も汗でびっしょりとなって、紺色の布地はさらに色濃く染まり、でこぼこの少ない彼女の身体のラインを、しっとりと浮かびあがらせている。すっかり、プールからあがったばかりのような状態となってしまっていた。

　ハルマが儀式を始めてから、もう、一時間近くが経つ。

　キヨタカは、その儀式のあいだ、ずっと部屋の隅に座りこんで、ハルマが呪文を唱えるのを見守っていた。彼女が、部屋の中央に描かれた魔法陣の前に立って、その中心に置いた、祖母から受け継いだ鍵かぎを相手に、さまざまな身振り、手振りを交えながら、うにゃもにゃと謎なぞの呪文を唱え続けるのを、ただ黙って、じっと見守っていた。

　が、いくら待っていても、魔法陣の中心を置かれた鍵に、変化は見られなかった。

　変わらず、ただの古びた鍵かぎのままだったのだ。

「ど、どうしてなんだろ……」

　魔法陣の前に、うつぶせになって屈かがみこんだまま、ハルマがうめく。

「どうして、〈箱〉、開かないんだろ……？　やっぱり、わたし、見習いだから？　だからダメなのかな？　ねえ、どうしてだと思う、キヨタカ……」

「オレには儀式とか、魔法のことはよくわかんねーけど、さ……」

　キヨタカは立ちあがり、ハルマの元へと向かった。

　手には、彼女が部屋の隅に置いてあった、猫のぬいぐるみ型リュックと、適当に脱ぎ捨ててあった緑色のワンピースとを、持って。

「今日がダメでも、またほかの日、やってみればいいじゃんか。べつに今日、どうしてもやらなくちゃならないってわけでもないんだろ？　なんどでもチャレンジしてみろよ。オレなら、ほら、なんどでもつきあってやるから……さ」

「き……キヨタカ……」

　ぐす、と鼻をすすりながら自分を見あげてくるハルマに、キヨタカはなんだか気恥ずかしくなって、ぷい、とそっぽを向く。

　そっぽを向きながら、持ってきたリュックとワンピースとを、ハルマに手渡した。

「ほ、ほら、もう夜も遅くなってしまったことだし、帰ろうぜ！　たぶん、親も心配してるだろーし！」

「キヨタカの……パパとママと妹さんはね」

「うん？　おまえのところのパパとママだって……あ、おまえ、兄弟とかいるの？」

「いるよ。六人。姉ばっかり」

「七人姉妹か！」

　がんばったなあ、パパさんママさん！

　キヨタカは口笛を吹こうとしたが、ひゅー、とかすれた音しかでなかった。

「じゃ、その六人のお姉さんも、だ。かわいい妹がこんな時間まで出歩いてちゃ、心配してるぞ、きっと」

「心配なんか、しないよ。するわけない」

「するわけないって……」

　キヨタカは、まだ屈みこんだままのハルマを覗のぞきこむ。

　ハルマはうつむいて、じっと床を見つめていた。

「なあ……ハルマ、おまえん家って、もしかして、けっこー事情的に複雑な感じ？」

　と、率直に尋たずねてみるも、やっぱり、ハルマは床を見つめたまま、答えてはくれなかった。

　ダメか、とキヨタカが思ったとき、やっと口を開く。

「知りたい？　キヨタカ」

「うん？」

「わたしの家のこと……家族のこと、キヨタカは、知りたい？　だったら……」

　顔をあげ、その濡ぬれ光る瞳ひとみを、ハルマはまっすぐにキヨタカへとぶつけてきた。

　そんなハルマの頭へ、キヨタカは、ぽん、と手を置く。

「いいよ、べつに無理しなくたって」

　頭に手を置かれたハルマは、眼めを、ふみゅ、とまるで猫のように細めた。

「だって本当は、あんまり話したくないんだろ？　だったらいいよ。おまえが、心の底からオレに話してもいいって思えるようになるまで、話さなくていい。な？」

「き、キヨタカは……」

「どした？」

「キヨタカは、いい子だね」

「や、やめろよ、高校生に向かって、いい子だね、は」

「ううん。とってもいい子だよ、キヨタカは。わたし、よかったな……キヨタカが、わたしのしもべで……」

　ハルマは細くした眼をにっこりと微笑ほほえませて、キヨタカを見つめてくる。

　不覚にもキヨタカはどきどきしてしまって、あわてて立ちあがった。

「ほ……ほら、早く服、着ろよ！　もう帰ろうぜ！　帰り、なんかおごってやるからさ。そういえば、おまえ、カップラーメンとか、食ったこと、ある？」

「えーっと」

「ないのか！　さっすがお金持ち！」

「み、見たことはあるもん！　アレでしょ、屋台で食べるやつ！」

「違う。お湯を注そそいで作って食べるやつだ。じゃ、いい機会だから食べてみろよ。まあ、口にあうかどうかはわかんねーけど……あ、ほらほら、それ、その鍵かぎ、忘れるなよ。大事なおばあちゃんの形見なんだろ？」

　スクールの水着の上に緑のワンピースを着終えたハルマは、キヨタカの言葉に素直に従って、魔法陣から鍵を拾いあげた。

　元のとおりに、鎖を首にかけようとする。

　その姿を見たとたん、ふと、キヨタカの頭には、ひらめくものがあった。

「なあ、その鍵なんだけどさ……こんど儀式をやるときには、どこかの鍵穴に差しこんでみたらどうだ？　〈箱〉っていうのがなんなのか、オレにはよくわかんないんだけどさ、やっぱり鍵は、鍵穴に差しこむもんだろ……って、ははは、魔女のおまえにドシロウトのオレがなにいってんだって話だよな。いや、悪い。忘れてくれ」

　いってて自分で恥ずかしくなってきて、照れ隠しに、キヨタカは笑った。

　ところが、ハルマは笑わなかった。

　笑うどころか、逆に真剣な表情となって、首にかけようとしていた鍵かぎを、じっ、と見つめだす。

「は……ハルマさん？」

「キヨタカ！　あとでたっくさん、いい子いい子、してあげるね！」

　そういうなり、ハルマは駆けだした。

　向かった先は、部屋の奥だった。

　あの、なかに古くなったテレビやらステレオやら、健康器具やら、あとはいろんなダンボール箱やらが積んであった物置部屋へと続く、金属製の扉の前へと、ハルマは立つ。

　その金属製の扉の、ドアノブの上の鍵穴へ、ハルマは手に持った鍵を、差しこんだ。

　回す。

　かちん、という小さな音が、四方をコンクリートの壁に囲まれた地下室の隅々まで、響き渡った。

　そして、光は放たれた。

　青白い光だ。

　光は、まず、ハルマが鍵を差しこんだ鍵穴から、放射状に、扉やら壁やらを伝わる細い線、というかたちであらわれた。光の細い線は、まるでなにかの回路図でも描くかのように、部屋の壁中を走ってゆく。

　あっというまに、光の線は部屋中を複雑な図形でもって埋めつくした。

　埋めつくすなり、図形は、輝きを放ちだす。

「うおおおおおおおお!?」

「きゃっ」

　青白い光の渦に呑のみこまれ、キヨタカは叫んだ。

　叫ぶキヨタカの元へと、なんらかの力に弾はじかれたものか、小さく悲鳴をあげて、ハルマが飛ばされてくる。まばゆさのなか、どうにかキヨタカはその小さな身体からだを受けとめた。

「お、おお!?」

　無事、ハルマを受けとめたキヨタカの前で、扉が開きだす。

　だれも触れていないというのに。

　鍵を差しこんだハルマは、キヨタカの腕のなかだったというのに。

　扉は、ゆっくりと、内側から、開いていった。

「んなっ……」

　扉のなかには、なにもなかった。

　たしかにそこは、物置部屋だったはずなのに、古い型のテレビや、ステレオや、健康器具や、たくさんのダンボール箱が積んであったはずなのに、いまは、ただ闇やみだけが広がっていた。どこまでも落ちていってしまいそうな、黒々とした闇やみが。ぽっかりと。深く。

　ぞくり。

　キヨタカの背を、寒気なんて生優しいものじゃない、まさに戦せん慄りつが襲った。

「あぶねえ！」

　キヨタカは、襲った戦慄のままに、反射的な動きでハルマをかばった。

　ぎゅっと抱きよせ、自分自身の身体からだはくるりとまわして、背中を扉へと向ける。そうして、たとえ扉のなかからなにが飛びだそうとも、すべて、自分の背中で受けとめる覚悟を決めた。

　そう、なにかが、やってくる。

　扉のなかから、たしかになにかがあらわれると、キヨタカは感じとっていた。

　果たして、それらはあらわれた。

　光だった。

　輝く光の弾が、バレーボール大ほどの大きさを持った光弾が、無数に、あたかも流星のごとく、扉のなかにぽっかりと広がっていた闇から、つぎつぎに飛びだしてきた。

　なんだってんだ、このォ！

　キヨタカは歯を食いしばる。

　食いしばって、より強く、ハルマの身体を抱きしめる。

　守ってやる。

　絶対に、コイツだけは、守ってやる！

　理由なんかどうでもいい。自分の腕のなかにある、この小さくて細くって軽い身体を、オレはとにかく、守りぬく！　そうキヨタカは決意して、扉からひたすら飛びだす光弾のなか、ハルマをただがむしゃらに強く抱きしめた。

（そう、そうだ……それでいいんだ……）

　と、そこに、なにものかがささやいてくる。

（そうやって、彼女を守ってあげてくれ……富ふ士じ山やま清きよ貴たかくん……）

　な、ナニ？

　もちろん、キヨタカは驚いた。

　が、驚きよりもなお、興味が勝った。こんな状況で自分に話しかけてくる相手がいったいだれなのか、たしかめてやろうと、声のしたほうを向く。

「おお？」

　女が、微笑ほほえんでいた。

　不思議な女だった。

　光のなか、唇を薄く笑みのかたちに曲げた彼女の、その髪の色ときたら、ちょっと植物的といってもいいくらいな、淡あわい、緑色。顔つきはとても凛り々りしくて、目鼻立ちもかなり整っており、ちょっと、ある言葉をキヨタカに連想させる。

　タカラヅカ？

　と思った瞬間、キヨタカは、そう思ったことが、今回、初めてではないような、そんな奇妙な感覚に襲われた。

　な、なんだ？　なんだなんだ？

　さらに彼女は、ノースリーブのシャツにネクタイを締め、下はきちんとパンツルックという、肩や腕こそあらわなものの、さほど露出は少ない格好だった。その格好にも、なぜかキヨタカは、大きな安あん堵どと、そしてすこしばかりの落胆とを覚えてしまう。

　いったいなんなんだよ、これは！

　ハルマのときとまったくおなじだった。

　どこかで、自分は彼女と前に、いちど会ったことがある――そんな既視感に、キヨタカはなんともいえないむずがゆさを感じて、ぐぎりと奥歯を噛かみしめる。

　と、いったキヨタカの内心を知ってか知らずか、彼女は、にぃ、と笑った。

（ボクたちと、キミたちとの、ゲームの始まりだよ……）

　するりと、彼女はキヨタカの脇わきをすりぬけてゆく。

「ま、待て、おまえは……！」

　呼び止めようとキヨタカが声をあげた瞬間、突然、扉からの光弾が、そのいきおいを増した。すさまじいばかりの光弾の群れに呑のみこまれて、キヨタカは、ただハルマの身体からだを抱きしめるしかできなくなってしまう。

　そして、すべては終わった。

　おそるおそる、キヨタカが眼めを開けたときには、もう、あの奇妙な女の姿も、扉から無数に飛びだしてきた光の弾たちも、部屋中を埋めつくしていた青白い光も、部屋の壁中に描かれていた複雑な図形も、なにもかもが姿を消して、元のとおり、ただのコンクリートの壁に囲まれた地下室だけが、あたりには残されていた。

「幻覚……とかじゃ、ねーよな？」

　夢でも見ちゃった？

　だったらいいんだけどな……と、キヨタカは自分がかすかに震ふるえていたことに気づく。

　そして腕のなかのハルマは、もっと震えていたことにも、気づいた。

「ど、どうした？　わ、悪い、ちょっと強く抱きしめすぎちゃったか？」

「さ……〈災厄〉」

「うん？」

「〈災厄〉を……わたし……か、解放しちゃった！」

　がちがちと、ハルマは歯の根もあわないほどに、激しく震えていた。

「お、おい、ハルマ。おまえ、なにをいって……」

「わからないの、キヨタカ！　さっきのは、〈災厄〉なんだよ！　あの光の弾は……パンドラの箱から解放された、〈災厄〉だったの！　〈災厄〉。世に災いを成すもの。災いを成すための、原因……わたしが！　わたしが、解放しちゃった！　〈箱〉に封じてあった〈災厄〉を、このわたしが、解放しちゃったんだ！　世の中に……解とき放っちゃった……」

　あああああ。

　ハルマが、キヨタカにしがみついてくる。強く強く、しがみつき、顔を胸に埋めてくる。

「ちょ、ちょっと待て、落ちつけよ、ハルマ。だっておまえ、〈災厄〉って……よし、すこし整理して考えてみよう。おまえは、ここに、〈災厄〉を封じに来たんだよな？　えーっと、この前亡くなったおばあちゃんの遺言で、〈箱〉を開けて、〈箱〉のなかからパンドラの力を手に入れて、その力でもって、世の中の〈災厄〉を封じて、世界を幸せにしようって……なのに、〈箱〉を開いたら〈災厄〉が飛びだしてきちゃいましたって、まったくもって話が逆じゃねーか！　なんだよ？　おまえのおばあちゃんは、おまえに嘘うそをついていたってことか？　死ぬ間際にかわいい孫娘に嘘を教えて、わざわざ〈箱〉に封じてあった〈災厄〉を解放させたって、そういうことなのか？」

「わ、わかんない……わかんないよう、キヨタカ……」

　すっかりハルマは、涙声だった。

　なんだってんだよ、ちくしょう、とキヨタカはハルマの背中に手を回してさすりながら、ふん、と鼻息を強く吐きだす。

　ババアめ……ボケちゃってたのか!?

　百八十三歳じゃあなあ……まったく、とふいに扉を見て、ぎょっ、とする。

　扉のなかは、まだ、闇やみで満ちていた。

　ぞくりと、またもや、キヨタカの背を、戦せん慄りつが駆けぬける。

　なんだ……なんだ……なんだ……なんだあ？

「い、いいかげんに――」

　なにかが、闇のなかから、やってくる。

　ざざざざざざざと、音をたてながら、やってくる。

「しやがれ、ボケェエエエエ！」

　そうしてけっこうな大きさだった漆しつ黒こくの塊が闇のなかから飛びだしてきたとき、キヨタカは怒りのあまりか、恐怖のあまりか、とにかく、相手をぶん殴った。

　たとえ、どんな相手だろうが！

　いままでこの拳こぶしで、殴り倒せなかったものはいない！

　幼稚園、小学校、中学校と、同級生からセンパイから、オトナからはたまたヤクザくずれから、すべてをキヨタカは殴り倒してきたのだ。決して倒したくはなかったのだが。ただ、降りかかる火の粉を払っただけだったのだが。

　だが、いま。

　いまキヨタカは、自分の意志で、ただただ相手をぶん殴りたくって、右の拳こぶしを放った。

　結果、キヨタカの右腕は、黒く燃えあがることとなった。

　手ごたえはあった。きっちりと相手に打撃を与えた、そんな感触はあった。

　ところが、その満足な手ごたえとどうじに、ずぬん、と相手が腕のなかに入りこんでくるような、そんな感触もまた、あったのだった。

　燃えあがる。

　キヨタカの右腕は、内側から噴きだした黒い炎に包まれて、激しく燃えあがってしまう。

「うああああああ！」

　まさしく焼けつくような痛みに、キヨタカは叫び、地面に転がった。

　右腕を抱えて、どうにかして炎を消そうとごろごろ転がって、しかし頭のどこかでは、この右腕、たぶん、もうダメなんだろうな、と妙に冷静に、判断もしていた。

　まあ、いっか。

　とにかく、ハルマの身体からだには傷ひとつつけずに、すんだんだ……と、ちょっとだけ誇らしげな気持ちにもなる。

　どうしてオレは、こんなに、ハルマに対して一生懸命になってしまうんだろう？

　小動物に対する、アレに近いのかなあ……と、キヨタカはハルマに知られたら、たぶん、八やつ裂ざきにされるだろうことを、正直に思った。ハムスターとか、子猫とか、やっぱりかばいたくなっちゃうものだし。うん、それだな。恋愛感情？　ない、ない。だってオレの好みは、あくまでも優しそうな年上のお姉さんタイプだし。ゆりかごから墓場までとか、そんな、どっかのヘンタイとは違うんですよ……。

（へえ、では、わたしはかなりストライク・ゾーンですね、キヨタカ）

　いやあ、どうかなあ。

　この眼めで見てみないことには、なんとも……って？

　すでに右腕の火を消すのをあきらめて、床に転がったまま、天井でかすかに揺れる白熱電球を見あげていたキヨタカは、んん？　と目元を歪ゆがめた。

　な、なんだ？

　いまだれか、頭のなかに、直接、話しかけてきたような？

　キヨタカは身体を起こして、あたりを見回す。

「き……キヨタカ？」

　心配そうにキヨタカを見つめていたハルマと、眼があった。

　違う。ハルマの声じゃなかった。ハルマほど幼くも、舌っ足らずでもなく、たしかに言葉のとおり、やや年上のお姉さんっぽかった。まあ、優しいかどうかはべつとして。

（おや、失礼ですね、キヨタカ。わたしはとっても優しいですよ？　とくに――）

　キヨタカは、彼女のつぎの言葉に、激しく震ふるえあがる。

（いちご大福には）

「ひやあああああ！」

　キヨタカは、文字どおりに飛びあがった。

「き、キヨタカ？　どうしたの、キヨタカ！」

　ハルマが、床から立ちあがり、ひやあああああ、ひやあああああ、と叫び続けていたキヨタカに、しがみつき、揺さぶってくる。

「さっきからヘンだよ、キヨタカ！　いきなり、悲鳴をあげて床に転がったり、かと思ったら天井を見あげて、ぶつぶつつぶやきだしたり！　どうしたの、キヨタカ！」

「は……ハルマ？　いや、だって、右腕が、燃えて、黒い炎で、いちご大福で」

「なにいってるの、キヨタカ？　なんともなってないよ、キヨタカの右腕は！」

「へ？」

　キヨタカは、自分の右腕を、見た。

　袖そでを手首から肘ひじのあたりまで上げて、たしかめる。

　たしかに、なんともなっていなかった。

「げ……幻覚？　だったの？」

　こんどこそ、夢だったのか……？　と思っていたキヨタカの前で、右手が、じわりと、黒ずんでゆく。ぽつぽつと浮かびあがった黒点が、どんどん広がって、手から指から腕から、艶つややかな漆しつ黒こくへと染めていった。

「なんじゃあああああ、こりゃあああああああ！」

「ごらんのとおり、夢なんかじゃ、ありませんよー」

　こんどは、キヨタカだけではなく、ハルマも「ひゃっ！」と悲鳴をあげた。

　ぱかん、と手のひらに口ができて、突然、しゃべりだしたからだ。

「ななななななななななな」

「そんなに驚かないでくださいよ、っと……」

　ずるりと、キヨタカのすっかり真っ黒に染まった右腕から、彼女はあらわれた。

　いったいどういうしくみなのやら、キヨタカの右腕から、あれよあれよというまに、女性の頭から身体からだ、そして脚のつま先までが、人ひとりぶん、でてきて、そして、宙に浮く。

　宙で、彼女は、軽く頭を振った。

　わずかに乱れていた長い長い黒髪が、その背で、まとまる。

　あれ……？

　キヨタカはいぶかしく思った。

　というのも、キヨタカの右腕からあらわれた女性は、裸だった。

　全裸だ。完全なる裸だ。その肉体はじつにみごとに育っていて、ハルマがいうところの、すらーっとしてばいんばいーんとは、きっとこのことだったろう。いや、ばいんばいーんが問題なのではなく。

　その裸に、キヨタカは覚えがあった。

　ハルマのときと、さきほどの緑髪でタカラヅカな女性のときと、おなじ感覚。既視感。いちど、どこかで出会ったことが、あるような、ないような感じ。

　そんな既視感あふれる、全裸の女性が、突然、うやうやしく頭を下げた。

「はじめましてー、キヨタカ、そしてハルマー。わたしは〈パンドラ〉です。これから、よろしくお願いしますー」

「え？　はじめまして？」

　キヨタカの疑問形に、深々と頭を下げた彼女は、眼めをぱちくりとさせ、小首を傾かしげる。

「そうですよ？　わたしとキヨタカとハルマは、いま初めて会ったばかりで……あ、わかった。わかりました。ナンパの一種ですね？　『へいへーい、彼女ォー。あれ？　キミ、どこかで会ったことない？』とかいう、古いガールハントの手段ですね？」

「違う！　だっておまえ、どうしてオレとハルマの名前、知ってるんだよ！」

「キヨタカの記憶、読みましたから」

　けっこうとんでもないことを、彼女はじつにさらりと、いい放った。

「き……記憶ゥ……？」

「ええ。わたしはキヨタカの右腕と融合していますから……ですから、神経をたどって、キヨタカの脳にアクセスすることも可能です。あ、ご心配なく。勝手に脳を操作して、キヨタカの肉体を操ったりなんてことは、たぶん、しませんから」

　にっこりと、変わらず全裸だった彼女は、宙にふよふよと浮かんだまま、笑った。

「た、たぶん！　たぶんっておまえ、そりゃ……」

「待って、キヨタカ！」

　キヨタカが文句をいいかけたところで、口を挟んできたのは、ハルマだった。

　その必死な顔に、キヨタカは口をつぐむ。

「あなた……名前、もういちど、教えて？」

　と、ハルマは、宙に浮いた全裸の女性を見あげて、尋たずねた。

「〈パンドラ〉ですよ、ハルマ」

　にこやかに、彼女は答えた。

　ここで、ようやくキヨタカも事の重大さに気づくことができた。

「パン……ドラ……？　それって……まさか」

　ぶんぶんぶん、とハルマがいきおいよくうなずくなか、〈パンドラ〉と名乗った彼女は、もういちど、深く深く頭を下げた。

「封印兵器、〈パンドラ〉です。以後、よろしくお願いしますねー♪」



    

  
    
      


04　〈ご説明〉





　キヨタカは、家の玄関のドアを、そっと、静かに、開けた。

　すこしだけ開けて、外からなかを覗のぞきこむ。

　家のなかは暗く、そして静まりかえっていた。

　玄関から入ってすぐには、居間へと続くドアがあったのだが、そのドアにはめこまれたすりガラスごしにも、部屋の光やテレビの音、家族の気配などは感じない。

　よし……みんな寝てるな？

　まあ、時間も時間だしな、とキヨタカは、現在の時刻を思った。

　もう、深夜の一時近い。

　父親は明日も仕事だし、妹だって学校がある。母親も家族の朝食なんかを準備しなくちゃならないわけで、そうそう夜ふかしなんかしていられないだろう。

　だいたい、夜ふかしなんぞされちゃ、いまのキヨタカが困る。

「よし……いいぞ」

　キヨタカは様子をたしかめるために小さくしか開けていなかった玄関のドアを、大きく開けて、手招きした。

　ハルマが、やや緊張に強こわばった面持ちで、姿を覗かせる。

「静かにな、静かに……」

　こくこくと、ハルマは口をへの字にしながら、うなずいた。

　キヨタカとともに、抜き足、差し足で玄関内へと入って、そっと靴くつを脱ぎ、その靴を手にぶらさげた上で、静かに静かに、二階の、キヨタカの部屋へと向かう。

　まいったよな、もう……。

　キヨタカは、階段をなるべく足音をたてないように登りながら、思った。

　なぜキヨタカが、こんな夜ふけに、自分の部屋へハルマを連れこもうとしているのかといえば、もちろんヨコシマな企たくらみがあるからではなく、今後のことを相談するためだった。

〈災厄〉の解放。

　そして、〈パンドラ〉の力――。

　あまりにも予想外の事態が起こりすぎて、ちょっとふたりで話しあわないことには、どうにもならなかった。かといってそこらのファーストフード店や、ファミレス、喫茶店などで話すわけにもいかない。内容が内容でもあったし、夜遊びだと勘違いされて補導されてもたまらなかったし。まあ、あの穂ほ村むら家の前邸宅でやってもよかったといえばよかったのだが、なにせちょっとしたホラー映画の舞台ぽかったし、それに、正直、ある種の後ろめたさから、あまり長居したくなかった。昔、子供のころ、ボール遊びをしていて、不注意からガラスを割ってしまったとき。恐ろしくて、いたたまれなくって、その場から思わず逃げだした、あの感覚。そう、キヨタカは、逃げだしたのだ。あの現場から。

〈災厄〉、か……。

　どうしたもんかな、とキヨタカは唇をぐにぐに噛かんで、そして、自分の右腕を見た。

　普通だった。

　少なくとも、袖そでから覗のぞく手に関しては、決して艶つややかな漆しつ黒こくなんかではなく、ごく普通の肌色だった。

　まあ、いまのところは、なんだけどね……。

　はー、とキヨタカは、ため息をつく。

　やがて、無事、家族に見つかることもなく、二階にある自分の部屋の前までついた。

　ドアノブを静かに回して、キヨタカはゆっくりとドアを開く。

「とりあえず、そこらへんに、適当に座って……」

　キヨタカはハルマをなかへ呼び入れながら、部屋の真ん中まで歩いていって、ぶらさがっていた蛍光灯のスイッチの紐ひもを、引っぱった。

　ちかちかと、電気が、点ともる。

「わ！」

　と、突然、ハルマがけっこうな大声をあげた。

「だ！　しー、しー！　となりは妹の部屋なんだから、静かにしてくれ！　おまえ、女の子をこんな時間に、部屋に連れこんだなんて家族にバレたら……！」

「だって、あれ……あれ！」

「なんだってんだよ、もう……」

　ひたすらなにかを指さすハルマに、キヨタカは内心、アレ？　譲ゆずるから借りたものは、ぜんぶ、ベッドの下にしまってあったはずだよな？　と、ちょっとばかりびくびくしながら、彼女が指さした方向へと視線を向けた。

「ぬわー！」

　キヨタカも、けっこうな大声をあげてしまう。

　いたからだ。

　ハルマが指さす先に、ベッドの上に、自分の家族が、勢せい揃ぞろいしていたからだ。

　眼め鏡がねをかけた典型的サラリーマンフェイスのキヨタカ父が、ふわふわしたセミロングの髪でにこにこと微笑ほほえむキヨタカ母が、そして頭の左右斜ななめ上で、きゅ、きゅ、と髪をおさげにまとめあげた中学二年生のキヨタカ妹が、それぞれおそろいのパジャマ姿でもって、キヨタカのベッドの上に、正座して、待っていた。

「な、ななななな、なにやってんだよ、おまえらー！」

「なにをやってるか、だと？　それはこちらのセリフだなあ、キヨタカよ……」

　キヨタカ父が眼め鏡がねの位置を、くいっ、と直し、レンズをきらりと光らせた。

「そうよー、キヨタカ。初めて女の子が家にやってきたかと思ったら、そのまま夜のデートにおでかけしちゃって……あげくに、こんな時間にお持ち帰りだなんて！　ヤダ、キヨタカったら、高校生になったとたんにすごいんだから！　お赤飯炊かなくっちゃ！」

　と、凄すごみを見せるキヨタカ父の横で、キヨタカは母は、うきうきと喜びだす。

「ハルマさん！」

　キヨタカ妹といえば、いきなり、頭を下げた。

「お兄ちゃんは人を殴り倒すことしか知らないけっこうな野蛮人なんですけど、たぶん、きっとどこかにいいところもあると思うんです！　どうか、見捨てないでやってください！　ハルマさんに捨てられたら、もう、お兄ちゃんは、野生に帰るしか……！」

「ちょ、ちょっとー！　ママにアイー!?　ここは他よ所そさまの娘さんをこんな夜遅くまで連れ回した不ふ肖しようの息子に、家族、力あわせて怒るところでしょー!?」

　事前の打ちあわせとなにか違ったのか、キヨタカ父は愕がく然ぜんとした表情で、横にならぶキヨタカ母とキヨタカ妹に向かって叫ぶ。ふたりは、えへ、と舌をだした。

　まるでコントな富ふ士じ山やまファミリーの前に、ハルマは、口、ぽかーん、となる。

　当然だろう。

　当のファミリーであるキヨタカだって、口、ぽかーん、なのだから。

　こ、こいつら……。

　思わずいろいろとツッコミかけ、いや、待てよ、キヨタカは思った。

　いまがチャンスだ！

「で……でてけー！　部屋から、でてけー！」

　キヨタカは、キレた。

　かなり逆ギレっぽいことは重々承知しつつ、とりあえず怒鳴って、キレた十代を装って、ハルマを部屋に連れこんだことを全力でごまかす。

「き、キヨタカ、おまえ、一家の大黒柱たる父に向かって……！」

「あらあらあら、まあまあまあ。怒りんぼさんなんだから、キヨタカったら」

「あははははー、お兄ちゃんがキレたー！　野生に返ったー！」

「だから、ママとアイー!?　なに喜んでんの、なに素直に部屋からでていってんのー!?　パパ、怒鳴られたのよー!?　懸命に汗水流してお金を稼いで家族を養ってるパパが、高校生になったばっかりだってのに女の子をこんな時間に部屋に連れこんでるバカ息子に、怒鳴られたのよー!?　もっとパパの立場になって、味方して……！」

「いいから、でてけっつーの！」

　キヨタカは父親の背中を押して、部屋の外へとだし、ドアを閉めた。

　鍵かぎをかけ、そして、ドアに背を向け、もたれかかる。

　ごめん……！

　ごめんよ、オヤジ……！

　くー、とキヨタカは流れそうになる涙をこらえた。わかってる。わかってるんだ。昼間のパパは、男だぜってことは……！　「キヨタカー、キヨタカー！」と叫びながら父親がドアを叩たたく、その振動をもたれかけさせた背中に感じて、キヨタカは、歯を食いしばった。

「き……キヨタカ……？」

　ハルマが、キレてみせたキヨタカにびっくりしたのか、口だけではなく、眼めまで、ぽかーんと丸くさせていた。

「いや……だいじょうぶだ」

　キヨタカは、目元にじわりと浮かんでしまった涙を拭ぬぐって、ハルマに笑いかける。

「話しあうとしよーぜ……これからのことについてな」

　そう、世界のためなんだよ、オヤジ！



　　　★　★　★



「さて、と……」

　ようやく落ちつきを取り戻した自分の部屋で、キヨタカは、いざ今後のことを話しあわんと、まず、なぜか部屋の隅に寄せてあったちゃぶ台を、持ちあげようとした。

　持ちあげようとして、ぞくりとした寒気とともに、今朝のことを思いだす。

　そ、そうだった！

　なんでかキヨタカは、ちゃぶ台に対して、異様なまでに恐ろしさを感じたのだった！　だからそのとき寝ていたベッドから、蹴けって、遠ざけたのだった！

　けっきょく、なんだったんだろーな、アレ……。

　考えたってわかるはずもない。なんたって、おそらくは直前に見たであろう悪夢の内容を、まったくもってキヨタカは覚えていなかったのだから。ただひとつわかることは、今日は、朝からおかしかったということだけ……とか考えているうちに、なんだかムカムカとしてきて、キヨタカはちゃぶ台を持ちあげた。持ちあげてやった。

「うりゃ！」

　持ちあげたちゃぶ台を、元どおりに、部屋の真ん中へと置く。

　ふー、ふー、と荒くなってしまった息を、ふん、と吐き捨て、どっかりと腰を落とし、そして、ハルマにはいつも自分が使っていた座布団を勧めた。

「ほれ。座れよ」

　ん、とハルマは、キヨタカとはちゃぶ台を挟んで向かいあうかたちで、座布団に座る。

「それじゃ……オイ。起きろよ、オイ」

　と、キヨタカは自分の右腕に向かって、呼びかけた。

「オーイ！　起きろっつーの、コラ！　パンドラさーん！　朝ですよー！」

（ん……んん……んー）

　ご丁てい寧ねいに、ふあーあ、とあくびする声をあげて、キヨタカの右腕に宿ったものは、目覚め始める。黒い斑はん点てんがぽつぽつと浮かびあがって、と思ったらその斑点が、みるみるうちに大きくなり、キヨタカの右腕を漆しつ黒こくへと塗り替えていった。

　うっわー……。

　キヨタカがこの光景を見るのは二度目だったが、やっぱり、たまらないものがある。

　自分の右腕が、いままで見たことのないような状態へと変化してゆくというのは……こみあげてくる思いを、ぐぎゅん、とキヨタカは唾つばと一緒に呑のみこんだ。

　そうして、完全にキヨタカの肘ひじから先を黒化させてから、彼女はようやく姿を見せる。

「封印兵器〈パンドラ〉、お呼びとあらば、即参上です～」

　にゅるるるるん、と彼女――パンドラは、キヨタカの腕から、あらわれた。

　ふよふよと空中に浮いて。

　やはり裸のままで。ばいんぼいーんなままで。

　一瞬、まじまじと見つめてしまって、はっ、とキヨタカは視線を逸らす。

「お、おまえ……どうにかならないのか、その格好は！」

「格好……ですか？」

「その……肌色……とか……」

「肌色ー？」

「だ、だから……！」

　要領を得ないパンドラに、だんだんキヨタカはいらいらしてきた。

　最初に彼女があらわれたときも、たしかに一糸まとわぬ全裸だった。が、あのときはいちど会ったことがあるような既視感やら、〈災厄〉を解放してしまったことによる驚きよう愕がくやらから立ち直っておらず、あまりどきどきせずにすんだのだ。

　しかし、いまはちょっと落ちついて、おまけに自分の部屋である。

　そんな状況でばいんぼいーんが裸というのは、やっぱり、青少年として、ちょっと。

「パンドラ。キヨタカはね、パンドラの裸が気になってしかたないんだよ」

　と、ハルマがみごとな説明をしてくれた。ナイス、ハルマ！

「あ、なるほど。うんうん、キヨタカはまったく女性に免めん疫えきのない、いわゆる童貞マインドの持ち主だからですね？　わかりました」

　女が童貞とかいうなや。

　なんだかすっごく傷ついたキヨタカの前で、パンドラは、なにやら動きだす。

「ぱんどらぱらぱらぱらりんぱーん♪」

　などと、わけのわからない呪じゆ文もんを唱えつつ、腕を斜ななめ上に振りあげたり振りおろしたり、かと思ったらくるりとまわったりと、妙な振りつけで踊った。

　踊り終えたとたん、光りだす。

　奇妙な話ではあるが、パンドラの身体からだは黒く光りだし、その光が消えたら、あとはもう、やたらとひらひらのついた、黒いドレス姿へと変わっていた。

「す、スゲエ！　けど、そのヘンな呪文っつーか振りつけは、なんなんだ？」

「なにをいってるんですか、キヨタカ。変身するのに呪文は、つきものですよ？」

「そ、そう……なの？」

　魔女であれば、そのあたりにもくわしいだろう、たぶん。

　とか思ってキヨタカがハルマに視線を向けると、彼女はパンドラの呪文を真ま似ねするので一生懸命だった。

「ぱ、ぱんどら、ぱらぱら、ぱらりん……」

　キヨタカの視線に気づくなり、振りつけまで完コピしようと奮戦していたハルマは、はっ、と身をすくめた。

　みるみる、その顔を赤らめてゆく。

「ぱ……ぱぱぱ、パンドラ！」

「はい？　なんですか、ハルマ。さっきの呪文ですか？」

「え？　教えてくれるの？　……じゃなくって！　せ、説明して！　ぜんぶ！　〈箱〉のことから、〈災厄〉のことから、そして、パンドラ、あなたのこと……ぜんぶ教えて！　どういうことなの？　どうして、わたしがおばあちゃんから受け継いだ〈鍵かぎ〉で〈箱〉を開けたら、〈災厄〉が飛びだしたの？　ねえ、どうして？」

　ハルマが、パンドラに矢や継つぎ早ばやに質問を浴びせた。

　若干、恥ずかしいところをごまかすための行動だったような気がしないでもないのだが、たしかに、いまハルマがパンドラに尋たずねたことは、すべて、キヨタカも知りたいことだった。というより、知らなければ、今後どうすればいいのかなんて、決められないだろう。

「んー、どうして、ですか……」

　パンドラが、ふよふよと宙に浮いたまま、難しそうに顔をしかめる。

「どうして、といわれましても……だって、〈パンドラの箱〉を開けてしまったら、なかから〈災厄〉が飛びだすのは、伝承のとおりですよね？」

　一瞬、返す言葉がなかった。

　た、たしかにそのとおりだ！　キヨタカは納得しかける。

「でも！」

　しかしハルマはちゃぶ台から身を乗りだして、パンドラに迫った。

「おばあちゃんは……わたしのおばあちゃんは、〈箱〉を開ければ、〈パンドラ〉の力が手に入るって……世の中に散らばった〈災厄〉を回収できる、すごい力が！　そうして〈災厄〉をぜんぶ〈箱〉に封じれば、世界が……幸せに、なれるって……」

　最後のほうの声は、もう、消え入りそうになっていた。

「ハルマのおばあさまが、どのように考えられていたのかはわかりませんが」

　いっぽう、パンドラは、変わらず、平静な声で答える。

「ハルマが〈箱〉を開いたことにより、〈災厄〉と、そしてわたしは解放されました。それはまちがいがありません」

　パンドラの答えに、ハルマは、うつむき、唇を噛かんだ。

「ちと……訊ききてえんだけどな」

　うつむいたせいで深くなったフードから、噛んだ唇しか覗のぞけなくなってしまったハルマの姿に、べつにパンドラに責任はないのだとわかっていながら、キヨタカは声の調子にトゲが入るのを止められなかった。

「なんでしょう、キヨタカ？」

　パンドラはトゲなんかまったく気にしていないかのように、にこやかに問いかけてくる。

「〈災厄〉って――なんだよ？」

「〈災厄〉とは、ですね。世の中にあまたある災いの、その原因となる因子のことです。その種類はさまざまで、〈暴食〉、〈色しき欲よく〉、〈強ごう欲よく〉、〈憤ふん怒ぬ〉、〈怠たい惰だ〉、〈虚飾〉、〈傲ごう慢まん〉のほか、〈病苦〉、〈老ろう衰すい〉、〈闘争〉、〈労働〉、〈狂気〉など……」

「あー、あー、そのあたりはわかってる。わかってるんだ。そんなのが世界にバラまかれたから、人間は苦しむようになったってんだろ？　でも最後に残ったのは〈希望〉だから、あきらめんなってんだろ？　わかってるよ。でもさ、パンドラ……そんなのだったら、もうとっくに、オレたちの世界にはあるんだけどな？」

　キヨタカの言葉に、うつむいていたハルマが、はっ、と顔をあげた。

「そうだよ。あるんだよ。〈暴食〉だの〈色欲〉だの、そんなので苦しんでるやつは、いくらだっているさ。〈病苦〉？　〈老衰〉？　だから病院があるんだし？　〈闘争〉なんて、もう！　オレはずっと〈闘争〉に苦しめられてきたんだっちゅーの！　ケンカなんかしたくもないのにしまくってたっちゅーの！　つまりだな、〈災厄〉なんかいくら解放されようが、いまさらべつにたいした違いはねえってこった！　どうだ！」

「キヨタカァ……」

　うるんだ瞳ひとみで、しかし唇には笑みを浮かべて、ハルマが見つめてくる。

　キヨタカは、とっておきのスマイルを、にかっ、と送った。

　ところが。

「そうですか？　ここは……わたしには、とても平和で、穏やかな世界に感じられますが」

　と、パンドラは、ぐるりとあたりを見回して、ぬかしだす。

「真の災いとは、こんなものではありませんよー、キヨタカ？」

　のほほんとした笑顔のまま、きっぱり、告つげた。

「真なる〈暴食〉。真なる〈色しき欲よく〉。真なる〈強ごう欲よく〉。真なる〈憤ふん怒ぬ〉。真なる〈怠たい惰だ〉。真なる〈虚飾〉、そして真なる〈傲ごう慢まん〉。わかりますか？　真なる〈災厄〉によって真なる災いに満ちた世界とは、人が人ではいられぬ世界なのです。獣となってしか、生きられぬ世界なのです。互いに相争い、喰くらいあい、滅ぼしあう世界なのです」

「き、き、き、キヨタカァ！」

　すっかり泣きだしそうな顔となって、ハルマがキヨタカにすがりついてくる。

「ま、待て！　落ちつけ！　まだ、まだだ、ハルマ！　まだ終わってない！　じゃあおまえ！　パンドラ！　おまえはなんなんだ!?　そんな〈災厄〉どもと、〈箱〉のなかに一緒に封じこめられていたおまえは……」

　ここでキヨタカは、あることを思いだした。

「待てよ？　パンドラ、おまえ、なんていったっけ？」

「え？　パンドラですよ？」

「違う！　名前じゃなくって！　そのパンドラって名前の前に、なんか肩書き、ついてただろ。なんたらかんたらって」

「ああ。はい、わたしは封印兵器〈パンドラ〉ですが。それがなにか？」

「封印兵器……封印……ハルマ！」

「えう？」

　ハルマは瞳ひとみをうるうるさせて、いまにも涙をこぼしそうになりながら、なんとかこらえていた。

「おまえのおばあちゃんのいってたこと、まったくのまちがいってわけでもなかったみたいだぞ！　まあ、若干、ボケは入ってたみたいだけど……コイツは、パンドラは、封印する兵器なんだよ！　世に散らばった〈災厄〉を、封印する兵器！　だから……だから、まだ遅くない！　解とき放っちまったもんは、コイツで回収すればいいんだ！」

「え……？」

　ハルマは、うるみきった瞳を、宙のパンドラへと向ける。

　パンドラは、にっこりと微笑ほほえみ返した。

「ええ。いまキヨタカがいったとおり、わたしの力を使えば、〈箱〉から解き放ってしまった〈災厄〉たちを、回収してまた封じることもできるでしょう。なんたってわたし、兵器ですから」

　とたんに、ハルマの顔は晴れやかなものへと変わる。

　よし、よし、よーし！

　キヨタカは、いきおいのまま、カーテンに覆われた自分の部屋の窓を指さした。

「そうと決まれば、いけ、封印兵器、〈パンドラ〉！　〈災厄〉どもを封じこめてこい！」

「はい。ではがんばってくださいね、キヨタカ」

「……は？」

　部屋の窓を指さしたまま固まるキヨタカに、パンドラは、さきほどハルマに向けたのとおなじ微笑ほほえみを、にこにこと、ぶつけてくる。

「いや……だって、おまえ、封印兵器、なんでしょ？」

「ですから、がんばってください、といってますよ、キヨタカ？」

「意味がわかんねえ！」

　声を荒げるキヨタカに、パンドラは、はー、とため息をついた。

「あのですね、いいですか、キヨタカ。たしかにわたしは兵器です。ですが、兵器はあくまでも兵器。だれかに使われないかぎり、その力を発揮することはありません」

「ど……どういうこと？」

「たとえば、ナイフは勝手になにかを斬きったりしますか？　銃は勝手になにかを撃ったりしますか？　しないでしょう？　だれかに使われないかぎり、兵器はなにもできはしないのです。あ、ちなみにわたし、自動で働く機能はありませんので。危険ですからね。バーサーカー化したら、〈災厄〉より厄介、厄介、ですので」

「つ……つまり？」

　パンドラは、キヨタカの漆しつ黒こくに染まった右腕を指さす。

「がんばってわたしを使ってください。キヨタカ」

「うそー！」

　キヨタカは、自分の真っ黒な右腕の手のひらを、まじまじと見つめた。

　け、けっきょく。

　けっきょく、オレは、どこまでいっても、闘いの輪りん廻ねからは逃れられないのかー！

　キヨタカは、〈災厄〉を回収しなければならないことより、自分には闘争以外の道はないんじゃないかという確信めいた予感が、よりショックだった。がーん、がーん、がーん。

「待ったー！」

　そこにハルマが、飛びこんでくる。

　文字どおりにちゃぶ台を乗りこえて飛びこんできて、キヨタカの黒い右手を、ぎゅっ、と両手で握った。

「わたし、やる！　キヨタカじゃなくって、わたしが、やる！　だってわたしのせいだもん！　わたしが〈鍵かぎ〉を使って、〈箱〉、開けたんだもん！　開けて、〈災厄〉、放っちゃったんだもん！　だから、わたしがやるよ、キヨタカ。わたしが責任とって、パンドラの力で、〈災厄〉、ぜんぶ回収する！　ね？　だからパンドラ、キヨタカから、わたしに移って！　わたしの身体からだに！」

「あ、それは無理です、ハルマ」

　なにいってんだよハルマ！　と彼女の身体からだを揺さぶろうとしたキヨタカは、パンドラのあっさりとした「無理です」の回答に、思わずずっこける。

「む……無理？」

「ど、どうして、パンドラ？」

「どうしてって、わたし、もうすでにキヨタカの右腕に融合してしまいましたから。いちど融合してしまった以上、キヨタカが死んでくれでもしないかぎり、離れることは……」

　なんだってー！

　キヨタカは、まさか一生、このまま……？　とショックを受けて固まり、ハルマは、そんなキヨタカの右手を握ったまま、やはりショックで固まった。

　パンドラは、変わらず微笑ほほえむ。

　固まったふたりの前で、ふよふよと浮かびながら、にこにこと微笑むのだった。



　　　★　★　★



　そのころ、廊下では。

　キヨタカの部屋のドアに張りつく、三人の姿があった。

「うぬぬぬぬ、キヨタカめ、なにを話して……なにをやって……おのれ、他人さまのお嬢さんを傷物などにしたら、ゆるさんぞ！　というか、捕まるぞ！　犯罪だぞ！　新聞に載のるし、テレビにもでる！　せめて年相応の相手ではダメだったのか、キヨタカよ……！」

「なーにいってるんですかパパったら。ハルマちゃんは、ああ見えても高校生よー？」

「そうだよパパ。ハルマさんは、見た目は子供だけど中身は高校生なんだから。ちゃーんと、お兄ちゃんと年相応だよー？」

「うるさい！　そんなね、どこぞのちびっ子名探偵みたいな高校生の存在なんて、パパは信じないぞ！　あのお嬢さんは小学生！　見た目は子供だけど中身も子供！　だから立派な性犯罪なんです！　うぬう……聞こえん、聞こえんぞ……！　家建てるとき、もっと薄いドアにしておけばよかった……うぐぐ」

「もう……キヨタカはもう高校生なのよ？　パパもそろそろ子離れしなくっちゃ……そんなに淋さびしいのなら、もうひとり、作っちゃいましょうか？」

「えー、ホントー？　わたしに、弟か妹、できるのー!?」

「ぶはっ！　ま、ママー？　アイの前で、そういうことはだね……」

「さーて、弟か妹ができるかは、これからのパパのがんばりしだいねー？」

「だからママー!?」



    

  
    
      


05　〈色しき欲よく〉





　　　１



　キヨタカは、重い足どりで、朝の通学路をゆく。

　重いのは、足どりだけではなかった。

　頭もまた、どんよりと重かった。

　やたらすっきりと晴れわたった青空が、さわやかに澄みきった朝の空気が、元気よく登校するまわりの生徒たちが、もう、みんな、うとましくってしかたがない。

　あー、うー。

　完全に、寝不足であった。

　そしてそれは、キヨタカの横を歩くハルマも、おんなじだった。

　漆しつ黒こくのフードをかぶった頭はうつむかせ、すっかり猫背になって、猫のぬいぐるみ型リュックのベルトを両手で握りしめて、足を引きずるようにして、進む。

「っと」

　ふらつきを見せたハルマの身体からだを、キヨタカは、さっ、と手で支えた。

「あ、ありがと、キヨタカ……」

「ああ……」

　ハルマの身体を支えながら、ふと、キヨタカは空を見あげる。

　眼めを細め、思った。

　太陽が……まぶしいぜ……。

　けっきょく昨夜は、キヨタカとハルマは、キヨタカの部屋で、一睡もできなかった。

　もちろん、不謹慎な行為におよんでいたわけでは、決してない。

　悩んでいたのだ。

　ただただ悶もん々もんとしていたのだ。

　これから先、どうしよう、どうしよう、どうしたらいいんだ、んあー！　と、ひたすら一晩中、キヨタカとハルマは一緒になって悩み、悶もだえ苦しんでいたのだった。

　夜明けになって、カーテンごしに差しこむ光に、「あ、学校……」と気づいた。

　そこからがひと騒動で、ハルマは家に連絡して制服や着替え等をキヨタカの家に持ってこさせ――やはりというか、ハイブリッド・カーにのって届けにきたのは初老のじいや、だった――手際よく用意してあった朝食を、なぜか疲れ切った顔のキヨタカ父と、逆に肌がやたらつやつやしていたキヨタカ母、妙に嬉うれしそうなキヨタカ妹とともにとって、歯を磨き、シャワーを浴びて、どうにか出発し、かくして、ここに至る、というわけだった。

「さ……」

　と、キヨタカに支えられていたハルマが、なにごとか、つぶやきだす。

「うん？」

「〈災厄〉、回収、しなきゃ……」

「その前に、オレたちはこれから学校だ」

「だ、だって！」

　声をあげてキヨタカにしがみついてきたハルマの眼めの下には、すっかりくまができあがっていた。単純に、一晩、徹夜したからできたんじゃない。一晩、ずっと悩み続けて、憔しよう悴すいしたからこそ、できあがったくまだった。

　キヨタカは、そのハルマの両眼の下のくまを、指先でふにふにと揉もんでやる。

「おまえが、〈災厄〉たちを早くどうにかしなきゃって焦る気持ちはわかるけどさ……肝心の、その〈災厄〉たちの居場所がわからないんじゃ、どうしようもないだろ？」

　眼の下のくまを揉まれているあいだ、ハルマは、迷惑なような、でも気持ちいいような、なんとも複雑な顔つきで、眼を、ぎゅっと閉じていた。ちょっぴり猫っぽかった。

「で、でも、キヨタカ……」

「わかってる。ったく、コイツがもうちょっと役に立ってくれればな……」

　キヨタカは、ハルマの眼の下を揉んでいる自分の両手の、右手を見た。

（失礼ですねー、キヨタカ）

　返ってきた反応に、キヨタカは、ぎょっ、となる。

　みるみる右手には、黒点が浮かびだした。

　黒点は広がり、あっというまに、キヨタカの右手を艶つやのある漆しつ黒こくへと変えてゆく。

「お、おまえ……こんなところで！」

　キヨタカはあわてて、自分の右手をふところに抱きかかえた。

　すっかり変へん貌ぽうしてしまった右手を、まわりの視線から隠そうとする。

　しかし、ずるりと、彼女はあらわれた。

　キヨタカが右手を抱きかかえたふところから、頭の先、黒く長い髪、やたらひらひらつきの黒いドレス、すらりとした手、むちりとしたふともも、編みあげのブーツと、姿をあらわし、空中へ、ふよふよと浮く。

　お……終わった……。

　キヨタカは、絶望的な思いで、宙の彼女を、パンドラを見つめた。

　住宅街のなかを通る、学校にほど近いこの通学路には、当然ながら、多くの生徒たちの姿があった。はたして、彼ら、彼女らが、自分たちの同級生である一年生なのか、それとも上級生である二年、三年生なのか、もうキヨタカには見極めるつもりもなかったが、とにかく、みんなに目撃されてしまったことには違いない。

　どうなる？

　これから、いったい、どうなるんだ？

　右腕から女を生んだ男として、テレビ局や週刊誌などのマスコミやら、はたまた科学者なんかに追いかけ回されることとなるのか？　逃亡生活？　普通に友達や彼女のいる高校生活、入学二日目にして、ゲームオーバー？　コンティニュー、なし？

「あのですね、キヨタカ。昨夜もいいましたけど、わたしが充分に兵器としての能力を発揮できないのは、キヨタカ、あなたと融合してしまったからなんですよ？　本来、わたしが融合するはずであった、〈解放者〉であるハルマとなら……大いなる魔力を秘めたハルマとなら、わたしは、完全に能力を発揮できたはずなんです。ぱーふぇくとな探知能力を使って、〈災厄〉たちの居場所をたちまちにつきとめることだって、できたんですよ？」

　とか、なにやらぷんぷんした口調で、キヨタカの青春を破滅に追いやった女が、いった。

　怒りたいのはこっちのほうだったが、もはやキヨタカにはそんな気力も残ってやしない。

「ああ……聞いたよ。たしかに昨夜、聞いた。オレにはカスみたいな魔力しかないから、ぜんっぜん能力が発揮できなくて、だから〈災厄〉の居場所を感知するなんてできないんですぅー、なんて、言い訳のことだろ？」

「言い訳ではなくですね」

「んなこた、もうどーでもいーよ。終わった。終わっちまったんだ、オレの青春は……」

　キヨタカは、がっくりとその場に崩れ落ちた。

「こんなところで出てきやがって……この状況、どうやって言い訳すればいいんだよ……ああ、友達、欲しかったなあ……彼女も、できれば、欲しかったなあ……」

「き、キヨタカ、キヨタカ！　しっかり！　だいじょぶだよ！」

　地面にしゃがみこんで呆ほうけていたキヨタカの肩を、ハルマが揺さぶってくる。

「手品ってことにすれば、きっとイケるよ！　ごまかせるよ！」

「そ、そうかなあ？　イケるかなあ？　ごまかせるかなあ？」

「イケる！　たぶんイケる！　ハンドパワーですとか、コンプリートとか、サプラ～イズとかいえば、なんとなくテレビにでてくるマジシャンっぽいもん！」

「は、はんどぱわーデース……」

　ハルマは、宙でのほほほんと微笑ほほえむパンドラを、きっ、と睨にらみつけた。

「もう、パンドラ！　あなた、なんてことするの！」

「なんです？　なにを騒いでいるんですか、キヨタカにハルマ？」

「なにを騒いでるって……あのね、普通の人は、腕から人なんか登場させないの！　それも、空中に浮く女の子なんて！　わかる？　そんなことができるのは、悪魔だけ！　そして、悪魔であることを世間の人間に知られたら……火あぶりにされちゃうんだから！」

「ええ！　オレ、火あぶりなの!?」

　まっさか火あぶりたあ、そいつは予想外だったぜ！

　もはやキヨタカは、すっかり涙目になって、あうあうと口を動かすしかできない。そんなキヨタカに、ハルマは「かわいそうなキヨタカ！　だいじょぶ、わたし、守ってあげるからね！　しもべだもん、守ってあげるから！」と抱きついてくる。

　ところが、パンドラは、呆あきれたような口調で、告つげた。

「あのー、わたし、普通の人の目には映うつりませんけどー？」

　しばらく、キヨタカは、パンドラのいった言葉の意味が、わからなかった。

　なん……ですと？

「わたしの本体は、あくまでもキヨタカの右腕に宿っていますから。いまのこの姿は、アストラル体……いわば、幽霊みたいなものなんです。ですから、なんらかの超常感覚でも備えたものでもなければ、この姿を見ることはできません。あ、右腕はべつですよ？　右腕はキヨタカの肉体ですからして、すっかり丸見えです」

「よ、要するに？」

「要するに、わたしがキヨタカの右腕から出現したところや、いまのこの空中に浮く素敵な女の子の姿は、そこらへんを歩いてらっしゃる一般人のかたがたには見えておりませんので、ご心配なく、ということです」

「ということは……オレ、火あぶり、なし？」

「ええ、なし、ですね」

「やったあ！」

　喜びのあまり、キヨタカはさきほど、自分を慰めるために抱きついていたハルマに、こちらから抱きつき返した。「ひゃんっ？」とハルマは驚きで身体からだを強こわばらせたが、すぐに力を抜いて、やはり、抱きついてくる。

「よかったね、キヨタカ……」

　と、ハルマは、すりすりと頬ほおをすりつけてきた。

「うん、うん、よかった、よかったよ……」

　今朝、キヨタカの家でシャワーを浴びたときのだろうか、ハルマからほんのりとせっけんの匂においを嗅かいで、キヨタカは、うっとりしてしまう。

「ところで、キヨタカにハルマ？　わたしの姿がまわりには見えていないということは、キヨタカとハルマは、なにもない空中に向かっていきなりやりとりを始めて、あげく、路上にて抱きあっているということになるんですが、そちらはよろしいんですか？」

「はえ？」

　パンドラの注意に、キヨタカは、まわりを見た。

　見られていた。

　思いっきり、登校途中の生徒たちに、キヨタカとハルマは、見られまくっていた。

　見られまくっていたどころか、地面にしゃがみこんだ体勢で互いに抱きあっていたキヨタカとハルマは、わざわざ登校途中に立ち止まって、まわりを囲んで人だかりを作っていた彼ら、彼女らに、くすくすと笑われたりひそひそと話されたり眉まゆをひそめられたり携帯電話で写メを撮られたりなどなどなど、いろいろされていたのであった。

　なんとまあ、なかにはキヨタカとおなじ学校の生徒たちだけじゃなくって、通勤途中と覚しき背広姿のオトナや、ＯＬなんかも混じっている。

「にょおおおおおおお!?」

　キヨタカは叫んだ。

　恥ずかしいやらなにやらで、とりあえず叫んだ。

　どうしよう！　どうしよう！　とあたりを見回すと、まわりを囲む人の壁の向こうに、大きな動きでキヨタカを手招きする男の姿を発見することができた。

「キヨタカ！　キヨタカよ！」

　まるで某ゲゲゲな妖よう怪かい少年のような髪型で片目を隠していた細身の男は、その髪を振り乱して、路地へと続く曲がり角から身を乗りだし、キヨタカへ熱く呼びかけてくる。

「ゆ……譲ゆずる!?」

「こっちだ、キヨタカ！」

　救いの手を差しのべてくれた友に、キヨタカは熱くこみあげてきたものをいまはこらえて、自分に抱きついていたハルマをそのまま抱きかかえながら、立ちあがった。

「きゃっ!?　キヨタカ!?」

　驚きの声をあげるハルマとともに、まわりを囲む野次馬の群れへと突っこむ。

「うおおおおお、どけどけどけーい！　このヒマ人どもがー！」

　かきわけ、蹴け散ちらし、ちょっとした阿あ鼻び叫きよう喚かんがあがるなかを、どうにかこうにか抜けだして、譲が待つ曲がり角へと向かった。

「譲！」

　友の名を呼ぶキヨタカに、譲は、ふっ……と小さく笑って、駆けだす。

「キヨタカ、ついてこい」

「おう！」

　キヨタカは、譲のあとを追って、走った。

　そうして細い路地を抜け、たどりついたのは、小さな公園だった。

　住宅街の一角にはあったが、まわりを木々に囲まれて、薄暗く、人の気配はない。

　なるほど、ここなら、しばらく隠れていても見つかることはないだろう。

　まさかさきほどキヨタカとハルマを取り囲んでいたやつらが追いかけてくるとは思わないが、なんにせよ、すこし時間を置いて、彼ら、彼女らをやりすごさなくてはならない。さすがにあの目撃者たちと一緒に学校へ登校できるほど、キヨタカの神経は太くなかった。

　完全に遅刻しちゃうけどな……。

　まあ、それはしかたない。

　とにかく、キヨタカは助けてくれた友へ、礼を述のべることにした。

「ありがとな、譲ゆずる……本当、助かったよ。感謝する。あのままだったらオレ、どうなってたことか……」

「ありがとね、キヨタカのお友だちさん」

　ハルマも、ぺこりと頭を下げる。

　ここでキヨタカは、自分がハルマをずっと抱きかかえていたことに気づいた。ハルマも、とくに照れることもなく、抱きかかえられつつ、キヨタカの首へと両腕を回している。

「お、降りろよ、ハルマ」

「なんで？」

「恥ずかしいだろ！」

「べつに？　むしろ嬉うれしいよ？　さすがキヨタカはわたしのしもべだって。わたしのこと、助けてくれたって」

　にっこりと至近距離で笑みを浮かべるハルマに、キヨタカはどぎまぎしてしまった。

「い、いや！　とにかく、降りて……」

　降りてくれ、とキヨタカがハルマに頼もうとした、そのとき、こちらには背を向けて立っていた譲が、くっくっくっ……と、例のくぐもった笑い声をあげだす。

「まったく、素晴らしいな、キヨタカよ……」

「か、からかうなよ、譲」

「からかう？　からかうだなんてとんでもない。キヨタカ、オレはな、本心からそう思っているんだ。よくぞ、一晩で、ここまで心を通わせた。信頼を結んだ。素晴らしい。じつに素晴らしい。あれほど、異性には縁のなかったおまえが……」

「か、勘違いするなよな。べつにオレとハルマは、そういう仲じゃ……」

「そういう仲？　そういう仲ってなあに、キヨタカ？」

　まだキヨタカの首筋に両腕を回して、抱きかかえあげられていたハルマが、尋たずねてきた。

「こ、子供はまだ知らなくていいの！」

「あー、わたし、子供じゃないもん！　キヨタカとおなじ、高校生だもん！」

　ぷー、とハルマが、頬ほおをふくらます。

　そんな高校生、いるかあ？　とキヨタカは思いつつ、いったら怒られるので黙っていた。

　くっくっくっ……。

　あいかわらずキヨタカたちには背を向けたままで、譲が、笑う。

「あ、ほら、譲に笑われただろ！」

「キヨタカのせいでしょ！　ぷんぷん！」

　だから、ぷんぷん！　とかいう高校生はいねーだろ、とキヨタカはつっこみたいのを我慢した。

「キヨタカ……キヨタカ……キヨタカ……キヨタカァ！　キヨタカよう！」

　と、突然、譲ゆずるが大声をあげだす。

　キヨタカとハルマは、びくっ、とした。

「な、なんだ？　どうした、譲？」

「キヨタカ……おまえ、その子と、ヤッたんだろォ？」

　あまりにストレートな友のものいいに、ぶはほ、とキヨタカは咳せきこんでしまう。

「な、なな？　なにいってんだ、オマエ、譲、オイ!?」

「隠すなよう、キヨタカァ……ほかに、昨日出会ったばかりの男女が、そこまで親密になれる方法があるか？　ない。ないね。正直に答えろ、キヨタカ。おまえ、ヤッたんだろう？　穂ほ村むら春はる麻まと、ヤリまくっちゃったんだろお!?」

　そうやって肩ごしに顔の半分を覗のぞかせた譲の眼めは、やたらとぎらぎら光り、唇の端は、浮かべた凄すごみある笑みによって、強く吊つり上がっていた。

「ゆ……譲？」

　なんだ？　なんかおかしいぞ？

　どこか違和感を覚えて、キヨタカは友の顔をもっとよくたしかめようとした。

　そこに、真横からハルマが、なんとも無邪気な問いをぶつけてくる。

「ねえねえキヨタカ。キヨタカのお友だちは、さっきからなにをいってるの？　『ヤッた』って、なにを？　わたしとキヨタカが、なにを『ヤッた』っていってるの？」

「フガ！　だ、だから、子供はまだ知らなくていいっての！」

「むー！　だからわたしは子供じゃないっていってるでしょ、キヨタカのバカ！」

　ぐいぐいとハルマは、キヨタカの首に回した両腕を締めつけてきた。

「く、苦し……あのな、いまはそれどころじゃなくって……！」

「キヨタカーッ！」

　びよーん、と譲が、飛びあがりながら、振りむく。

　すたっ、とこちらを向いて着地したその足は、がに股まただった。

　さらに腕も大きく広げて、まるで、威嚇するかのような格好となって、ぎらついた眼をキヨタカたちへと向け、裂けた笑みを浮かべる口から、やたらと長く伸ばした舌を、ちろちろと蛇のごとく踊らす。

　くひー！　と譲は、奇声をあげた。

「ズルイ、ズルイ、ズルイぞうー！　キヨタカ、オマエばっかりそんな極上のロリを自由にしやがって！　一晩中、眼の下にくまを作るぐらいに責めやがって！　ああ、騙だまされた、騙された、騙されたぞおお！　優しいお姉さまタイプが好きだのなんだのと……嘘うそばっかり、嘘うそばっかりだ！」

　はにゅううううう。

　譲ゆずるは、天を向いて身体からだをくねくねさせ、びくん、びくん、と震ふるわす。

「キヨタカァ……友達だろ？　オレはおまえの、唯一の友達、親友だろ？　だったら、なあ、いいだろ？　オレにも、そのロリボディーを……スリーサイズ66・52・71のつるぺた幼女の肉体を、好きにさせろおおおお！　一晩中ゥゥゥゥ！　セーラー服ならぬ、ブレザー服を、一晩中ゥゥゥゥ！」

　魂の叫びを、あげた。



　　　２



　一晩中ゥゥゥゥ！

「ど……どうして……」

　もはや、完全に人としてはいっちゃいけない方向へといってしまった譲の、公園中に響き渡る魂の叫びに、ハルマは怯おびえたのか、キヨタカの首へと回していた腕に、ぎゅっ、と力をこめてくる。

「どうしてキヨタカのお友だちは、わたしのスリーサイズ、知ってるの!?」

　あー、そっちかー。

　キヨタカは、ハルマの疑問に対する答え、「それは……アイツがヘンタイ紳士だからさ……」を持っていたが、友人の名誉のため、沈黙を守った。

「っていうか、キヨタカのお友だち、おかしいよ？　ヘンだよ？　ねえ、キヨタカ！」

「あ、ああ……見ればわかる。たしかに、前からほんのすこしばかりアレなやつではあったが、ここまでこじらせちゃいなかった。これは……まさか……パンドラ！」

（はいはーい）

　いつのまにか姿を消していたパンドラが、ハルマを抱きかかえていたキヨタカの右腕を黒く塗り替え、ぬるるるるん、と飛びだしてくる。

「パンドラ！　あれは、もしかして！」

　ドレス姿で宙に浮くパンドラに、キヨタカは湧わきあがってきた問いをぶつけた。

「ええ。正解です、キヨタカ」

　パンドラは、にっこりと微笑ほほえみ、そして告つげる。

「〈災厄〉、ですね」

　やっぱりか！

　探し求めていた〈災厄〉にさっそく出会えて、喜ぶべきなのか、はたまた友人がその〈災厄〉に侵されてしまっていたことを、嘆くべきなのか。

　キヨタカは、複雑な思いで、『一晩中ゥゥゥゥ！』と叫び続ける友を、見つめた。

「ええ？　〈災厄〉って、ああいうものなの、パンドラ？」

　と、ハルマがパンドラに問いかける。

「はい。まちがいなく、彼には〈災厄〉が宿っています。と、いうのもですね、ハルマ。〈災厄〉というのは、なにかと融合せねば、その力を発揮することができないのですよ。たとえば、人だったり、物だったり……なにかと融合して、初めて、能力を振るうことができるのです」

　パンドラが語った〈災厄〉の新情報に、キヨタカは、へー、と思った。

　うん？　と首をひねる。

「なにかと融合して、力を発揮する……パンドラ、まるでおまえみたいだな？」

「どきっ」

「あ！　おまえ、いま、どきっ、とかいったな！　いったよな！」

　言葉だけではなく、パンドラはドレスに覆われた比較的大きめな胸に手を当てて、どきっ、というしぐさまでしていた。

「な、なんのことでしょう～？」

「その笑顔にはもうごまかされねーぞ！　おまえ、なにかまだ隠してることが……」

「あ、キヨタカ、来ましたよ？」

「んな古い手に騙だまされ……」

「キヨタカ！　ホントに来てる！」

「なぬ!?」

　見ると、〈災厄〉に取り憑つかれた譲ゆずるが、本当に飛びかかってきていた。

　つるぺたァァァア！　と叫びながら、譲は鋭く尖とがった爪つめを振るう。

　間一髪、キヨタカはハルマを抱きかかえたまま、身をひねってかわすことができた。

　しかし、頬ほおに、かすかな痛みが残る。

　ちっ、と舌打ちして、キヨタカが頬をこすると、案の定、こすった左手には血がついていた。さきほどの譲の爪によって、切れたらしい。

「なーかなかやるじゃんか、譲……」

　なぜか、キヨタカは唇に笑みを浮かべてしまうのを、止められない。

　キヨタカの賞賛に、譲は、ぐんにゃりと、まるで魚を釣る針のように身体からだをねじ曲げて頭の位置を下げながら、「ぺたァ？」と答えた。

「――パンドラ！」

　キヨタカは、譲を見据えたまま、ハルマを抱きかかえたまま、パンドラの名を呼ぶ。

「はいー？」

「どうやったらアイツを、譲を救える！　どうすれば、アイツから〈災厄〉を引き剥はがすことができるんだ！　教えろ！」

「簡単ですよ。わたしを使ってください」

「だ、か、ら、どうやったらオマエを使えるんだよ！」

「ですから……」

「イメージするんだよ、キヨタカ……」

　パンドラの代わりに答えたのは、ハルマだった。

「とにかく、イメージするの、キヨタカ。いまパンドラは、キヨタカの右腕に宿ってる。だから、その右腕が、キヨタカのお友だちを救うための武器として変わるように、イメージするの。思い浮かべて、キヨタカ。想像して。想像することで、創造は成されるから。武器を。兵器を。そうすれば、変わる。変わるから、キヨタカ……」

　そう伝えるハルマの眼めは、どこか遠くを見つめていて、まるで焦点があっていないように、キヨタカには感じられた。

　目の前の自分なんか、まるで見ていないかのように。

　どこか遠くのだれかと、会話でもしているかのように。

「は、ハルマ……？」

　名前を呼びかけたとたん、ぱちぱちっ、とハルマは眼を、まばたきした。

「あれ？　キヨタカ、どうしたの？」

「どうしたのって、おまえ……っと！」

　またもや、譲ゆずるが、つるゥゥゥウ！　と襲いかかってくる。

　下手に避さけてハルマを傷つけるわけにはいかなくて、しかたなくキヨタカは蹴けった。

　いざ蹴るとなったら長年のケンカ生活による習性か、我ながら容よう赦しやなく、舌をべろんと伸ばしながらよだれをこぼす譲の顔面目がけて、足の裏を叩たたきこんでしまう。

　みごとカウンターのかたちとなって、譲は吹っ飛んでいった。

「げっ、やりすぎた？」

　しかし譲は、びよんと起き上がった。

　まったくダメージがないかのように、べろべろりんと、舌で自分の顔を舐める。

　ほっ、とキヨタカは胸を撫なで下ろした。

　どうじに、頭のなかで計算も始める。

　いまのキヨタカの蹴りは、かなり足ごたえのあるものだった。これまでの経験から照らしあわせて、立ち上がれるやつはそうそういないはずだ。立ち上がっても、相当のダメージが残ってなくては、おかしい。

　なのに、譲は平気な顔で、立ち上がってきた。ダメージもあまり、ないらしい。

　こりゃ、手て強ごわいな、とキヨタカは、知らず、笑った。

　さすがは〈災厄〉の力、というべきか。

　かくなる上は、封印兵器なる、パンドラさまのお力に頼るしかなさそうだ。

　ふー、とキヨタカは、息を長く、吐く。

「イメージね、イメージ……」

　ハルマの言葉を、キヨタカは思いだしていた。

　あのときのハルマは、たしかにちょっと様子がおかしかったが、それでも、いってる内容自体に、誤りはない。なぜか、キヨタカにはそう信じることができた。

　キヨタカは、まぶたを閉じる。

　強敵と化してしまった譲ゆずるの前で、あえてまぶたを閉じて、心の世界へと没入した。

「キヨタカ！」

　ハルマの声に、わかってるよ、だいじょうぶだ、と心のなかで返して、思い浮かべる。

　武器を。兵器を。

　友を救うための、力を。

「なるほど、これが――」

（――あなたの想う力ですか、キヨタカ）

　パンドラの声が、耳から聞こえてくる音から、心のなかへと響くものへと変わった。

　キヨタカの右腕が、熱く燃えあがる。

　うおおお、とキヨタカは叫んで、あわてて、ハルマを抱きかかえる腕を、右腕から、左腕へと持ち替えた。

　腕が、うごめく。

　黒色の腕が、ぐにぐにぐにん、と奇妙に歪ゆがみつつ、ぐ、ぐ、ぐ……と大きくなってゆく。

　やがて、キヨタカの右腕は、完全に変形を終えた。

「これは……」

　たとえるならば、巨大な銃身だろうか。

　元のキヨタカの腕よりもひとまわりもふたまわりも太く、長くなった銃身と、リボルバーと呼べばいいのか、銃身のつけ根のあたりに、回転式の弾倉を持つ、金属製の、巨大な銃――いや、もはやちょっとした砲身へと、キヨタカの右腕は、姿を成していた。

「キヨタカ……これ……」

　漆しつ黒こくの砲身へと変わったキヨタカの右腕を見て、呆ぼう然ぜんとした面持ちのハルマに、キヨタカは「ああ！」と強くうなずきかける。

「これが、オレの武器だ！　兵器だ！」

「――で、名前はなんというんですか？」

　いきなり、鈍く光る銃身から、にょろんと小さなパンドラが姿をあらわした。

　うわ、とキヨタカは驚く。

「び、びっくりさせんなよ！」

　パンドラは、その力を、砲身化したキヨタカの右腕に持っていかれたものか、本当に小さくなってしまっていた。まるで、お人形さんのような大きさとなったパンドラは、キヨタカの砲身から上半身だけを出して、しげしげと全体を眺めだす。

「ほー。しかし、黒光りする、太くて長い砲身とは……なんでしょう、フロイト的観点から分析しますところの、とある部分へのコンプレックスがそうさせたのでしょうか？」

「な、なにいってるのかよくわかんねーけど、おまえ、バカにしてるな？　オレを」

「いえいえ。男が思うほど、女は気にしていないものですから。ご安心を、キヨタカ」

「や、やっぱりおまえ、バカにしてるだろぉ！」

「で、名前は？　なんと名づけるつもりなんですか？」

　なんでか泣きそうな気分になったキヨタカの前で、ミニマムなパンドラは、さきほどの問いを平然と繰り返した。

「さっきから、いったいなんなんだよ、その、名前ってのは」

「名前は大切ですよ、キヨタカ。おもに、わたしのモチベーション面で」

「も……モチベーション、だあ……？」

「そりゃあ、もう。たとえば、この姿に対して『パンドラ砲』とか、そんなひねりのない名前をつけられてしまったら、きっと亜無亜危異アナーキーなんて名前をつけられてしまった子供とおなじくらい、わたしはやさぐれてしまうでしょうねえ。もしかしたら、威力なんかにも、影響してしまうのかなあ……どうかなあ……」

「お、おまえ、脅す気か」

「いいえ。本気です」

　と、にこやかな表情で、パンドラはきっぱりといい放つ。

　ぐぬぬ、とキヨタカは歯がみするほか、なかった。

「な、名前かあ？　そんなこと、いきなりいわれてもなあ」

「キヨタカ！　お友だちが！」

　ハルマの声に友の姿を見ると、譲ゆずるは、キヨタカが作りあげた右腕の砲身になんらかの脅威を感じたのか、じりじりと、後ずさっているところだった。

　んげっ、逃げられる!?

「あ～。まあ、〈災厄〉としては、わたしに狙ねらわれたら、そうなりますよねえ」

「なに呑のん気きにぬかしてんだ！　ここで逃がしたら……」

「そうだよキヨタカ！　キヨタカのお友だち、ずっとヘンなままになっちゃうよ！」

「よ、よし、とりあえず、降りろ、ハルマ！」

　うん！　と素直にハルマは、キヨタカの首筋に回していた腕を外はずして、ぴょん、と飛び降りた。

「譲ゥ！」

　キヨタカは、砲身と化した右腕を、いまにも逃げだしそうな譲ゆずるへと、向ける。

「でーすーかーらー、キヨタカ、名前は？」

　まるで照準をつけるのを邪魔するかのように、ぴょこん、と砲身の上に小さなパンドラがあらわれ、小首を傾かしげながら、尋たずねてきた。

「だー！　名前なんか、あとでカッコイイのつけてやるから！　いまは邪魔すんな！」

「ダメです。だって名づけられなければ、わたしは兵器として機能することができませんから。この形態だけではなく、命名されることによって、ようやく、わたしは兵器として動くことができるのです」

「つまり、どういうことよ!?」

「つまり、名づけられないかぎり、弾、発射できませ～ん」

「バカー！」

　キヨタカは怒鳴った。

　が、怒鳴られたミニマムなパンドラは、平気の平左で、にこにことするばかり。

　名前、名前か!?　名前なのか!?

　しかし、いきなり名づけろといわれても、そうそういい名前なんて思い浮かぶはずもない。おまけに、当のパンドラから、それなりの名前にしろとの脅しつきだ。さっきから、譲はびくびくしながら、いまかいまかと逃げだすチャンスをうかがってるし、もう、どうすればいいのやら、キヨタカはパニックになりそうだった。

「ばすたーだよ、キヨタカ！」

　こうなったら、『パンドラ・ビーム』とか叫んでしまおうか、とヤケになりかけたキヨタカの元に、ハルマの声が、届く。

　ば、バスター？

　これから発射されるだろう弾の威力を考えてか、すこし離れた位置に下がっていたハルマは、声に振りむいたキヨタカの眼めでの問いに、力強くうなずいた。

　よ……よし！

「パンドラ……バスター！」

　キヨタカは、声のかぎりに、叫んだ。

「うーん……まあ、いいでしょう。ほかならぬ、ハルマの命名ですし」

　と、パンドラが、にゅるん、と砲身のなかへ、消える。

　どうじに、放たれた。

　キヨタカから背を向けて、走りかけていた譲へと、右腕の砲身から、閃せん光こうが。

　発射の反動で、キヨタカの身体からだは、後ろへと飛びそうになる。

　そうしてまっすぐに砲身から放たれた光は、譲に命中した。

「つるぺ――！」

　断末魔をあげる間もなく、譲ゆずるは光り輝く。

　と思ったら、爆発した。

　爆発だ。

　なんかもう、日曜の朝に流れてる戦隊物の特とく撮さつ作品で、敵の怪人がやられたときのような、ちゅどーんと、笑っちゃうぐらいの威力で、爆発してしまった。

　ぱらぱらぱら。

　盛大に煙があがり、あたりには、なにかの破片らしきものが、落ちる。

　キヨタカは、わなわなと、震ふるえた。

「ゆ……ゆ……ゆ……ゆゆ、譲ゥー!?」

　まだもうもうとあがる煙のなかへ、飛びこむ。

「譲、譲、譲ー！」

　黒こげとなって煙のなか、倒れていた友の身体からだを、キヨタカは抱き起こした。

「死ぬなッ、死ぬな、譲ゥー！　眼めを、眼を開けてくれェエエエ！」

　呼びかけながら、懸命に揺さぶる。

　そのとき、黒こげだった譲の胸のあたりから、なにか、きらめく、雪の結晶のような青白い光が出てきて、ひゅん、といつのまにか砲身から元に戻っていたキヨタカの黒い右腕へと、吸いこまれていった。



    

  
    
      



    

  
    
      「はい～。〈色しき欲よく〉の〈災厄〉、回収、成功でーす。おみごとでした、キヨタカ」

　ぬらろん、とこんどは元どおりの人間とおなじ大きさになったパンドラが、キヨタカの右腕からあらわれ、じつに明るく、語りかけてくる。

「ふっざけんな！　なにがみごとなんだよ！　おまえにはこの惨状が見えねーのか！　お、オレの友が、友達が、親友が、こ、こんな……こんなあ！　オレは、オレは唯一の友達だった譲ゆずるを、この手で、殺してしまったあー！　ああー！」

　譲を抱き上げ、キヨタカは、うおおおん、と泣いた。

「いえいえ、殺してませんから、ぜんぜん」

「へ……？」

　ぶんぶんと手を横に振ったパンドラを、キヨタカは鼻をすすりあげながら、見あげる。

「だ、だって、こんな、黒こげで！」

「見た目だけですよ。まあ、融合していた〈災厄〉を強制的に分離した影響で、しばらくは目覚めなかったりするかもしれませんが、いずれ、遅くとも一週間ほどで、元に戻ります。まったく。兵器であるわたしの能力を、もっと信頼していただきたいものですね」

　ふてくされた様子のパンドラは放っておいて、キヨタカは譲の胸に、耳を当てた。

　たしかに、心臓は、しっかりと鼓動を刻んでいる。

「よかったね、キヨタカ……」

　キヨタカのあとを追ってきたのだろう、ハルマが、薄煙のなか、横に立っていた。

　なんともやわらかな笑みを、キヨタカに注そそいでくる。

「ああ……ありがとな、ハルマ。よし、でもいちおう、救急車を呼んで……」

　と、さきほど泣いてしまったために濡ぬれた目元を拭ぬぐいながら、キヨタカは立ちあがった。

　立ちあがった瞬間、眼めがくらむ。

　一瞬、意識が途切れ、と思ったら、くたくたと、キヨタカは膝ひざから崩れ落ちてしまった。



　　　３



「き、キヨタカ!?　どうしたの、キヨタカ!?」

　ハルマの声が、聞こえる。

　気がついたら、キヨタカは、横に立っていたハルマにもたれかかっていた。ハルマは重さにすこしバランスを崩しながらも、懸命になってキヨタカを支えていた。

「わ、わかんね……なんだろ、こんな……オレも、初めてで……」

　貧血？

　キヨタカは、生まれつき身体からだは丈夫なたちだったので、貧血なんかとは縁がなかった。長ったらしい校長先生のお話で倒れる、なんて経験もない。

　ところが、いまはまったく身体からだに力が入らなかった。

　無理に起きあがろうとすると、目の前が暗くなる。すっ……と意識がブラックアウトしそうになる。ハルマにもたれかかる手も、ぷるぷると、震ふるえが止まらなかった。

「ああ……やっぱりこうなりましたか」

　そういって覗のぞきこんできたのは、パンドラだった。

「や……やっぱりって、なんだ？　おまえ、なにを隠してる？」

「べつに隠してなんかいません。すでに説明したでしょう？　本来、わたしが融合するはずだったのは、キヨタカではなく、〈解放者〉であるハルマのほうだったと……」

「そ、それが、どうしたんだよ」

「さて、ここで質問です。キヨタカが作りあげたわたし……ハルマが命名するところの、パンドラ・バスターですが、その力の源は、なんでしょう？　つまり、弾を放つための源、という意味ですが」

「も、もしかして、おまえ、それって」

「ええ、そのもしかして、です。魔力なんですよ。兵器としてのわたしを動かすために、必要なパワーの源とは、魔力なんです。ところが、腕力ならともかく、魔力においては虫同然のキヨタカと融合してしまったために、わたしは省エネ運転を強いられてしまい。常にこの姿をあらわさず、キヨタカの腕のなかで休んでいるのも、そのためなんですねえ」

　いわれてみれば、なんだか、パンドラの身体が、薄い。わずかに背景が透けて見えた。

「な、なな、な……」

「結論としましては、さきほどのパンドラ・バスターでの一撃において、キヨタカはただでさえ少ない魔力をぎりぎりまで使ったために、ちょっとばかり生命力にまで影響が及んでしまい、現在、ほんのりとではありますが、死にかけているといったところでして」

「し、死にかけって、おま……！」

　怒鳴りかけて、キヨタカは咳せきこむ。

　こ、これじゃ、本当に死にかけだあ！

　しかし咳せきは止まらない。げほほげほ、げほほ。

　そして、咳きこむキヨタカをよそに、パンドラの説明は続く。

「まあ、これがハルマだったならば、まちがいなくここまで消耗することはなかったのでしょうが。なんたって魔力のケタが違いますから。たとえパンドラ・バスターを百発連続で撃ったところで、疲れひとつ覚えはしなかったでしょうねえ。いやはや、なんとも」

「どうすれば、いいの！」

　ハルマが、咳きこむキヨタカの背を撫なでながら、尋たずねた。

「教えて、パンドラ！　どうすれば、キヨタカ、助けてあげられるの？」

「は、ハルマ、おまえ……」

　ハルマは、キヨタカに向かって、微笑ほほえむ。

「だいじょぶだよ、キヨタカ。だってキヨタカは、わたしのしもべなんだもん。だから助けてあげる。わたしが、絶対にキヨタカのことは、助けてあげる！」

「では、キスしてあげてください」

　というパンドラの言葉に、な、なんて素晴らしいご主人さまを、オレは持ったんだ……と感動しかけたキヨタカは、ハルマに突き飛ばされることとなった。

　ぐはー！

「き、ききき、キス!?　どうして!?　どうしてキス!?」

　突き飛ばされ、地面に転がったキヨタカは、おなじく黒こげになって地面に横たわっていた譲ゆずるのそばで、「し、死ぬ……死ぬって……」とうめきながら、動揺しきったハルマの声を聞く。

「魔力を吹きこむためです。先ほど、ご説明したとおり、キヨタカがぷち死にかけなのは、枯渇した魔力の割りを食って、生命力まで減らしてしまったからです。ですから、あふれんばかりの魔力を持ったハルマが、ちょっとばかりその魔力を吹きこんであげれば、たちまちのうちに回復すると、まあ、そういったわけで」

「だ、だって、だからって、どうして、キス……」

「どうしてもキスがお嫌でしたら、もっと直接的な方法も、ありますが」

「な、なに？　教えて、パンドラ」

　パンドラが、ふよふよとハルマに近づき、こしょこしょと、フードごしに耳打ちをした。

　ぼっ、とハルマの顔に、火がつく。

　なにを教えられたのか、まさしく火がついたように顔を赤くしたハルマは、フードの両りよう脇わきから垂たらしていた紅あかい三つ編みを両手でつかんで、ぐいぐいと引っぱりだした。

「そ、そそそそそそそ、そんなこと、そんなこと！」

「でしたら、キスで。まあ、あくまでもキヨタカの自主的な回復にまかせるという手もありますが……おそらく、一週間はかかるんじゃないでしょうかねー」

　ハルマはしばらく、真っ赤な顔で、三つ編みをひたすらぐいぐいさせていた。

　そうやって唇をむきゅむきゅと動かしていたが、やがて、なにやら決意に満ちた表情で、しかし顔は真っ赤なままで、キヨタカを見下ろす。

「は……ハルマ……さん？」

　ハルマは、黙って、キヨタカの身体からだを起こした。

　キヨタカは、なんとか、ふらつきながらも、正座する。

　その正座したキヨタカの前に、ハルマもまた、正座してきた。

　んじっ、とややうつむいた上目づかいで見つめてくる。

　やはり、まだ真っ赤な顔のままで。

「い、いや、いいよ、ハルマ。一週間もあれば回復できるんだろ？　お、オレ、レバーとかニンニクとか、なんか精のつくもの食べて、がんばるから……」

「キヨタカ、眼めを閉じる！」

「は、ハイ！」

　反射的に、キヨタカは命令に従った。

　まぶたを閉じて、なにも見えなくなる。

「キヨタカ、そのまま、唇を尖とがらす！」

「は、ハイ！」

　んちゅー。

　唇を尖らす。

「そして、前に、ゆっくりと、突きだす！」

「は、ハイ！」

　命令のままに、キヨタカが、尖らした唇を、前に、突きだしたら。

　ふにゅ。

　なにか、とてつもなく心地よくやわらかなものに、触れた。

　とたんに、キヨタカの身体からだには、力が戻ってくる。

「お、おおお!?」



    

  
    
      



    

  
    
      　キヨタカは、みなぎる力のままに、正座した状態から、一気に立ちあがった。

　首をくきくきと鳴らして、片腕をぐるぐると回す。腰に手を当て、ぐいんぐいんと上半身をねじってひねって、おー、身体からだが普通に動く！　やった、元に戻った！　と喜びにひたった。ああ、健康って、素晴らしいなあ！

　と。

　まだキヨタカの正面で、地べたに正座したままのハルマと、眼めと眼が、合う。

「よかったね……キヨタカ」

　真っ赤な顔で、ハルマが、はにかみながら、笑った。

「う、うん」

　キヨタカも、自分の顔が、かーっとやたら熱くなるのを感じながら、うなずく。



　　　４



　サイレンを鳴らしながらやってきた救急車が、小さな公園の前で、停まった。

　降りた救急隊員が、まわりにいた野次馬のひとり、近所の主婦だろう女性の声に従って、公園のなかへと入ってゆく。

　あれやこれやの処置があって。

　やがて、キャスターつきの担架に、黒こげとなった少年が乗って、救急車へと運びこまれた。乗せるなり、またサイレンを鳴らして、救急車は走りだす。

　遠ざかる救急車の後ろ姿を見つめながら、キヨタカはつぶやいた。

「ついていけなくて、ごめんな、譲ゆずる……がんばれよ」

　キヨタカとハルマは、あの公園からは陰となる、道の曲がり角から、譲が救急車に乗せられて運ばれてゆくのを、見守っていた。

　隠れていたのは、どうして譲が黒こげになったのか、とても説明できなかったからだ。

　命に別状はない、というパンドラの言葉を信じて、キヨタカは近くの公衆電話から救急車を呼んで、自分たちは隠れた。なお、まわりの野次馬たちは、パンドラ・バスターの発射による爆発音を聞きつけて、あたりから様子を見にやってきたものらしい。もうすこしキヨタカとハルマが隠れるのが遅かったら、あぶなく発見されるところだった。

「じゃあ……とりあえず、学校、いくか」

　もうだいぶ、遅くなっちゃったけどな……。

　そう思いながらも、キヨタカは、ハルマをうながす。

「あ、そういえば、言い訳、どうする？　遅刻の言い訳。入学して早々、遅刻たあ……絶対に教師に眼、つけられちゃうぜ？　あー、めんどくさいなー」

　もう、サボっちゃおうかなー、などと不ふ埒らちなことも一瞬、考えつつ、キヨタカは歩きだした。

　すぐに立ち止まる。

　ハルマが、公園のほうを見つめたまま、動かなかったからだ。

「どうした？　ハルマ」

「あれ……ヘンだと思わない、キヨタカ？」

「ん？」

　ハルマが指さす方向、あの、友をパンドラ・バスターで撃った公園を、キヨタカは見た。

「んん……？」

　あれ、とキヨタカは思う。

　不思議なことに、公園のまわりにいた、おそらくはみな、ご近所さんなのだろう、比較的年齢層の高かった野次馬たちは、みな、手に、サンドイッチやらおにぎりやら、はたまたスナック菓子やらせんべいやら、なかには羊よう羹かんやらを持って、食べていた。

「なんだあ？　そんなにみんな、おなか、空いてるのか？　だってまだ、お昼じゃ……いや、たしかに小腹は空くころだけどさ」

　むー、とハルマはうなって、そして、くるりと背を向け、足早に歩きだす。

「お、おい、ちょっと待てよ！　どこへ……」

　んんん!?

　ハルマは、あの、キヨタカとハルマが野次馬に囲まれたとき、譲ゆずるから導かれた細い通学路を抜けて、表の通学路へと出た。ハルマを追いかけていったキヨタカは、そこで、ちょっと信じられないものを見る。

　散歩だろうか、道を歩く老人や、買い物へゆく主婦、営業で移動しているらしいサラリーマン、のんびりした様子の大学生など、通学路にはけっこうな人通りがあった。

　それら全員が、歩きながら、手に食べ物を持ち、ぱくついている。

「おいおいおい……まさか」

（そのまさかですねえ）

　嬉うれしげに、キヨタカの右腕のなかから、パンドラが答えた。

「あらたな〈災厄〉だってのか……!?」

　と、キヨタカがうめきにも近い声を洩もらしたとき、前で立ち止まっていたハルマから、ぐー、と音が聞こえてくる。

　ゆっくりと振りむいたハルマは、おなかを押さえ、困り果てた様子で、眉まゆを寄せていた。

「ど、どうしよう、キヨタカ……おなかが、おなかが、すっごく！　ぺこぺこ！」

　ま、マジですか？

　眼めを見開くキヨタカの前で、もういちど、ハルマのおなかは、ぐー、と鳴った。



    

  
    
      


06　〈暴食〉
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　あれから、三日が経って、日曜日の昼下がり。

　キヨタカとハルマは、街の通りにあるハンバーガーショップのなかに、いた。

　四人がけのテーブル席に、ふたり、向かいあうかたちで、座る。

　休日なので、キヨタカもハルマも、私服だった。

　キヨタカはお気に入りだった黄色のパーカーに、なかはおろしたての赤いシャツ、下はいちばん汚れてなかったというか、汚れが目立たなかったブラックジーンズ。ハルマは、例の外は漆しつ黒こく、なかは褐かつ色しよくのフードつきマントをまとって、中身は空色のワンピースなんて格好だった。ハルマのとなりの席には、彼女がここまで背負ってきた猫のぬいぐるみ型リュックが置いてあり、その口からは、あの木の杖つえが覗のぞく。

　もしかしたら、傍はた目めには、休日にデートするカップルに映うつるかもしれない。

　いや、外見の年齢差から、デートする兄妹かな？

　しかし、残念ながら、そんな甘あま酸ずっぱいイベントのために、キヨタカとハルマは街中にいるのではなかった。

　なぜ、日曜日に、キヨタカとハルマは、街中にいたのか？

　もちろん、〈災厄〉を探すためだった。

　あの日――。

　キヨタカの親友である譲ゆずるに宿っていた〈災厄〉――ちなみに名称は〈色しき欲よく〉だった――を、パンドラ・バスターの一撃によってどうにか回収した、三日前のあの日、さっそくあらわれて、あらたな異変を起こした〈災厄〉の居所を見つけだすため、キヨタカとハルマは、街中をひたすら探索していたのだ。

　キヨタカは、店内を見回す。

　ハンバーガーショップのなかは、もうお昼はとっくにすぎて、すでに午後の二時に近いというのに、かなりの盛況ぶりを示していた。

　まあ、日曜日でもあるし、混雑していること自体は、おかしくはない。

　問題なのは、みな、老若男女を問わず、尋常じゃない量のハンバーガーやらポテトやらなにやらを、購入してゆくというところだった。若者が買うのなら、まだわかる。子供や女性、お年寄りまで、三個、四個と買ってゆくのだ。買って、さっそく食べながら、店の外へとでてゆくのだ。

　すべて、〈災厄〉の影響だった。

　パンドラはいった。

『ああ、これはおそらく、〈暴食〉のしわざでしょうか』

　まさしく〈暴食〉だった。

　食べる食べる食べる。

　ひたすら食べまくる。

　この〈災厄〉の影響を受けたものたちは、みな、いくら食べても満たされないようになってしまうのだ。だから、つねになにかを食べ続けることとなる。いま、キヨタカとハルマがいるハンバーガーショップのカウンターにずらりと並ぶ人たちは、みなそうだ。〈暴食〉の〈災厄〉の影響で、食わずにはいられないため、だから大量のハンバーガーを購入してお持ち帰りして、どうにか空腹をしのぐのだろう。

　恐るべきことに、〈災厄〉の影響は、すでに街中に広まっていた。

　いまではほとんどの住人が、いわば『はらぺこ病』ともいえる症状を訴えている。

　学校にいけば、教師もふくめたクラスの全員が、なにかしら食べながら授業をおこなったり、街を歩けば、おにぎりやサンドイッチをリュックに詰めこんだサラリーマンが、食べながら移動する姿とぶつかったりと、なんともシュールな光景が、そこかしこで繰り広げられていたのだった。

　そう、キヨタカの真正面でも、ひとり。

　あーん。

　見ると、テーブルを挟んで、キヨタカとは向かいあうかたちで座っていたハルマが、ちょうど、両手で持ったハンバーガーに、かぶりつくところだった。

　もきゅ、もきゅ、もきゅ。

　じつに幸せそうな顔で、ハルマは頬ほおを動かす。

　いまハルマが食べているのは、新発売のパエリアバーガーであった。さすがはお金持ちというか、百円バーガーなどには見向きもしない。テーブルの上には、ほかに、レバニラバーガーや、ボルシチバーガーなんかも転がっていた。

　キヨタカは、ハルマを見つめながら、自分の前にあったドリンクのストローを、吸う。

　じゅー、とコーラを飲んだ。

　百円で購入した、Ｓサイズのコーラを。

　やがて、ハルマはすっかりすべてのバーガーを食べ終えた。

　ぺろ、と指先についたソースを舐めて、ふー、と満足げに息を吐く。

　ここで、ようやく、キヨタカの視線に気づいた。

「な……なあに、キヨタカ？」

「いや……その小さな身体からだに、よくそんなに入るもんだなあ、って思って」

「な！」

　たちまち、ハルマの顔は紅あかく染まってゆく。

　テーブルの上に散らかしてあったハンバーガーの包み紙を、がささ、と両手でかき集めだした。集めた紙はくしゃくしゃに丸め、そして、うー……と涙目になって睨にらんでくる。

「だ、だってしかたないでしょ、キヨタカ！　これは〈災厄〉のせいなんだから！」

「べつに悪いなんていってないだろ？　オレはただ、思ったことをだな……」

「いいよね、キヨタカは！　〈災厄〉の影響、ちっとも受けないんだもん！」

「ん……まあな」

　キヨタカは、テーブルの上に置いた自分の右手を、ちらりと見た。

　パンドラの力が宿った〈融合者〉は、〈災厄〉の影響に対して、ある程度の抵抗力を持つことができる。おかげで、キヨタカは異常な食欲には悩まされずにすんでいた。

　正直、ものすごくありがたかった。

　だってキヨタカは、それほど裕福じゃないし。

　いまだって、じつはちょっぴり小腹は減ってたけど、我慢してるし。

「ズルイ！　ズルイ、ズルイ、ズルイ！　本当だったらキヨタカも、わたしとおなじ、はらぺこさんなはずなのに！　わたしとおなじ、たくさん食べて、そして、わたしとおなじ、その日の夜に体重計にのるのが怖くなるはずなのにー！」

　だんだんだん、とハルマはテーブルを叩たたきだす。

「だ、だいじょうぶだって。ぜんぜん太ってないから。見た目だって、ほら、ちっとも変わってなんかないし。痩やせてるぞ？」

「あー！　お世辞はかえって乙女のハートをえぐるんだからキヨタカのバカ！」

「お、お世辞なんかじゃ……」

「わかってるもん！　自分のことは自分がいちばんよくわかってるんだもん！　たしかに顔のあたりはあんまり変わってないけど……ここらへんは……」

　と、ハルマが空色のワンピースの上からさすったのは、自分のおなかだった。

「そ……そうなのか？」

「そうだよ……大変だよ……せめてここにつくならいいのに、ここじゃ……マズイよキヨタカ！　わたし、このままじゃキューピーちゃんみたいになっちゃうよ！」

　せめて『ここ』につくなら、のところでハルマは自分の胸をわしづかむ。

　その姿に、あわててキヨタカは視線を逸らした。

　と、あくまでも視線を逸らしたのは紳士的態度からだったのだが、ハルマには無視したように見えてしまったらしい。

「聞いてるの、キヨタカ！」

　テーブルの上に乗りだして、ハルマは思いっきり顔を近づけてくる。

「聞いてる、聞いてるって！」

　キヨタカは、近づかれたぶん、思いっきり身体からだを引いた。

　が、もうハルマときたら、テーブルに両手両足をついて、ぐいぐいと迫り、むー、と唇をへの字に尖とがらせてくる。

「いや、あのな？　わかるよ？　このままじゃキューピーちゃんみたいになっちゃうから、だから、早く〈暴食〉の〈災厄〉を封じなきゃってことだろ？　だけどだな、その〈暴食〉がどこに潜ひそんでるのかわかんないことには、封じようもないじゃんか」

　キヨタカとハルマは、〈暴食〉の居所を見つけだそうと、連日、探し続けてはいた。

　しかし、結果はといえば、ただいたずらにハルマのおなかをふくれあがらせるばかり。影もかたちも見つかりやしない。

　パンドラの話によれば、〈災厄〉は人なり物体なりと、かならず融合しているという。

　融合しないかぎり、〈災厄〉はその能力を発揮できないというのだから、なるほど、なにかと融合しているのだろう。

　だが、なにと？

　なにと融合しているんだ？

　人なり物体なりと融合しているといわれても、あまりにも範囲が広すぎた。

　せめて〈災厄〉が近くにいればわかる的なレーダーでもあればいいのだが、これがまた、パンドラがハルマと融合していれば使えたらしいのだが、キヨタカと融合しているかぎり、使用不可だった。そして融合を解とくためには、キヨタカは死ぬしかなかった。それ以外に、いちど融合したパンドラを分離する方法はなかったのだ。

　つまり、お手上げ状態なのであった。

　だからといって、黙ってるわけにもいかない。

〈暴食〉があらわれてから三日間、ただただキヨタカとハルマは街中を探索していたが、残念ながら、手がかりのひとつすら、いまだ発見できずにいるのだった。

「だけど……キヨタカ、このままじゃ……！」

　と、ハルマがいいかけた、瞬間。

　ぐー。

　テーブルの上に完全に身を乗りだしていたハルマのおなかが、鳴った。

「う、うう……」

　ハルマはテーブルに乗ったまま、うなだれる。

　あー。

　キヨタカには、もう、かける言葉すらなかった。

〈暴食〉……！

　なんて恐ろしい〈災厄〉なんだ……！

「あ、ハルちーん！　キヨちーん！」

　と、すっかりたそがれてしまったキヨタカとハルマに向かって、だれか、明るく声をかけてくる。

「ん……？」

　見ると、それはあのハルマの友達であるみさきと、そして白しら乃のだった。

　ジャージの下にはスパッツなんていう、なにか運動でもやってきたあとらしい姿だったみさきが、山盛りのバーガーが載のったトレイを手に、キヨタカとハルマが座るテーブル席へと元気よく駆けよってくる。そのあとから、白いブラウスにカーディガン、長いスカートといった格好の白乃が、ちんまりとしたサラダだけをトレイに乗せて、やってきた。

「なにー？　ハルちんったら、なにそんなキヨちんに詰めよってるのー？」

　みさきは、キヨタカとハルマの前に立つなり、いきなり、そう切りだす。

　キヨタカとハルマは、互いに顔を見あわせた。

　なるほど、いわれてみれば、テーブルに乗りあげて迫るハルマの姿は、キヨタカに激しく詰めよっていたようにも映うつるのかもしれない。

「ハルマちゃん……」

　白乃が、みさきの背後から、おずおずと、いった。

「富ふ士じ山やまくんと……ケンカ、なの……？」

　いやいやいや。



    

  
    
      



    

  
    
      　キヨタカとハルマは、一緒になって、手と顔を横に振る。

「け、ケンカなんか、してないよ、わたしたち！」

「おう！　オレたち、すっごく仲良しだぜ！」

「ねー！」

「なー！」

　がっきと肩を組んで、にこやかにアピールしてみせた。

「と、とにかく、座りなよ。ほら、席、空いてるから」

　元々、キヨタカとハルマは、四人がけのテーブル席にふたりきりで座っていたため、ふたりぶん、席は空いていた。

　その空いていた席を、キヨタカはみさきと白しら乃のに向かって、勧める。

　キヨタカの言葉に、みさきと白乃は互いに顔を見つめあって、そして、うなずいた。

「じゃ、わたし、こっちいく」

　ハルマが、テーブルをそのまま乗りこえて、キヨタカのとなりへと移ってくる。

　置いてあった猫のぬいぐるみ型リュックも運んで、空いた真向かいの席へ、みさきと白乃はならんで座った。

　さーて。

　キヨタカは思う。

　ど、どうしよう？

　な、なにを話そう？

　自分から席を勧めておいてまったくなんなのだが、考えてみれば、キヨタカはこうして彼女たちとまともに話すのは、今回が初めてだった。

　と、いうか、女子とまともに話すこと自体、オレ、初めてじゃね？

　わー、わー、やべー、どーしよー。

　ハルマの場合、その幼めの容姿のせいか、キヨタカはあまり緊張することもなく、普通に会話することができた。が、なんたってみさきと白乃の外見は、きちんとした高校生の、それだ。どうにも意識してしまう。緊張しまくってしまう。

　困った。

　じつに困った。

　なにを話せばいいのやら、ぜんっぜんわからねえ！

　そ、そうだ！　とキヨタカは、真正面で、ふたり、なにごとか楽しげに笑いあっていたみさきと白乃をちらちらと眺めながら、ある情報を思いだす。

　いまは病院のベッドで眠っている友、譲ゆずるからの、情報を――。

　譲が、かつてハルマの情報を教えてくれたとき、続けて語ってくれた、みさきと白乃、ふたりの情報を――。



『さて、キヨタカ。いちおう、さっきの彼女たちの情報も、教えておこうか』

『さっきの彼女たち？　あの、ハルマの友達のことか？』

『そうだ。まずは、元気なほうからいくか……覚えてるか、キヨタカ？　健康的に日焼けした、活発そうな女子のことを。彼女の名は、佐さ々さ山やまみさき。見た目どおり、運動神経は抜群で、スポーツ万能でな。中学時代は、数々の記録を塗り替えたほどだ』

『へー。すげーんだなー』

『ところが、中学時代、所属していたのは菜園部だった』

『さ、菜園部？　なんだ、園芸部のまちがいじゃなくて？』

『菜園部だよ。つまり、彼女は花にはあまり興味なく、野菜が大好きなのさ……もちろん、食べることもふくめてな。だから中学時代の記録は、その尋常ならざる運動神経から、各運動部に乞こわれて助っ人をしたときのものだ。その際、ちゃんと助っ人料はいただいていたらしいが』

『え、金、取ってたの？　ちゃっかりしてんな！』

『しかたがないんだよ、キヨタカ。なにせ菜園部は、総勢二名。たいした部費も出てはいなかっただろう。そうやって、彼女は部費を稼ぐしかなかった……ちなみにスリーサイズは、73・60・74だ』

『お、おまえは、だからどうやってスリーサイズなんか』

『さて、もうひとり、佐々山とはうってかわって色白で、病弱そうな女子がいただろう？　彼女の名は、白しら塚つか白しら乃の。キヨタカ、おまえも知ってるとは思うが、ほら、けっこう大きな病院があるだろう。白塚病院という名の』

『あー、あー、あー。アレな？　ちょっと街から外はずれたところにある』

『そうだ。白塚はな、あの白塚病院の院長の、ひとり娘でな……ところが、見てのとおり、病院の娘だというのに、やや病弱でな。かわいそうに、子供のころはそのことでよくからかわれたそうだ。親がヤブ医者だから、子供は病弱だとな』

『そりゃかわいそうだな……って、なんでおまえはそこまで知ってるんだよ』

『その白塚は、中学時代、菜園部だった。ほら、さっきいった、部員の総勢二名のうちの、ひとりが、彼女だ』

『ほー。つまり、えっと、佐々山だったか、あいつとはかなりの仲良しってわけだ』

『そしてスリーサイズは88・63・86。みごとなまでのナイスバディーだ。着やせするたちなのだな』

『88……そりゃすげえ！　すげえよ！　すごすぎるよ！』

『で、どっちが好みなんだ、キヨタカ？』

『ど、どっちって、そりゃ、おまえ……』



「あの……富ふ士じ山やまくん、な、なに？」

「88？」

　うっすらと頬ほおを紅あかく染めた白しら乃のが、尋たずねてくる。

　どうやら、キヨタカは、自分でも無意識のうちに、白乃を見つめていたらしい。

　正確には、白乃の、88……な部分へと、熱視線を浴びせていたらしい。

　すっかり本人にはバレバレだったらしく、白乃は警戒した様子で、自分の胸元を覆い、隠していたのだが。となりのみさきからはにやにやした笑みを、キヨタカの真横に座るハルマからはやたら冷たい視線をぶつけられていたりもしたのだが。

「な……なんでもないですっ、すみませんっ！」

　がづん、とキヨタカはテーブルにおでこが当たるいきおいで、頭を下げた。

　おおおおお。

　どうしよう、どうしよう、どうしよう！

　どうすれば、このピンチを切り抜けることができるんだー！　だれか、教えてー！

「ねえねえキヨタカ」

　と、テーブルに突っ伏したまま頭を上げられずにいたキヨタカに、ハルマが、ごく普通な声の調子で、尋ねてくる。

「おしおき、してあげようか？」

　キヨタカが横目で見ると、ハルマは木の杖つえを持って、にっこり、微笑ほほえんでいた。

「お願い……します」

「えいや！」

　ギャース！

　ハルマが振りかぶった木の杖が降りそそぎ、ハンバーガーショップ内には、キヨタカの安あん堵どに満ちた悲鳴が響き渡るのだった。
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　ご主人さまのご友人へ、不ふ埒らちな視線を注そそいでしまったキヨタカは、しもべとしてきっちりとおしおきを受け、ようやく、そのご友人、みさき、白乃のふたりと、普通に会話できるようになった。

　まあ、普通に会話できるようになったというか。

　ご主人さまであるハルマのしもべとして、会話できるようになったといいますか。

　つまり、あくまでも対等な男女としての立場ではなく、一段階下の、しもべとしての立場から、キヨタカは、みさき、白乃と接することができるようになったのだった。

　楽だあ……。

　あはは、とキヨタカは笑う。

　すっごく楽ちんだあ……。

　ヘンに意識しないですむって、こんなに楽ちんだったんだなあ……。

　だけど、気を抜くと泣けてきそうになっちゃうのは、なぜなんだろうな？　あはは、と笑いながら、ぐす、とキヨタカは鼻をすすった。あはは、ぐすす。

「ね、ねえ、ハルちん、さっきからキヨちん、だいじょうぶ？　なんか泣きながら笑ってるんだけど……」

「さっきのハルマちゃんのおしおき、すこし、厳しすぎたんじゃ……？」

　みさきと白しら乃のが、ハルマに向かって、こそこそと、なにか尋たずねだす。

「だいじょぶだいじょぶ。気にしないで、みさきちゃん、白乃ちゃん。しもべのしつけは、ご主人さまの義務だもん。一いつ見けん、かわいそうに映うつるかもしれないけど、ここで甘やかしたら、キヨタカのためにもならないから。ちゃんとね、がんばったときは、ごほうび、あげるんだよ？　頭を、いい子、いい子って、なでなでしてあげるの」

　ふたりの問いかけに、ハルマは、もきゅもきゅとあたらしくカウンターから購入してきた、新発売のひつまぶしバーガーを食べながら、答えた。

　ハルマの回答に、みさきと白乃は、「へー」と感心した様子を見せる。

　あはは、キヨタカがごほうびとしてハルマに頭をいい子いい子されてたことも、ふたりに知られちゃった！

　こりゃあもう、すっかりふたりのなかでオレは、ハルマのしもべで確定だね！

　あはは、ぐすす！　あはは、ぐすす！

「わ！　キヨちんの涙の量が増えたよ、ハルちん！」

「笑顔も、なんだか怖いくらいに……！」

「だいじょぶだいじょぶ、だいじょぶだいじょぶ。それより、みさきちゃん、その格好は？　なにか、スポーツでもしてきたの？」

　ハルマはまったくとりあわず、逆に、ジャージとスパッツなんて格好だったみさきに、尋ね返した。

「あ、うん、そうそう、さっそくわたし、ソフトボール部に助っ人、頼まれちゃって！　今日は、どのくらいできるものかって、テストすることになって」

「へー。で、どうだったの？」

「もう、バッチリ！」

　にっかり笑って、みさきはＶサインを作る。

　その横から、白乃が話しだした。

「すごかったんだよ、ハルマちゃん。みさきちゃん、何本もヒット、打ちまくって。投げても、たっくさんストライク、取って！　相手、三年生のレギュラーだったのに！　終わったあと、助っ人じゃなくって、ちゃんと入部してくれって、頼まれたぐらい！」

　我がことのように興奮する白しら乃のに、横でみさきが、いやー、と照れる。

　いいなあ。

　キヨタカはほほえましい光景に、じんわりと胸を暖かくしながら、思った。

　女の子って、いいなあ！

「わー、よかったね、みさきちゃん！　白乃ちゃんも！　これでいい肥料、買えるね！」

　ハルマの言葉に、ん？　とキヨタカは首を傾かしげる。

　いい肥料？

「いやー、でもほら、助っ人料が出るのは、大会のあとだから。春の大会まで待たなくっちゃ……あー、畑はさー、校舎の裏……ほら、キヨちんが、男のセンパイたちと大暴れしてたところ、あるでしょ？　あのあたりを使ってもいいって許可はもらったんだけど……」

「さすがに部を作ったばかりで、部活動費まではね……みさきちゃん」

　白乃が、すこし困ったような表情で笑いかけると、みさきは、あははー！　と元気よく笑い飛ばした。

　ああ、なるほど。

「高校でも作ったんだ？　園芸部じゃなくって、菜園部」

　と、キヨタカは、ついつい口にだして尋たずねてしまった。

　たちまち三人の視線は、キヨタカへと集まる。

「え？　わたしたちが中学校のとき、菜園部だったって……ハルちん？」

「ううん？　わたし、キヨタカには話してないはずだよ？」

「富ふ士じ山やま……くん？」

　あ、やべ。

　え、えーと、えーと、えーと。

　キヨタカは言い訳を探すも、焦れば焦るほど、言葉はでてこない。

　まさか、譲ゆずるデータバンクからの情報です、なんて素直にいえるはずもなく、また、そんなことを正直にいった日には、友はヘンタイあつかいどころか下手すれば個人情報保護の観点から警けい察さつ沙ざ汰たなんてことも!?　つーかどうやって調べたんだ譲ゥー！　絶対おまえ、違法な手段、使っただろー!?　とくにスリーサイズとかー!?

「キヨタカー？」

　にっこり、ハルマが語りかけてくる。

　うん？　と首を傾け、尋ねてくるハルマの手には、あの、木の杖つえがあった。

「お……お願い、します」

「ていやー！」

　そうしてハルマの杖つえに打ちのめされ、キヨタカは、またも「ギャース！」なる叫びをあげることとなるのであった。
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「でも……不思議だよね……」

　おしおきのおかげで、キヨタカがみさきと白しら乃のの個人情報を知っていることはうやむやのうちに不問とされ、テーブルには平穏な空気が戻った。そうして、いやー、おしおきって便利だなあ！　とキヨタカが自分の頭にできていたこぶを撫なでていたとき、白乃が、サラダのレタスをつまみながら、そう切りだす。

「ふお？　ふぁふふぁ？」

　うん？　なにが？　と、白乃の横のみさきが、口いっぱいにハンバーガーを詰めこみながら、尋たずねた。

「なんか最近、みんな、とっても食いしんぼうになったような気が、するの……」

　鋭い白乃の指摘に、キヨタカはどきっ、としてしまい、思わず口元のあたりを強こわばらせてしまう。キヨタカのとなりのハルマも、びくん、と身体からだを震ふるわした。

「ふー、ふぉお？」

　うーん、そう？　とみさきは、はぐはぐと食べながら、首を傾かしげる。

「うん……パパとママも……あ、わたしのおうち、病院なんだけどね、だからわたしのパパとママはお医者さんなんだけど、そのパパとママが、困ってた。患者さん、みんな、たくさんご飯を食べるようになっちゃって、栄養の管理ができなくなったって」

　優しいことに、白乃はキヨタカに対して、自分の家のことを教えてくれた。

　まあ、そのあたりはもうすでに知ってたわけですが！

　キヨタカは、じわりと湧わいてきた罪悪感に、きゅー、っと口を真一文字に引き結ぶ。

「へー。でも、春だからねー。ほら、しらのん、食欲の春っていうでしょ？」

　ごくり、とようやく口のなかのものを呑のみこんで、みさきはいった。

「それ、秋だよ、みさきちゃん……」

「あれ？　そーだっけー？」

　あっはっはっー、と豪快に笑うみさきの、そのソースで汚れた口元を、白乃は苦笑しながら、ナプキンで拭いてやる。

「でもね、大変なんだよ、みさきちゃん……。たとえば、糖尿病の患者さんとか、食べすぎれば病気を進行させちゃうことにもつながっちゃうし……だから、パパとママも、これはなにか、ウイルス性の病気なんじゃないかって、調べ始めてて」

　う……。

　キヨタカは、さきほどとはくらべものにならないくらいの罪悪感に、襲われた。

　いままでキヨタカは、〈災厄〉を解放した張本人のひとりとしての責任から〈暴食〉を追ってはいたが、内心、たかだか食費が増えるだけじゃないか、体重が増えるだけじゃないか、と甘く考えていた部分がなかったかといえば、嘘うそになる。

　食べすぎが、命にかかわる人たちがいるなんてこと、ぜんぜん考えてなかった。

「こ、こうしちゃ……！」

　キヨタカは立ちあがった。

「ハルマ！」

　と呼びかけるも、ハルマは座ったまま動かない。

　じっ、と白しら乃のを見つめたまま、微動だにしなかった。

「おい……」

「ねえ、白乃ちゃん？　もし、この食べすぎちゃうのが……みんな食いしんぼうになっちゃうのが、ウイルス性の病気だとしたら、その発生源は、いったいどこだって、白乃ちゃんのパパとママはいってた？」

　なにいってるんだ？

　この食べすぎてしまう症状の原因は、〈暴食〉の〈災厄〉にあることは、ハルマだってよくわかってるはずなのに。キヨタカは、立ちあがったまま、いぶかしい思いで、ハルマを眺める。

　が、すぐに理解した。

　白乃が、立ったままのキヨタカをちらちらと見ながらの回答で、すべてを理解した。

「もし、ウイルスが原因だとしたら……水、じゃないかって」

「水？」

「うん。だって、あまりにも広がるのが早いもの。あっというまに、街のほとんどの人たちが、その、食いしんぼうになっちゃうだなんて……空気感染だとしたら、ウン万人がいっぺんに罹り患かんすることは考えられない、となれば、おそらく、水道が原因だろう、って」

　水――。

　水道――。

「ハルマ……！」

　キヨタカの声に、ハルマはうなずく。

　うなずき、立ちあがった。

「ありがとね、白乃ちゃん！」

「ああ、まったく、ありがとな、白乃ちゃん！」

　キヨタカとハルマは、手がかりをくれた白乃の手を取って、ぶんぶんと振る。

「え？　ええ？」

　戸惑うみさきと白しら乃のを置き去りに、キヨタカとハルマは、いまだカウンターが混雑を続けるハンバーガーショップから、飛びだした。
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「ここか……！」

　日も暮れかけたころになって、ようやくキヨタカとハルマは、街の外はずれにある小高い山の展望台へと登り、そこから、浄水場の施設を一望に収めることができた。

　そう、浄水場だ。

　キヨタカとハルマが住む街の水道水を、綺き麗れいにする、施設。

　白乃から得たヒントを元に、キヨタカとハルマがたどりついた、ここが、街の水道水の源となる場所だった。

　つまり、〈暴食〉の〈災厄〉が潜ひそんでいると、覚しき場所である。

　ここに来るまでは、なかなか苦労した。

　ヒントを得たはいいものの、普段、自分が使っている水道水が、いったいどうやって作られているものかまったくキヨタカとハルマは知らなかったため、この街外れにある浄水場の施設に来るまで、けっこうな時間がかかってしまったのだ。

　でも、まあ、いい。

「さーて……！」

　施設が一望できる山の展望台から、キヨタカは浄水場を見渡す。

　フェンスに囲まれた広大な敷地のなかには、まるで工場のようなかたちをした建物が、いくつもならんでいた。

　建物は、あかね色に染まった陽差しに照らされ、長く影を伸ばしている。

　それら建物のほかにあるのは、大きなプールたちだった。

　街の水道をまかなうためには、やっぱりそれなりの量が必要なのだろう。プールはひとつではなく、いくつもあって、なかは大量の水で満たされていた。

　キヨタカは、そのプールたちを、指さす。

「あそこ……かな？」

〈暴食〉の〈災厄〉が潜む場所は、というキヨタカの問いかけに、ハルマは、「むー」とうなりだした。

「どうだろ……」

「わかるわけねーよな……よし、とりあえず、ぶっ放してみるか？」

　と、キヨタカは、左手でもって、自分の右腕を叩たたく。

（ああ……やっと見つけだしましたか……）

　叩たたいたとたん、声が返ってきた。

　どうじに、キヨタカの右腕は黒く染まり、そして、ひさしぶりにパンドラが姿を見せる。

　ドレス姿であらわれたパンドラは、いきなり、ふあ～、とあくびをしだした。

「もう……待ちくたびれましたよー、キヨタカ、ハルマ？　黙って寝てばかりいるのも、これはこれで疲れるんですからね？」

「おまえ、しばらくぶりで登場して、第一声がそれかよ……」

　パンドラの登場は、じつに三日ぶり、あの譲ゆずるとの闘い以来だった。

「あのな、おまえが人の右腕ンなかでぐーすかぐーすか寝てるあいだにな、オレたちがどれだけがんばったと思って……」

「しかたないでしょうー？　キヨタカの魔力がカス同然なのがいけないんですから。キヨタカの魔力を無駄に消耗しないように、わたしはがんばって寝てたんですよ？　なんならずっと起きてましょうか？　起きて、表をうろつきまわって、キヨタカの魔力を消費しまくって、また衰弱させてあげましょうか？　あ、わかった」

「な、なにがだよ」

　突然、手で口元を覆いつつ、目元はにやけさせだしたパンドラに、キヨタカは嫌な予感を覚えつつ、尋たずねてみる。

「キヨタカったら、早く衰弱して、またハルマにキスを……」

「わー！　わー！　わー！」

　キヨタカは、空中にふよふよと浮くパンドラに向かって、ぶんぶんと両腕を振った。

「バカヤロウ！　せっかく忘れよう、忘れようとしてたのに、思いださせやがって！」

　ちら、と横を見ると、ハルマはすっかり真っ赤になってうつむき、フードの左右から垂たれた紅あかい三つ編みを、ぐいぐいと引っぱりまくっている。

「おまえなあ……！」

「どうせこのあと、すぐ魔力の補充は受けなくてはならないんですから……さあ、たしかにあそこに〈暴食〉の〈災厄〉はいますよ？　さっさと回収してしまいましょう、ハルマからキスしてもらうために」

「〈暴食〉に苦しむ街の住人のためにな！　って、アレ？　おまえ……」

　展望台から、眼下にある浄水場のプールの、そのひとつを指さしながらパンドラが発した言葉に、キヨタカは彼女を、ぎゅっ、と疑問に細めた眼めで見つめた。

「パンドラ、おまえ、いま、『たしかにあそこに〈暴食〉の〈災厄〉はいますよ？』って、そういわなかったか？」

「ええ、たしかにそういいましたが、それがどうかしましたか？」

「どうかしたよ！　おまえ、だって〈災厄〉を探知する能力、オレと融合してるかぎりカスみたいな魔力のせいで使えないって、そういってたじゃねーか！　なんでいま、あそこに〈災厄〉がいるってわかるんだよ!?」

「わたしが〈災厄〉を探知する能力が使えないだなんて、そんなことはひとこともいった覚えはありませんよ？　わたしがいったのは、あくまでも、〈災厄〉の居場所を『ぱーふぇくとな探知能力』を使って、たちまちのうちにつきとめることはできない、ということだけです。さすがに見ればわかりますよ。〈災厄〉が宿っているかどうかぐらい」

「な、な、な……」

　キヨタカはわなわなと震ふるえてしまって、もう言葉も発せられない。

　そのことを、『見れば〈災厄〉が宿っているかどうかわかる』ことを、もっと早く知ってれば、キヨタカとハルマは無駄に街中を歩き回らなくったって……いや、今回の〈暴食〉に関しては浄水場に潜ひそんでいるなんてわからなかったから、あんまり意味はなかったが、しかし、なんというか、〈災厄〉を見れば発見できたのと、〈災厄〉を見てもちっともわからないのじゃ、とんでもない違いがあった。

「さあさあ、さっさと片づけてしまいましょう。ぱんどらぱらぱらぱらりんぱーん♪」

　と、キヨタカの返事を待たず、パンドラは姿を消す。

「だあ！　ちょっと待て！」

　待たなかった。

　キヨタカの漆しつ黒こくの右腕は変形を始める。あわててキヨタカは着ていた黄色いパーカーの袖そでをまくりあげ、砲身化に巻きこまれて破れたりしないようにした。

　右腕は、ぐねぐねうねって、ふくれて、伸びて。

　またたくまに、黒光りする、パンドラ・バスターのできあがり、となった。

「ぐぬぬぬぬ……！」

　キヨタカは右腕のパンドラ・バスターを睨にらみ、歯がみして、そして、「うおおおお！」とやけくそな思いで吠ほえながら、砲身の先、砲口を彼方かなたの浄水場施設、そのプールへと向けて、構える。

「パンドラ・バスター――」

（ハルマのキスのために）

「街の平和のために、発射ー！」

　パンドラのからかいの声を怒鳴って散らしながら、キヨタカは、撃った。

　腰を落として、左手を砲身に添えつつ、飛ばされないよう、きちんと右の肩を入れてから放ったパンドラ・バスターからの光弾は、青白い軌跡を残しながらまっすぐに伸びて、と思ったら、ぐいん、と曲がり、浄水場施設のプールのひとつに、吸いこまれてゆく。

　プールの水面は、波うち。

　どごーん、と派手な音をあげて、爆発した。

　浄水場からは離れた場所にある展望台にいたキヨタカとハルマの元にも、ぶわりという風圧がやってくるほどの衝撃だった。

「うん!?」

　キヨタカは眼めを見張る。

　爆発とともに、まるで巨大な噴水のようにプールから噴きあがった大量の水が、一瞬、巨人のかたちとなり、そして、吠ほえたからだ。

　おおおおお……。

　そんな哀しげな断末魔を残して、水の巨人は、崩れ落ちてゆく。

　元のプールへと落ちて、水は、あたりへと激しくあふれかえった。

「お、お、おー……おおおおおー」

　あまりもすさまじすぎる光景に、キヨタカは「おー」と声を洩もらすしかない。

　と、パンドラ・バスターが叩たたきこまれたプールの上空、ちょうど、一瞬、あらわれた水の巨人の心臓のあたりだった場所から、なにか、きらめく小さなものがキヨタカの元へとやってくる。

　きらめきは、あの、譲ゆずるのときとおなじ、雪の結晶のような青白い光だった。

　光の結晶は、キヨタカの右腕、漆しつ黒こくのパンドラ・バスターへと吸いこまれていった。

（はい、〈暴食〉の〈災厄〉、回収です～）

　パンドラの報告に、キヨタカは、ふー、と息を吐く。

　これでやっと、二つめか……。

　いったい、どれくらいの数の〈災厄〉が、あのとき、ハルマが〈鍵かぎ〉を使って〈箱〉を開けたとき、解放されてしまったんだろうか？　オレたちは、あとどのくらいの数、〈災厄〉を回収しなくちゃならないんだろうか？

「なあ、パンドラ……」

　そう尋たずねかけたとき、キヨタカは、遠く、さきほど爆発騒ぎを起こしてしまった浄水場のほうから、なにやら騒ぎ声を聞いたような気がした。

　視線を向けて、キヨタカは、「げっ」と声をあげる。

　さきほどの爆発によって飛び散った水で、浄水場の施設には薄くもやがかかっていたのだが、そのもやごしに、おそらくは職員なのだろう、人影がつぎつぎとあらわれるのが、わかった。

　そ、そりゃー、爆発なんか起きたら、騒ぎになるに決まってるよなー！

　こうなった以上、長居は無用だった。

「ハルマ、早く……」

〈災厄〉も回収したことだし、逃げようぜ……っと駆けだそうとして、キヨタカは、くたくたくた～っと膝ひざから崩れ落ちた。

「き、キヨタカ!?」

　あー、そうだったー。

　コイツを撃ったら、オレはこうなるんだったー！

　キヨタカは展望台の床にうつぶせになって倒れながら、すでに砲身化を解除して、元の状態へと戻っていた自分の右腕を、見る。

「う、うう……」

「キヨタカ……」

　ハルマが、キヨタカのすぐ横に、ぺたん、と座る気配がした。

　やや、あって。

「ハル、マ……？」

　うつぶせになったままのキヨタカが問いかけた瞬間、ハルマは、動く。

　キヨタカの身体からだをごろりと仰向けにして、そして、一気に、膝ひざはついたまま、身体ごと、飛びこんできた。

　ちう。

　キヨタカは、眼めを、ぱちくりさせる。

　黙って、閉じた。

　黙って、横たわったままでいた。

　たちまちのうちに力はみなぎっていたが、黙って。

　浄水場の職員たちの声が、遠かった。



　　　★　★　★



　しばらく動かずにいたキヨタカとハルマを、見つめる人影が、あった。

　キヨタカとハルマがいる山の展望台の、そのはるか上空、ぽつぽつと星がまたたき始めた夜空のなか、風にふかれながら、ふたり。

「ふふ……」

　うちひとり、スレンダーの肉体をノースリーブのシャツと、下はパンツルックに収め、首もとにはきちんとネクタイを締めていた女性が、そのネクタイと、植物的な淡あわい緑色だった髪を風に踊らせつつ、笑う。

　彼女は、かつて、キヨタカにタカラヅカなる印象を持たれた女性だった。

「〈希望〉よ……とりあえずは狙ねらいどおり、か？」

　と、その彼女に、もうひとり、こちらは頭にバンダナを巻いた、やたら筋肉質な体つきのごつい男が、語りかける。男はぶ厚い胸板で覆われた上半身には黒のタンクトップ、下はブラウンのカーゴパンツといった格好で、肌は浅黒く、ちょっと肉体労働者系に映うつった。

「そうだね、〈憤ふん怒ぬ〉。でも、まだまだ。まだこれからだよ」

　男に〈希望〉と呼ばれた彼女は、笑みを浮かべたまま、答える。

「つぎはどうする？」

「さて……どうしようか……」

　彼女が見つめる先では、キヨタカとハルマが、ようやく身を離すところだった。

　と思ったらお互いに背中を向けあって、そのままふたり、真っ赤な顔になって、ひたすら、うつむきだす。

「恋敵……いや、まだ早いかな……？　じゃあ……」

　にたり、と〈希望〉は、唇を歪ゆがめた。



　　　４



「ああ……」

　キヨタカは、ぐったりとうなだれながら、家の階段を降りる。

　ようやく家に帰ってきて、さきほど、例の部屋着＆パジャマである上下黄色のジャージへと着替えたキヨタカは、夕食を取るべく、一階の居間へと向かうところだった。

　疲れた……。

　家に帰ったとたん、どっ、といままでの疲れがでてきた。

　今日は風ふ呂ろに入って、早く寝よう……。そう思いながら、キヨタカはすりガラスから光とテレビの音が洩もれる、居間のドアを開けた。

「メシ～。今日のメシ、なに～」

　尋たずねる。

　が、返事がない。

　あれ？　と思ってキッチンを覗のぞくと、キヨタカ母は、なにやら包丁の手を止め、ぼーっとしていた。

「んん？」

　では、とキヨタカ父のほうを向く。

　父は、居間のソファーに座って、テレビを見つめていた。

　が、口からたれるよだれが、こちらも、ぼーっとしていたことを示していた。

「な……なんだ？　オイ、どうしたんだよ、オヤジもオフクロも。ボケるには、まだあともうちょっと時間があるんじゃないか？」

　と、キヨタカは、カーペットの上に直接座る妹のアイに、尋ねた。

　ところが、アイときたら、んふふー、と意味深に笑うばかり。

「気持ち悪い笑いかたはやめろよ……なんか知ってるのか？　おまえ」

「あのね……」

　ちょっとちょっと、と指先で招くアイに、キヨタカは近づき、耳を寄せた。

「ねえ、お兄ちゃん？　お兄ちゃんは、弟と妹、どっちが欲しい？」

　耳元でアイがささやいた内容に、キヨタカは、ぶふー、と噴く。

「な、なにィ!?」

「つまり、そーゆーこと」

　んふふー、とアイは笑いながら、ね？　と首を傾かしげてきた。

「そ、そーゆーことって……うっわー」

　知りたくねーなー、両親のそんな話ー！　と正直な感想を心のなかで述のべながら、キヨタカは、なるほど、いわれてみれば疲れの浮かぶ父と母の姿を、まじまじと見つめる。

　道理で、〈暴食〉の影響があるはずなのに、ちっとも太ってないわけだよ！

　と、ここで、ふとキヨタカの胸に、ある疑問が湧わき起こる。

「なあ……アイ？」

「なあにー、お兄ちゃん？」

「おまえ、どのくらい太った？」

　返事は、「バカー！」という言葉に続けて贈られた、顔面へのクッションでの一撃だった。



    

  
    
      


07　〈郷愁〉
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「キヨタカ、キヨタカ、キヨタカ、キヨタカー！」

　と、ほっぺにお米粒をつけたハルマが、大きなおにぎりを両手で掲げ持つようにしながら、まとっていたフードつきのマントをなびかせてキヨタカの教室へと飛びこんできたのは、まだ、二時間目と三時間目のあいだの、十分間の休憩時間のときだった。

「キヨタカ！　キヨタカ！」

　ハルマは、休憩時間を寝てやりすごそうとしていたキヨタカ――だって唯一の友人である譲ゆずるはまだ病院で意識が戻らなくって、おまけに入学早々の上級生とのケンカやら、ハルマとの『ご主人さまー！』『しもべー！』な主従関係やらが原因で、話しかけてくるクラスメイトもいなかったから――の机の前にまで来て、名前を連呼する。

「……おう。たしかにでかいな、そのおにぎり」

　キヨタカは、机にうつぶせになりかけていた身体からだを起こして、ハルマの掲げ持っていたおにぎりに対し、素直な感想を述べた。

「あ、うん！　みさきちゃんからもらったんだけど！　おかか！　食べる？」

「おまえは親友ふたりがおなじクラスだもんな……いいよな……」

「え？　なに？」

「いいや、なんでもない。ああ、オレはおにぎりはいらないよ。で？　なんだ、そのおにぎり、わざわざ見せびらかしに来てくれたのか？」

　キヨタカはあくびを噛かみ殺しながら、尋たずねる。

「ううん！　違うよ！　あのね、しら……」

「しら？」

　突然、ハルマは、「しら……」というなり、眉み間けんに皺しわを寄せた、微妙な表情となった。

　と、その表情のまま、手にはおにぎりを掲げ持ったまま、片足をあげる。

　べったりと、ハルマの内履きの裏には、ガムがへばりついていた。

「あう……」

「あー、あー、あー」

　げんなりした表情のハルマに、キヨタカは自分のポケットを探る。

　ティッシュを取りだした。

　そのティッシュを使って、片足をあげたままにさせたハルマの靴くつの裏を、ぐしぐしと拭ぬぐってやる。

「いったいどこで踏んだんだよ……つーか、学校のなかでガム噛んで、そのまま捨てたやつがいるってことか？　ヒデエな」

　もちろん、靴の裏にへばりついてしまったガムは、そう簡単には取れない。

　キヨタカはティッシュごしに爪つめを立てて、ようやくこそげ取ることができた。

「ほれ、取れたぞ」

「ありがと、キヨタカ……」

「あと、ほっぺにも、ほら、お米粒、ついてる」

　ついでに、ハルマのほっぺたについていたお米粒も取ってやる。

　ぽつぽつとお米粒をつまんで取ってやったはいいものの、そのお米粒をどうするか、すこしキヨタカは迷った。

　けっきょく、「ん」とつまんだお米粒を、ハルマへと向ける。

　ハルマはキヨタカの指先をついばむようにして、自分のほっぺたについていたお米粒を、ぜんぶ、食べた。

「ありがと、キヨタカ！」

「で？　オレにガムやお米粒やら取らせるために、おまえはわざわざここに来たのか？」

「ううん！　違うよ！　だからね、しら……」

「わー、さっすがだねー、キヨちん！　なんて素晴らしいしもべぶりなんだろ！　ご主人さまたるハルちんに対する、その尽くしかたときたら……まさしくしもべの鏡だねー！」

　と、ハルマがなにかいいかけたところで、また邪魔が入る。

　うんうん、とうなずきながら、手にはあのハルマにおすそわけしたという大きなおにぎりを持って、やはりほっぺにお米粒をつけてあらわれたのは、みさきだった。

　みさきのすぐあとからは、白しら乃のが、すこしまわりを気にした様子で、ついてくる。

　こちらは手ぶらだった白乃が、まわりを気にしながらこちらの教室に入ってきたのは、まあ普通だよな、とキヨタカは思った。だって自分のクラスじゃないんだし。ほかのクラスの教室だというのに、平然とおにぎりなんか間食しながら入ってこられるハルマやみさきのほうが、あまり普通じゃないのだ。

　って……なに？

「あの、いま、みさきさん……なんておっしゃいました？」

「え？　だからキヨちんが、なんてナイスなハルちんのしもべぶりなんだろー、って」

「おーい！　ナイスなしもべぶりとか人前でいうなよー！」

「だったら人前であーんなしもべっぷりを見せびらかしちゃダメだよー、キヨちーん？」

　思わずツッコミを入れてしまったキヨタカに、みさきはにやにやしながらツッコミを入れ返してくる。

　え？

　みさきの指摘に、キヨタカは、はっ、となって、あわててまわりへと視線を向けた。

　うげ。

　ある意味で予想どおりの光景が、そこには広がっていた。

　クラスメイトが、ちらちらとキヨタカのほうを盗み見しながら、なにやら、ひそひそと話している。その口元に浮かぶのは、にやにやとした笑みだ。と思えば、不快そうに顔をしかめているものもいる。男女、問わず。

　そ、そんなつもりじゃあ……！

　キヨタカはもう、愕がく然ぜんとするしかなかった。

　あくまでもハルマの靴くつの裏のガムを取ってやったり、ほっぺたのお米粒を取ってやったのは、しもべとしてではなく、いってみれば保護者的観点からの行動だったのにー！

　そ、そうなのか？

　気がつかないうちに、オレは、ハルマのしもべ的行動を取ってしまっていたのか？

　侵食――。

　キヨタカは、かすかな畏い怖ふを覚えながら、ご主人さまであるハルマを、うかがった。

「な、なんだ？　ハルマ、おまえは、オレに思い知らせるために来たのか？　しょせんオレは、おまえのしもべなのだと……普通の高校生として友を得ようとか、彼女を得ようとか、そんな分不相応な望みは早く捨てろと、そう告つげに来たのかー！」

「たしかにキヨタカはわたしのしもべだけど、違うよ？　白しら乃のちゃんの話を、聞いて？」

「し、白乃ちゃん……？」

　ちょっと涙目になってしまったキヨタカが見あげると、白乃は、ぺこ、と頭を下げた。



　　　★　★　★



「――暴走族？」

　眼めをぱちくりとさせたキヨタカに、白乃はうなずく。

「う、うん。あのね、ここ、二、三日の話なんだけど、わたしの家の病院……白しら塚つか病院っていうんだけど、富ふ士じ山やまくん、知ってる？」

「う、うん」

　譲ゆずるからの情報でね……と、キヨタカは若干こみあげてくる後ろめたさを押し殺して、にこやかに返事をした。

「すごいんだよー、しらのんのお父さん、お母さんが経営する病院は。ちょっと場所は遠いんだけど、本当、評判、よくって。県外からも患者さん、訪れたりするんだから」

　と、横からおにぎりをぱくつきながら、みさきが補足する。

「へー……」

「み、みさきちゃん……」

　みさきからの賞賛に、白乃ははにかみ、頬ほおをじんわりと紅あかく染めた。

「あ、ちなみにお母さんのほうが院長なんだよね。お父さんはお婿むこさんで」

「へー！」

「み、みさきちゃん！」

　さらにみさきは余計な補足をして、赤くなった白乃に怒られる。

　にゃはは、とみさきは笑った。

「えーっと、で？　白塚病院が、どうしたって？」

「あ、ご、ごめんなさい。で、わたしの家の病院じゃなくって、その近くにある、いまはもう潰つぶれちゃったパチンコ屋さんの駐車場なんだけど、そこに、最近、夜になると、たくさん、バイクが集まりだして……すごく、えっと、マフラーの音……？　エンジンの音……？　が、うるさいらしいの。しばらくすると、いなくなるらしいんだけど、でもそのあいだ、音がすごくって。ほら、病院には患者さんが入院しているから、パパとママ、困ったもんだなあ、って」

「ふーん……本当にいたんだなー、暴走族って」

　それが、白乃の話を聞いての、キヨタカの最初の感想だった。

　幸いにもというべきか、キヨタカの街には『暴走族』と称される、改造バイクに乗って暴走行為を繰り返す集団は、現在のところ存在していなかった。昔はけっこういたらしいが、これも時の流れなのか、いまではすっかり姿を消していたのだった。

「警察48時だっけか？　なんかそういうテレビのなかの出来事だとばかり思ってた」

「ね？　キヨタカ、ね？」

　と、ハルマが、おにぎりで口をもぐもぐさせながら、なにやらキヨタカに対して、同意を求めてくる。

「ん？　なにが？」

「だから……ね？　ねね？」

「いや、ねね？　とかいわれてもだな……ハッキリいってくれよ」

　食べたおにぎりで、またあらたにお米粒をつけたハルマのほっぺにキヨタカは指を伸ばし、つまんで、取りながら、彼女に尋たずねた。

　とたんにハルマは、むー！　とむくれだす。

（本当に鈍いですねー、キヨタカは……）

　え？　なんで？　と困惑してしまったキヨタカの頭のなかに、突如として、パンドラの声が響いた。

（な、なんだよ、おまえまで）

（ヒント）

　頭のなかで返事をしたキヨタカに、パンドラは続けて、いう。

（一、『暴走族』なるものは最近になって発生した。二、過去には大勢いた。三、現在では全滅していた。四、なのにまた発生した。五、〈箱〉を開いてしまった直後に）

　ここまでいわれれば、さすがのキヨタカも理解することができた。

（〈災厄〉、か……？）

　ハルマを見る。

　こちらの表情で察したのか、すっかりむくれていたはずのハルマの顔は、たちまちのうちに、にこやかなものへと変わっていった。

　ぱくん、とキヨタカがつまんでいたままのお米粒へ、飛びつき、指ごと食べる。

　突然の行為に驚くキヨタカに、指をくわえたまま、「ね？」と首を傾かしげてきた。

「は……はい」

　としかキヨタカには、答えられなかった。

　まわりの視線が、世間の風が、ああ、痛い。



　　　２



　夜になって。

　さっそくキヨタカとハルマは、白しら乃のから教えてもらった、毎夜、暴走族がたむろするという、白しら塚つか病院のほど近く、潰つぶれてしまったパチンコ店の駐車場へと向かった。

　例のごとく、キヨタカの自転車にふたり乗りになって、ちゃりちゃりこいで。

　はるばる、街の外はずれにある目的地まで。

　かなり前に潰れてしまったというパチンコ店の駐車場は、かなりの広さがあって、おまけに、管理するものもいないらしく、鎖などで出入り口を封じてもいなかった。

　なるほど、これなら暴走族も好き放題に入りこめるはずだ。

　無人のため、すっかり静まりかえった真夜中の駐車場の、その敷地を囲むフェンスの外に広がっていた茂みのなかへと、キヨタカとハルマは潜ひそむことにする。

　暴走族、と『族』の名がつく以上、相手は大人数なはずだ。

　そして不良でもあるわけで、下手に見つかったら、絡まれる可能性が高い。それでなくても〈災厄〉が宿っていた場合、譲ゆずるのときのように、あちらから襲ってくることだって考えられる。キヨタカひとりだけならともかく、ハルマも一緒である以上、なるべく危険は避さけたかった。

　まあ、相手が〈災厄〉なら、遠距離からパンドラ・バスター、かませばいいし？

　というわけで、キヨタカとハルマは駐車場脇わきの茂みに、隠れた。

　準備は、万端だった。

　まず、雑草の生い茂る地面には、レジャーシートを敷く。

　春ともなれば、虫もでるわけで、虫除けの機械に、虫除けスプレーだって忘れない。

　さらには、お茶の入った魔法瓶に、ハルマが持参した夜食用のバスケットケースもあって……なんだかちょっとばかり夜のピクニック気分ぽくもあったが、いやいや、しっかり準備するに越したことはないはずだ。たぶん。

　服装だって、完かん璧ぺきさ！

　キヨタカは、ちゃんと目立たないように、黄色いティーシャツの上に暗めの柄のジャケットを羽織って、下はブラックのジーンズ。ハルマは、いつもの漆しつ黒こくのフードつきマントに下に、紫色のワンピースを着て、脚はレギンスで覆っていた。

「はい、キヨタカ」

　そのハルマが、持参したバスケットケースをさっそく開けて、なかからサンドイッチを取りだし、キヨタカへと手渡してくる。

　うん、まあ、食べれるときに食べておかないとね？

　キヨタカは受けとって、ひとくちかじり、お!?　と声をあげた。

「美味いな、これ？　ハルマ、おまえが作ったのか？」

「ううん、じいやの手作りだよ？」

「へ、へー。セバスチャン？」

「じいやは料理、上手だから」

　たしかにね……とキヨタカは、肉厚のハムに新鮮なレタス、そしておそらくは独自に作ったのであろうマヨネーズ、ペッパー、ピクルス、パセリ、玉ねぎ入りのソースが一体となったサンドイッチの妙みよう味みを堪たん能のうしつつ、以前、そのじいやさんがキヨタカの家にハルマの着替えを持ってきたとき、ちらりと見た白い髪と白い髭ひげの顔を思い浮かべる。

　あの人の味か……。

「まだまだあるからね、キヨタカ」

「え？　あ、うん、ありがとな、ハルマ！」

　にっこり微笑ほほえみ、ハルマは魔法瓶からカップへと、湯気たつお茶を注そそいだ。「はい」とキヨタカへ手渡してくる。

　キヨタカは受けとって、ずず……と熱いほうじ茶をひとすすりし、そして、尋たずねた。

「なんか……楽しそうだな？」

「え？　そう？」

「うん。なんとなく、だけど」

　ハルマは、微笑んだまま、じっ、と下を見つめ、と思ったら、えへへ、と笑いだす。

「なんか、ピクニックみたいで……キヨタカは、楽しくない？」

「いや、まあ……」

　楽しくないこともないけど……といいかけて、キヨタカは、笑みを浮かべたハルマの、その淡あわい色彩を持った唇に、どきん、と胸を高鳴らせてしまった。

　思いだしていた。

　なるべく忘れようとしていた、このあいだの出来事を。

　街外はずれの浄水場施設へ、〈暴食〉の〈災厄〉を回収すべく、パンドラ・バスターを放ったあとのことを。

　魔力を充分に補充されたというのに、動かなかった自分。

　だからだろう、重なったままだったハルマ。

　お、オレは――。

　キヨタカは、はっ、となって、視線を背そむける。

「な、なにいってるんだよ。オレたちは、ここに、ぴ、ピクニックじゃなくって、〈災厄〉を回収するために来てるんだからさ。そ、そんな、楽しそうじゃ、困るなあ、うん、困る。ご主人さまが遊び気分じゃ、困るなあ、しもべとしても！」

　えええええー!?

　なにいってんの、オレェエエエー!?

　キヨタカは、自分で自分の発言が、信じられなかった。逆ギレにもほどがある！

「そ、そうだね、ごめん、キヨタカ！　わたし、ちょっと、浮かれちゃってた……そうだよね、わたし、自分が解放しちゃった〈災厄〉をぜんぶ回収するために、キヨタカのこと、巻きこんじゃってるんだもんね。遊び気分じゃ……ダメだよね。うん、反省」

　ちら、と覗のぞくと、ハルマはすっかりしょげかえって、うなだれてしまっていた。

「わ、わかればいいんだよ、うん」

　だというのに、この口ときたら、また！

　耐えきれず、キヨタカは、自分の腹を殴る。

　どすっ、どすっ、と重たい音をあげて、右腕で殴る。

「き、キヨタカ、どうしたの!?　おなか、そんな……まさか、さっきのサンドイッチ!?」

「違う。違うんだ。アレは美味しかった。ムチャクチャ美味かった。じいやさんにはよろしく伝えておいてくれ。これは、罰だから。自分自身に対する、罰だから。ハルマ、おまえは気にしないで……」

「気にするよ！　キヨタカ……あー、もう！」

　ハルマが、なおもひたすら、どすっ、どすっ、と自分の腹を殴り続けるキヨタカの右腕にしがみついて、どうにか自傷行為を止めさせようとした、そのとき。

　遠く、音が聞こえた。

　最初、キヨタカは空耳かと思った。

　しかし違う。音は、どんどんと近づいてくる。迫ってくる。うおんうおんとうなりながら、いくつも重なりあいながら、キヨタカとハルマが茂みに潜ひそむ廃パチンコ店の駐車場へと、つぎつぎになだれこんできた。

「お、おお……」

　キヨタカは自分の腹を殴るのも忘れて、フェンスごしにきらめくバイクの群れを眺めた。

　無数のバイクたちは、ヘッドライトの光とマフラーの排気音とをあたりにまき散らしながら、ぐるりと駐車場のなかを旋回し、やがて、真ん中へと集まりだす。

　先頭のバイクが、駐車場の真ん中で、停まった。

　その停まったバイクのまわりに、ほかのバイクたちも続き、停まる。

　ただし、あくまでもバイクたちはその場に停止しただけで、エンジンは回りっぱなし、ヘッドライトはつけっぱなしで、なるほど、これでは近くにある白しら乃のの病院の患者さんたちが、うるさいと迷惑がるのも、非常にうなずける話だった。

「わー……」

「なかなかどうして、迫力あるな……」

　生まれて初めて直に触れた暴走族の姿に、ハルマはただただ声を洩もらし、キヨタカは感じたままをそのまま述のべる。

　ん？

　と、ここで、キヨタカは気づいた。

　ハルマが、自分の腹を殴り続けるキヨタカを止めるため、殴る右腕に、がっちりとしがみついていたことに。

「お、おお……」

　キヨタカは、さきほど初めて暴走族が駐車場にあらわれたときとおんなじ声を洩もらす。

　ぬ、ぬくもりが！

　体温と、そしてやわらかさが！

　ところが、ハルマは、ぱっ、と身体からだを離した。

　そして、例の猫のぬいぐるみ型リュックのなかをがさごそと探って、なにか取りだす。

「はい、キヨタカ！」

　身じろぎひとつせずにハルマの行動を見守っていたキヨタカに向かって、彼女が差しだしたもの、それは、双眼鏡だった。

「持ってきてよかった！　夜だからどうかと思ったけど……あれだけ明るければ、きっとだいじょうぶだよ、キヨタカ！」

　うん、みんな、ヘッドライト、つけたままだしね。

　そうかそうか、準備のいいことだなあ、となぜか平べったくなった心で思いながら、キヨタカは双眼鏡を受けとり、覗のぞきこむ。ハルマはキヨタカの横に並んで、本当に準備のいいことに、ちゃんともうひとつ用意していた双眼鏡を構えて、覗きこんだ。

「ほー……」

　思っていたより、普通だった。

　キヨタカがテレビや漫画なんかで知っている暴走族というのは、なんというか、未来の戦闘機というか宇宙戦艦というか、とにかくすんごいかたちをしたバイクに乗っているものだったが、いま、キヨタカが双眼鏡ごしに覗くバイクは、じつに普通な、まともなかたちのものだった。

　いや、おそらく、細かい部分で、改造なんかは施されているのだろう。

　しかし、まったくバイクには詳しくないキヨタカの眼めから見たかぎり、その姿においては、街を走るバイクと、さほど変わらないように感じられた。

　乗っているライダーたちも、予想していたよりは、普通だった。

　全員、おそろいの黒い革のジャケットをまとってはいたし、頭もリーゼントやら、金髪でまるでヤマアラシのように立てていたものもいたが、特攻服を着てたりとか、手に木刀やチェーンを持っていたりなんかは、しない。

「なんなんだろうな、これ……暴走族……なのか？」

「暴走族だよ？　ただ、ひとくちに暴走族といっても、大きく分けて、二種類があってね……暴れるタイプと、そして走るタイプ。彼らは走るタイプってわけさ」

「へー……。いわれてみれば、なるほど、ヘンなかたちしたバイクじゃ走りにくいよな」

「そうそう」

　なるほどねー、と感心しかけて、キヨタカは、びくっ、と身体からだを震ふるわした。

　だれだ……いま答えたの！

　この場所には、キヨタカとハルマのふたりだけしかいないはずだ。あとはまあ、パンドラがいることはいるが、彼女はいつものようにキヨタカの右腕のなかで眠りこけていたし、もし話しかけてくることがあっても、直接、頭のなかへと声を響かせてくるはずだ。

　キヨタカは振り返り、そして、声をあげる。

「お、おま……ええ？」

　と、『おまえは……！』といいかけて、『ええ？』と驚きで締めた、マヌケな声を。

　なんだってそんなマヌケな声になったかといえば、淡あわい緑色の髪をした女が、ハルマが持参したバスケットケースから勝手にサンドイッチを取りだして、食べていたからだ。

「やあ」

　なんて、盗み食いしていた女は、悪びれずに片手をあげ、挨あい拶さつしてくる。

「お、おまえは……！」

　挨拶する女の、その緑色の髪や、凛り々りしい顔つき、ノースリーブのシャツにネクタイ、パンツルックに、キヨタカはこんどこそ、きちんと声をあげた。

　おまえは、あのときの、〈パンドラの箱〉を開けて〈災厄〉を解放してしまったとき、オレに意味深な言葉を投げかけた、既視感あふれる謎なぞの女！

　って、そこまでキヨタカはいおうとしたのに。

「キヨタカ！　キヨタカ！　キヨタカッ！」

　こんどはハルマに邪魔をされてしまう。

　ハルマはキヨタカが謎の女に驚くあいだも、双眼鏡を使って暴走族を見続けていた。

　そのハルマが、双眼鏡を覗のぞいたまま、ぶんぶん、と手を振ってくる。

「キヨタカ！　キヨタカ！　見て、見て見て！　あれ！　あれあれ！」

「な、なんだよ、どうした、ハルマ？　なんかあったのか？」

「いいから！　あれ！　早く見て！」

「いや、こっちもけっこー、びっくりな状況でだな……」

「早く！」

　キヨタカは、ちらちらとサンドイッチを盗み食いする謎の女を見ながら、ハルマに状況を説明しようとはしたが、なにせしもべなものだから、強くいわれれば断れない。

『早く！』といわれるままに、しかたなく双眼鏡を覗きこんだ。

「ん……？」

「真ん中！　いちばん偉そうな人！」

　ハルマの指示どおりに、駐車場の真ん中にたむろしていたライダーたちの、なんだろう、暴走族だから、総長とでもいえばいいのだろうか、それらしき人物を、捜す。

「ん？　んんん？　んんんんん？」

　んんんんんー!?

　ライダーたちは、リーダーらしき人物を中心にして輪になり、バイクを停めていたから、その人物はすぐにわかった。どうやら、暴走族も、学校や会社とさほど変わらず、生徒会長や社長的存在に従って、行動するようだ。

　その、まわりを囲む配下たちに向かって語っていた、リーダーらしき人物の、顔が。

「お、お、お……オヤジー!?」

　まちがいがない。

　頭はオールバックだったし、格好だって黒い革のジャケットにジーンズといった姿ではあったが、まわりからのヘッドライトに照らされたその眼め鏡がね顔は、見まちがえようもない、キヨタカ父のものであった。

「その後ろも！」

　と、ハルマにいわれるがままにキヨタカ父の後ろにふたり乗りでバイクでまたがる女性を見れば、ぶふー！　キヨタカは、思わず噴きだしてしまう。

「お、お、お……オフクロー!?」

　やはり髪型はポニーテールに変わっていたが、そのおっとりとした顔だちは、まぎれもなく、キヨタカ母、その人であった。

　あ、とキヨタカは思いだす。

　ここ数日、両親ともが、妙に疲れた顔で、ぼーっとしていたことを。

　これか。

　これだったのか！

　弟もしくは妹作りに励んでいたのではなくって、原因は、これだったのかー！

　そう心のなかで叫んでから、キヨタカは、自分の両親のまわりにいる暴走族のメンバーの顔をたしかめてみた。やはり、みな、姿格好こそ若いものの、その顔は、おじさん、おばさんのものばかりだった。

「な、なな、な……」

　なんなんだあ、これ。

　予想外にもほどがある光景に、ただただ呆ぼう然ぜんとするしかなかったキヨタカに、あの、例の女の声が、かかる。



「そんなに驚きだったかい……？　キミの育ての親が、昔、暴走族だったってことが」



　ぱっ、とキヨタカは振り返った。

　ハルマも、ようやく女の存在に気づいたらしい。振り返って、あいかわらずバスケットケースからサンドイッチを盗み食いしていた女を見て、「きゃっ」と声をあげる。

　キヨタカは、その盗み食い女に向かって、浮かんだ疑問をそのままぶつけた。

「お、おまえ、なんでそのこと、知ってるんだよ!?」

「き、キヨタカ……？」

　謎なぞの盗み食い女に対してか、それとも、その女が明かしたちょっとばかり衝撃の事実に対してか、ハルマは、不安げな顔で、キヨタカを見つめてくる。

　ふっ……と、謎の女が、笑った。

「そのこととは、なんだい、富ふ士じ山やま清きよ貴たかくん？　彼らがキミの本当の両親ではなく、あくまでも育ての親であったということかい？　それとも……」

「どれもこれもだ！　おまえの正体もふくめて！」

　と、たまらず、キヨタカが怒鳴ったときだった。

（おや～？）

　キヨタカの頭のなかに、声が響く。

　たちまちのうちにキヨタカの右腕は黒く染まり、そして、ドレス姿のパンドラが、のららららら～と姿を見せた。

「おおー、ひさしぶりですねえ～、〈希望〉」



    

  
    
      



    

  
    
      　あらわれるなり、パンドラは、女に向かってにこやかに挨あい拶さつを始める。

「ああ、ひさしぶりだね、パンドラ。元気そうでなによりだ」

　盗み食い女も、パンドラに対して、笑顔を返した。

「お、おまえら……知りあい……なのか？」

　キヨタカは、パンドラと盗み食い女を、交互に見やる。

「え～、知りあいといいますか……」

「ボクは〈箱〉に封じられていた、最後の〈災厄〉だよ」

　いいながら、盗み食い女は立ちあがった。

「さ、最後の〈災厄〉……？」

「ああ、そうさ。キヨタカくん、キミだって知ってるだろう？　キミたちが解放してしまった〈パンドラの箱〉……そのなかに最後に残っていたのが、なんなのか……」

「って、おまえ、まさか……」

「そう、ボクは〈希望〉なんだよ」

　まじまじと見つめたキヨタカの前で、女は、唇に微笑を浮かべながら、そういい放つ。

　さらに、自分は〈希望〉だと名乗った女は、フェンスの向こう、キヨタカの両親がリーダー格を務めていた暴走族の群れを、指さした。

「教えてあげよう。彼らを動かしているのは、〈郷愁〉の〈災厄〉だ」

「きょ……〈郷愁〉？」

「過去を懐かしむ感情のことだよ、キヨタカくん。その感情に、彼らはいま、身も心も囚われているのさ。いまの彼らは、社会というものに対してそれなりの責任を持つ大人ではない。過去の自分に、輝ける青春時代の少年少女としての自分に、戻ってしまっているんだ。キヨタカくんに、ハルマ。いまのキミたちとおなじ、十代の自分に……ね」

「十代の自分……だからオヤジたちは……」

　って、ちょっと待てよ？

　キヨタカは遠く、駐車場にて、いまだやかましくエンジン音をあげ続ける暴走族を眺めて、あれ？　と首を傾かしげた。

「つまりオヤジたちは、暴走族だったのかよ！」

　うっわー、マジかー……。

　知られざる両親の過去に、キヨタカは、ちょっぴり、ブルーが入る。

「だからね、キヨタカくん。ボクはキミの過去も知っているのさ。キミの両親に影響を与えた〈郷愁〉から、報告を受けていたからね。さっき説明したけど、〈郷愁〉の能力は、その影響下にあるものを身も心も過去へと飛ばすことができる。その過程でね、キヨタカくん、キミの両親の記憶も遡さかのぼることができたってわけさ」

「――そういうあなたは、なにものなの？」

　と、尋たずねたのは、ハルマだった。

「さっき、最後の〈災厄〉だっていってたけど……自分は〈希望〉だっていってたけど、〈パンドラの箱〉に最後に残されていた〈希望〉は、人類に対しての〈希望〉でしょ？　なのに、さっきの『報告を受けていた』なんて口ぶりだと、まるで、ほかの〈災厄〉を率いてるみたい！　もし、あなたがほかの〈災厄〉を従えているのだとしたら、どうして？　どうしてキヨタカのパパとママを、苦しめるようなこと、するの？」

　そう質問を浴びせて、じっ、と睨にらんだハルマに、〈希望〉は、薄く笑みを浮かべる。

「だから、わざわざ教えてあげに来たんじゃないか、ハルマ……」

「え？」

「苦しんでいるというなら、救いだしてあげればいい。その、ええと、パンドラ・バスターだっけ？　その力で〈郷愁〉を撃って、キヨタカくんのご両親を救いだしてあげればいいじゃないか。それだけの力が、キミたちにはあるだろう？」

「〈希望〉……あなたは？」

「じゃ、また会おう。キヨタカくんに、ハルマ。サンドイッチ、美味しかったよ」

　そういい残すなり、いきなり、〈希望〉は浮きあがった。

　高く高く夜空へと舞いあがり、そして、あっというまに星々にまぎれこんで、見えなくなる。

　完全に、キヨタカとハルマの前から、その姿を、消した。

「な……なんだったんだ、いったい……？」

「キヨタカ……」

　呆ぼう然ぜんとした思いで夜空を見あげていたキヨタカに、ハルマが、声をかけてくる。

　見ると、ハルマは、〈希望〉の消え去った空ではなく、フェンスの向こう、キヨタカの両親たちが青春時代に還って暴走族を励む駐車場へ、その視線をまっすぐに注そそいでいた。

「助けよう。キヨタカのパパとママたち、パンドラ・バスターで……助けよう！」

「お……おう！」

　キヨタカは、右腕を、砲身へと変化させた。
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　それから、無事、キヨタカとハルマは〈郷愁〉の〈災厄〉を回収することができた。

　回収して、キヨタカの両親たちを、過去への念から、救いだすことができた。

　まあ、いざパンドラ・バスターを発射するまでには、「どこに〈郷愁〉が宿っているのか」がわからず、こうなったらしかたない、全員を巻きこむぐらいまで威力を高めて放つしかないか、とも思いつめたが、〈希望〉の、『キミの両親に影響を与えた〈郷愁〉……』という言葉から、おそらく、バイクに――それも、総長であるキヨタカ父のバイクに――融合しているのだろうと狙ねらいを定めて、撃ち、みごと当てることができたのだった。

　その後、恒例の、魔力の補充も終え。

　すっ、とハルマが、キヨタカの唇から、自分の唇を、外はずし。

「あ、ありがとな、ハルマ」

「う、ううん」

　恒例の、もじもじもじな、恥ずかしタイムも、終えて。

「なあ、ハルマ……」

　遠く、駐車場で、〈郷愁〉の影響から逃れ、我に返ったキヨタカの両親もふくむ大人たちが、驚きつつも、なにやら互いに旧交を温め始めていたのを横目に見ながら、キヨタカは、ハルマに尋たずねる。

「ん？　なあに、キヨタカ？」

「知りたいか？　あのヘンなやつがいってたこと。オヤジとオフクロが、その、オレの、本当の両親じゃなくって、育ての……って話」

「べつに、いいよ」

　にこっ、とハルマは微笑ほほえみ、そして、いった。

「だってキヨタカ、本当は、あんまり話したくないんでしょ？　だったらいいよ。キヨタカが、心の底からわたしに話してもいいって思えるようになるまで、話さなくていい。ね？」

　おや？　なにやら、どこかで聞いたことがあるようなセリフだぞ？

「おまえな……」

　キヨタカは苦笑しつつ、ハルマの頭を軽く突っつく。えへへ、とハルマは笑った。

「そんなことより……」

　と、ハルマが片足をあげ、靴くつの裏をキヨタカに見せてくる。

「げっ……ま、またかよ？」

　思わずキヨタカは、声をあげてしまった。

　ハルマの靴の裏に、べったりとガムがへばりついていたからだ。

「おまえ……たしか今日、学校でも踏んでただろ？」

　キヨタカは屈かがみこんで、ハルマの靴の裏のガムを、きちんと忘れずに持ってきていたティッシュでもって、がしがしとこすり取ろうと、がんばる。

「あのときだけじゃ、ないよ？」

　ハルマは片足をあげていたため、崩れそうになったバランスを支えるため、キヨタカの肩に片手をつきながら、いった。

「ん？　どういうことだ？」

「あのときの前、朝、学校に来る途中、キヨタカと会う前にも踏んだし、学校の帰り、キヨタカと別れてからも、踏んだもん。それも何回も」

「そりゃ……ずいぶんとツイてないな。普通、そんなガムなんか踏まないぞ……」

「けっこうヘコむよ、キヨタカ？　ガムを踏んだすぐあとに、また踏むと」

「そんな経験、できればしたくねーなー……っと、よし、取れたぞ」

「ありがと、キヨタカ」

　礼を告つげて、ハルマはあげていた足を、下ろす。

　とたんに、びくっ、と固まった。

　おそるおそるといった様子で、地面に下ろしたばかりの足を、またあげる。

「いいっ!?」

　キヨタカは、自分の眼めを疑った。

　さっき取ったばっかりなのに、また、ハルマの靴くつの裏に、ガムがへばりついている!?

「こ、これは……」

　ま、まさか？

　キヨタカとハルマは、互いに顔を見あわせた。互いに、不安の入り混じった表情を浮かべながら。

　まさか……なのか？



    

  
    
      


08　〈恋れん慕ぼ〉
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　ようやく、午前中、最後の授業の終わりを告げるチャイムが、校内に鳴り響いた。

　起立、礼、着席！

　やっと訪れた待望の昼休みに、生徒たちはざわめきながら、つぎつぎと教室から飛びだしてゆく。

　昼食のパンや、弁当を買い求めにゆくもの。

　もうとっくに昼食なんか早弁として平らげていて、だから校庭や体育館へサッカー、バスケをしにゆく元気あふれるもの。

　連れだって、校庭の隅なんかで昼食を取ろうとするもの。

　もちろん、教室に残って、あらかじめちゃんと用意してあったパンなり弁当なりを食べだす生徒たちもいたが、なんにせよ、校内はそれら生徒たちで、活気づくこととなった。

　その活気を、キヨタカは、遠く、ハルマとふたり、聴く。

　いや、正確には、三人で、聴く。

　キヨタカ、ハルマ、そしてパンドラの三人で、普段は生徒の安全のためにきっちりと閉ざされていた、学校の屋上で、だ。

　校内から屋上へと続く扉には、もちろん、鍵かぎがかけられてあった。

　が、〈パンドラの箱〉の封印すら解とく、あのハルマが祖母から受け継いだ〈鍵〉の前では、たかだか一学校の扉の鍵など、存在しないも同然。ハルマが首からぶら下げていた〈鍵〉を扉の鍵穴へと差しこむと、あっさり、開いた。

　まさか、あの〈鍵〉にそんな使いかたがあったとはなー。

　さすがはハルマのおばあちゃんの遺品だよなー、とか妙な感想を覚えつつ、キヨタカは、初めて入った屋上を見渡す。

　背の高いフェンスに囲まれた屋上には、人の気配はまったくなかった。

　まあ、学校の屋上が封鎖されていることはみんな知っているんだから、当然ではあるのだが……これなら、いくらキヨタカの腕が黒くなろうが、一般人の眼めには映うつらないパンドラと会話しようが、だれにも見られることはない。

「よし……ハルマ、見せてみ」

「ん」

　キヨタカの言葉に従ってハルマがあげた片足の裏には、みごとに、ガムがべったりと張りついていた。

　はー、とキヨタカは、ため息をつく。

「こりゃどういう〈災厄〉なんだよ……〈不幸〉か？」

　と、キヨタカは、すでに自分の右腕から姿をあらわし、宙にふよふよと浮いていたパンドラに尋たずねた。

「う～ん……」

　しかしパンドラは、「う～ん……」とうなりながら胸の前で腕を組んだ姿勢で、空中を、くるん、くるん、と泳ぐばかりで、いまいち要領を得ない。

「ハルマに、なんらかの〈災厄〉が影響を及ぼしているのは、たしかです。ですが、その影響が、『ただひたすらガムを踏むようになる』だけ、というのは……ええ、キヨタカがいまいったとおり、〈不幸〉という名の〈災厄〉は存在します。ですが、もしこれが〈不幸〉のしわざであるならば、もっと多岐にわたって、いろんな角度から不幸になるはずなんです。とても、ただガムを踏むだけ、なんてことではすまないはずで……」

「じゃあ、なんなんだよ？　この地味かつ陰険な〈災厄〉は……とりあえず、いまのところは命に危険が及ぶようなことはないからいいようなものの！」

　キヨタカはハルマの靴くつ裏うらにへばりついたガムを取りながら、ちっ、と舌打ちした。

「問題なのは、どうも、この〈災厄〉はハルマだけにしか影響を及ぼしてないらしい、ってこった！　前のときと、あの〈暴食〉のときとは違う。あきらかに、ハルマだけをピンポイントで狙ねらってきてやがる！　くそっ！」

　なんだかもうたまらなくなってきて、キヨタカは奥歯をがぎりがぎりと噛かみしめる。

　ふふっ、と、ハルマが笑った。

「……なんだよ」

「ううん？　なんでもないよ？」

　と、いいつつも、ハルマの表情から笑顔は消えない。

　なぜか、妙に嬉うれしそうに、キヨタカには思えた。

「おまえな……なんだってそんな余裕なんだよ？　おまえ、いま〈災厄〉にやられちゃってんだぞ？　オレのオヤジとかオフクロみたいに、影響、受けちゃってんだぞ？　いったいなにが目的で、こんな、ひたすらガムなんかおまえに踏ませてるのかはわかんないけど、〈災厄〉たちにしてみれば、あいつらぜんぶを回収して元どおりに封じようとしているオレたちは、邪魔以外のなにものでもないんだからな！　いつ、命とか狙ってくるか……」

「だいじょぶだよ。だってわたしのことは、キヨタカがちゃーんと守ってくれるもん」

「へ？」

「キヨタカの、お友だちみたいに……街の人たちみたいに、キヨタカのパパとママみたいに、キヨタカはわたしのこと、絶対に守ってくれるもん！　でしょ？　違う？」

「ま……まあ、な」

「だから、わたしはだいじょぶ！　しもべのキヨタカがいるから！」

　そう笑って、ハルマはすでにキヨタカの手でガムを拭ぬぐい取られていた片足を下ろして、ぴょん、とひと跳ね、フードつきマントを踊らせながら、くるりと背を向ける。

　キヨタカは、なんだか気恥ずかしくなって、ぽりぽりと、鼻先をかいた。

「がんばってくださいね？　キヨタカ」

　宙から、パンドラが、そういってくる。

　いつもとおなじ、にこにこ顔のパンドラに、「うっせ」とキヨタカは返した。

「がんばるのはオレだけじゃなくって、おまえもだろ？　我らがご主人さまが命名したところの、あのパンドラ・バスターでな！」

「ええ、ですから、早く右腕、パンドラ・バスターにしたほうがいいですよ？」

「なに？」

　変わらず、にこにこしながら、パンドラは、上を指さす。

　その意味することを理解して、キヨタカは、弾はじけるような動きで上空を見あげた。

「うん……？　なんだ……？」

　薄雲のたなびく青空に、なにやら黒いしみのようなものが、ぽつぽつと浮かぶ。

　しみは、みるみるうちに、キヨタカのほうへと迫ってきた。

　ぎゃあ、ぎゃあ、という鳴き声が聞こえるころには、もうその黒い染みが、カラスの群れであったことがキヨタカにもわかった。

　わかったときには、すでに遅かった。

　キヨタカは、カラスの群れに襲われていた。

「く……くそっ、なんだってんだ、こいつらっ！」

　四方からまとわりついてくる黒い影に、キヨタカは両腕を振り回す。

　しかしカラスの動きは執しつ拗ようで、いくら払っても払っても、つぎつぎに飛びかかり、キヨタカから離れることはなかった。

「キヨタカ！　キヨタカ、キヨタカ！」

　というハルマの悲鳴を、無数のカラスの鳴き声、はばたきの向こうに聞く。

　ちらりと横目で覗のぞくと、黒い羽が飛び散るカーテンの奥に、懸命になってキヨタカの名前を連呼するハルマの姿が見えた。

　ありがたいことに、カラスの狙ねらいはあくまでもキヨタカだけらしい。

　とはいえ、たとえばキヨタカの身を案じたハルマが、助けようとして自分からカラスに手を出して、逆に襲われてしまう……なんて事態だって考えられないことはない。

　キヨタカは、よろめきつつ、ハルマから離れた。

　すっかり身体からだぜんぶをカラスにまとわりつかれているので、まわりがよく見えない。

　と、身体がフェンスに当たったことで、どうやら自分が、屋上の端までよろけながら移動したことを、キヨタカは知った。



    

  
    
      



    

  
    
      「パンドラ！　こいつらは！」

（もちろん、〈災厄〉の影響、ですよ）

「だろうな！　念のために訊きいただけだ！」

　よし……と、キヨタカは思う。

　このカラスどもが、〈災厄〉の影響を受けているというのなら。

「パンドラ・バスター！」

（はいは～い）

　キヨタカの叫びとともに、すでにパンドラの出現のために漆しつ黒こくに染まっていた右腕は、ぐねぐねと変形を始め、すぐさま、砲身へと変わった。

　キヨタカは、その砲口を、まわりのカラスたち――へではなく。

　地面へと、向ける。

　自分が立つ、屋上の床へと向けて、そして。

「喰くらいやがれッ！」

　撃った。

　キヨタカの視界を、意識を、青白い閃せん光こうが、包んでゆく――。
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「キヨタカー！　キヨタカー！　キヨタカー！」

　遠く、ハルマの声が聞こえる。

　涙の混じったその声に、キヨタカは、思った。

　やめろよ……泣くなよ……。

　おまえに泣かれると、オレは、なんだか切なくて哀しくて、辛くなっちゃうんだよ……。

　思って、薄目を開ける。

　ハルマは、キヨタカにしがみついて、涙でいっぱいだった眼めを、大きく見開いていた。

　正しくいえば、自分で発射したパンドラ・バスターに巻きこまれて、意識を失って屋上の床に仰向けのかたちでぶっ倒れていたキヨタカの胸元に、しがみついて、ひたすら「キヨタカー！　キヨタカー！　起きて、キヨタカー！」と名前を連呼していたハルマが、なぜか、驚いたような顔で、こちらを見つめていたのだった。

　キヨタカは、まさか……と思いながら、こわごわ、訊く。

「え、えーと、ハルマ？　いま、オレ、なにか……」

「うん！　わかった、もうわたし泣かない、キヨタカ！　もうキヨタカのこと切なくて哀しくて、辛い思いになんか、させないから！」

　そういって、ハルマはキヨタカの首筋に飛びつき、ぎゅーっと抱きしめてきた。

　マージーでーすーかー。

　自分がもうろうとした意識のなか、はからずも語ってしまったあまりにも恥ずかしいセリフに、キヨタカは、ただただ空を見あげた。空は、青かった。

　うう……。

　ぐすっ、と鼻をすすりながら、キヨタカは身体からだを起こす。

　キヨタカは、屋上の端、フェンスのほど近くに、倒れていた。

　そして倒れていた自分のまわりには、何十匹ものカラスが、ぴくりとも動かず、落ちていた。

　なんとなく、キヨタカは、その一匹を、指で弾はじく。

　弾かれたカラスは、すぐさま意識を取り戻し、あっというまに飛び去っていった。

　他のカラスたちも、それにつられたように、つぎつぎと意識を取り戻し、キヨタカとハルマがいる屋上から、羽ばたいてゆく。

　あとには、無数の黒い羽根が、残されるだけとなった。

「た……倒しちゃったんじゃ、なかったの、キヨタカ？」

「倒すほどの威力でパンドラ・バスターを放っちゃったら、オレもただじゃすまないだろ？　とりあえずは、あのカラスたちを動かしていた〈災厄〉の影響さえ払えればいいわけだから……オレを襲っていたカラスたちがぜんぶ、床に当たって返ってきたパンドラ・バスターの光弾内に入る程度に威力を抑えて、ぶっ放したってわけだよ」

　じつはかなりイチかバチかだったことは、キヨタカはハルマには内緒にしておいた。

　また泣かれでもしたら、その、困るし。

「あー、しかし、ヒデエな……」

　キヨタカは自分の制服がけっこう汚れていたことに気づいて、叩たたく。案の定、埃があがった。威力を抑えたせいか、前に譲ゆずるを撃ったときのようにすっかり黒こげにはなってないものの、やはりそれなりにダメージはあったようだ。

　このぶんじゃ、顔なんかも汚くなってるんだろうな……。

　洗わなくちゃなあ、と思いつつ、キヨタカは立ちあがろうとして、ふと、横で、ハルマがぺたんと座りこんで、軽く唇を前に出しながら、眼めを閉じていたことに気づいた。

　あ。

　そ、そっか！　そうだった！

　キヨタカは思いだす。パンドラ・バスター撃ったら、魔力、補充しなきゃ！

　思いだしたとたん、現金なもので、さーっと身体から力は抜けてきた。

　ぬぐぐ、とふらつきかけた身体を根性でどうにか支えて、ハルマの両肩に、手を置く。

　びくん、と震ふるえたハルマの、その淡あわい薄桃色の唇へ、屋上にはだれもいないんだってわかってるけど、きょろきょろとあたりを見回してから、キヨタカは、自分の唇を重ねた。

　すぐに魔力は補充され、キヨタカの身体からだには力が戻る。

「あ、ありがとな、ハルマ」

　今回、キヨタカは、すぐに唇を離して、そういった。

　が、しかし、ハルマは、眼めを閉じたまま、唇はキスのかたちにしたまま、動かない。

「は、ハルマ？　もう魔力、もらったから……」

「聞こえない」

「え？」

「ご主人さまは、いま、しもべの声は、聞こえないんだよ、キヨタカ」

　とだけ、ハルマはいった。

　キヨタカは、ぐびりと、喉のどを鳴らす。

　もういちど、屋上にはだれもいないんだってよーくわかってるんだけど、きょろきょろとあたりを見回してから、唇を、重ねた。
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「しかし……〈災厄〉のやつら、とうとう直接、オレたちのことを襲うようになってきたか……これから、気をつけないとな」

　キヨタカは、とりあえずもう校舎のなかへ戻ろうと、屋上から校内へと続く出入り口へ向かいながら、そうハルマに話しかけた。

「うん」

　と、ハルマはうなずいて、そしてキヨタカを見あげる。

「でも、なにかあったら守ってね？　キヨタカ」

　キヨタカは、ついさきほどの出来事を思いだして、どきっ、と胸を高鳴らせつつ、「お、おう！」と答えた。

「守ってやるさ、絶対に！」

　キヨタカの言葉に、にっこり、ハルマは笑う。

　笑って、駆けだした。

「キヨタカ、キヨタカ、わたしのしもべ～♪　立派な立派な、わたしのしもべ～♪」

　そんな歌まで唄うたいながら、ハルマは屋上の扉を通って、校舎のなかへと消えてゆく。

「――きゃっ！」

　消えたとたんに、校舎のなかから、ハルマの小さな悲鳴が聞こえた。

　彼女のあまりのはしゃぎっぷりに、苦笑しながらそのあとを歩いてついていったキヨタカは、突然の悲鳴に、肝をつぶし、すぐさま駆けだす。

「ハルマッ！」

　校舎のなかに飛びこむと、ハルマは、入ってすぐの場所で、床に尻しりもちをつけたまま、そのお尻を押さえ、ひーん、といまにも泣きだしそうに、顔を歪ゆがめていた。

「ど……どうした？」

「バナナ！　バナナ、バナナだよキヨタカ！　つるんって！」

　ハルマの言葉に、キヨタカが見ると、床には、よれたバナナの皮があった。

　思わずキヨタカは、はは、と笑ってしまう。

「踏んで、すべって、ケツからどーん、ってか？　すごいな、いまどきコントでもあんまり見ないぞ、そんなベタなの」

「キヨタカのバカ！　笑いごとじゃないんだから……お、おしり、痛い……」

　うう……とうめくハルマに、キヨタカは「悪い悪い」と手を伸ばした。

　その伸ばした右腕が、いつのまにか、勝手に漆しつ黒こくに染まっていたので、キヨタカは驚く。

　ひゅるん、とドレス姿のパンドラが、あらわれて、いった。

「本当に、笑いごとじゃありませんよ～、キヨタカ～？」

「おまえ、こんなところで……！　って、ナニ？」

　パンドラの姿は一般人の眼めには映うつらなくても、キヨタカの右腕の変化は、キヨタカの肉体をベースにしているので、見えてしまう。つまり、キヨタカの右腕が漆黒に染まったり、パンドラ・バスターに変形すれば、わかってしまうのだ。

　だから、人の目がある校内で、勝手にあらわれるだなんて……！

　そうとがめかけて、キヨタカは、パンドラの言葉に、うん？　と眼を細くする。

「笑いごとじゃない……だって？」

「普段、屋上は閉じられていて、人の出入りはないんですよね？　なのに、どうしてこんなところに、バナナの皮なんて落ちてるんだと思います？　人の近づく理由のない、この場所へ」

　キヨタカは、ひやりとしたものを感じた。

「おいおい……待てよ、それって、まさか」

「一段階、進んだかもしれませんねー。『ひたすらガムを踏むようになる』から、『ひたすらバナナの皮を踏むようになる』、へ」

　嘘うそだろ……!?

　キヨタカは、眼を剥むく。
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　放課後と、なった。

　たちまちのうちに廊下は、帰宅する生徒、部活動へ向かう生徒、その他、生徒会の活動におもむく生徒などなどで、混雑する。

　それら生徒を押しのけるようにして、キヨタカは進んだ。

　ゆっくりと、だ。

　身を屈かがめ、注意深く、床になにか落ちてないか、探しながら、進む。

　腕を広げて、行き先を阻む生徒には、「邪魔だ！」と鋭い眼光にて積極的にアピール。入学式当日にセンパイがたをぶちのめしたのが功を奏してか、みな、おとなしく廊下を開けてくれた。さながら、モーゼの十戒のごとく、人の群れは開いてゆく。

　そうして、床を警戒しながら進む自分の後ろを、ハルマには歩かせていた。

　ハルマの両隣、左右には、みさきと白しら乃のも並ぶ。

「いやー、さすがだね、キヨちんは。うん、さすがだよー！　このしもべっぷりは、じつに堂が入ってる！　素晴らしい。素晴らしいよ！」

「み、みさきちゃん……！」

　ひたすら感心するみさきと、まわりを気にして恥ずかしがる白乃に挟まれたハルマが、いった。

「キヨタカ……たかがバナナの皮を踏むくらい、わたし、べつにいいよ？」

　床に這はいつくばらんぐらいのいきおいで屈み、バナナの皮を構成する色、黄色と白がないか探しまくっていたキヨタカは、屈んだまま、首だけを曲げ、肩ごしに睨にらむ。

「おまえな、たかがバナナぐらいって……思いっきりケツを打って、泣きそうになってたじゃねーか！　いや、ケツならまだいい！　下手に転んで頭なんか打ったらどうなるか……脳のう挫ざ傷しようでぽっくりとかな、あるんだからな！」

　ふしゅー！

　鼻息荒くキヨタカは前に向き直り、バナナの皮の探索に戻った。

　と、視線の端に、黄色がかすめる。

「そこォ！」

　びし、とキヨタカは指さした。

　生徒たちは、びくく、と身体からだを震ふるわして、いっせいにキヨタカが膝ひざ立だちになって指さした場所から、離れる。

　そこにあったのは、床にへばりついた、黄色い付ふ箋せんだった。

　ちっ、とキヨタカは大きく音をたてて舌打ちし、バナナの皮探索を続ける。

　なにやら、はー、と、ハルマが息を吐くのを、聞いたような、聞かないような。

　なにはともあれ、玄関へと、到着した。

　生徒用の下足箱がずらりと並ぶ玄関を見ながら、ふー、とキヨタカはおでこに浮いた汗を手で拭ぬぐう。いやいや、油断は禁物だ。ここからが本番なのだから。男は一歩、外に出れば七人の敵がいるという。ハルマが外に出れば、七つのバナナの皮が待っているのだ。

　キヨタカは、視線はハルマの足下から決して離さず、下足箱から、自分の靴くつを取った。

　ひらり。

　なにかが、キヨタカの靴が入っていた下足箱から落ちて、床へと落ちる。

　ぬ？

　拾いあげると、それは、小さな手紙の封筒だった。

　真っ白な、洋風の便せんで、あて名らしきものはどこにも見あたらない。ぬぬ？　ぬぬぬ？　キヨタカはあて名のない手紙の封筒という、見慣れない物体を、縦にしてみたり横にしてみたり斜ななめにしてみたり、かざして片目で睨にらんでみたり、した。

「うわっ!?　それ、ラブレターじゃないの、キヨちん!?」

　と、驚きの声をあげたのは、みさきだった。

「らぶれたあ……？」

　なんか、どこかで聞いたことがあるような単語の響きだな？　らぶれたあ、らぶれたあ、らぶれたー、やぶれたー……キヨタカはぶつぶつとつぶやいて、まあいいや、と制服のポケットに、とりあえず、ぐしぐしとつっこんでおく。

「キヨタカーッ！」

「うひっ」

　ハルマに、叱しかられた。

「な、なに？　どうしたの？」

「なにその乱暴なあつかいかた！　キヨタカは乙女の純情を、どう思ってるの!?」

「お、乙女の純情……？」

　なんとまあ、ぷんすかー！　と怒っているのは、決してハルマだけではなく、みさきはうんうんと大きくうなずき、白しら乃のはじとーっと睨んできて、さらには、まわりの女子までもが、敵意に充ち満ちた視線を、キヨタカへと向けてくる。

　ここでキヨタカは、ようやく、さっきの『らぶれたあ』がなんなのか、わかった。

「うおっ、これ、ラブレターだったのか!?　あの伝説のッ!?」

　無理に制服のポケットにつっこんでしまおうとしたせいで、ちょっぴり歪ゆがんでしまった白い洋風の便せんを取りだし、眺める。

　わー……これが……。

「へー、初めてもらった……」

　と、キヨタカは、さっそくべりべりと便せんの封を開こうとして、ぱかーん、とハルマ、みさき、白乃の三者から、叩たたかれた。ハルマにはすねを、みさきには後頭部を、白乃には背中を。

「あうっち！　な、なんで？　どうして？」

「だから、乙女の純情が詰まった手紙を、キヨタカ……！」

「いくらなんでも、それはないよー、キヨちん。うん、ないなー」

「しかたないよ、ハルマちゃん、みさきちゃん……富ふ士じ山やまくんは、がさつだから」

　ううう……と、キヨタカはなんだか泣きそうな気分で、こんどはなるべくそっと、便せんの封された部分を、静かに開封してゆく。

　なかから折りたたまれた手紙を取りだし、広げた。

「えー、なになに……富士山くん、突然、こんな手紙を送られて、さぞかし……」

「いちいち読みあげるなー！　バキヨタカー！」

「アウトだよ！　アウトすぎるよキヨちん！」

「死んでしまえばいいのに……！」

　またもハルマ、みさき、白しら乃のの三者から、しかもさっきより強く叩たたかれ、キヨタカは本当に死にたい気分になりながら、すっかり涙で歪ゆがむ文字を、絶対に音読しないように気をつけて、読む。



　富士山くん、突然、こんな手紙を送られて、さぞかし困惑しているだろうと思います。

　ですが、会って、わたしの思いを伝えたいのです。

　今日の放課後、学校の屋上で、待っています。

　ずっと、富士山くんのこと、わたし、見ていました。ずっと、ずっとです。



「ほう……」

　わー、すげー綺き麗れいな字だなー、やっぱりこれ、ボールペン習字とかやってんのかなー。

　と、生まれて初めてもらったラブレターのせいか、どうもキヨタカは、妙なところにばかり感心してしまうのを止められなかった。

「なんだって、キヨタカ？」

「いや、屋上で待……」

　ううん!?

　キヨタカは、内容のおかしさに、やっと気づく。

　まず、差出人の名前がない。

　普通、ラブレターだというなら、自分の名前ぐらい、書くものなのではないだろうか。

　そして、待ちあわせ場所の、『学校の屋上』という言葉だ。

　学校の屋上は、普段、安全のために、閉め切られているのに。

　なのに、どうやって待ちあわせるつもりなんだ？　入れないのに？

　いや、まあ、いまは入れるんだけど……。

　キヨタカは、今日の昼休みに屋上の扉の鍵かぎを開け、侵入した際、帰りにまた鍵をかけることをすっかり忘れていたことを思いだした。あのときは、いきなりハルマがバナナの皮で滑って転んで尻しりもちをつくわ、その原因が〈災厄〉の影響の悪化にあると知るわで、とても鍵かぎどころではなかったのだ。

　怪しい……。

　怪しすぎる。

　キヨタカは、しばらく、じっ、とラブレターの文面を睨にらんだ。

　よし、と決意して、視線をハルマへと向ける。

「なあ、ご主人さまよ……」

「え？　な、なあに、キヨタカ？」

　眼めを丸くするハルマに、キヨタカは、こういった。

「しもべから、ちょっとお願いがあるんだけどな？」
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　キヨタカは、屋上の扉の、前に立った。

　すこしその扉を見つめて、ふう、と息を吐く。

　ドアノブに手をかけ、回した。やはり鍵はかかっておらず、扉は開いた。

　扉を開けたとたん入りこんできた風に、キヨタカはかすかに目元をしかめながら、屋上へと足を踏み入れる。

　踏み入れて、そっと、扉から手を離した。

　後ろで、自然に扉が閉まるに任せる。

「んん……？」

　キヨタカは、眼を凝こらした。

　相手は探すまでもなく、正面の、屋上を囲む高いフェンスのそばに、こちらを向いて立っていた。

　ちゃんと、女の子だった。

　ひとつの可能性として、キヨタカは、相手が男で、おまけに複数で待ち伏せしていることも考えに入れていた。要するに、キヨタカを狙ねらう不良たちが、ラブレターと称して呼びだしをかけた可能性もあると、思っていたのだ。

　相手はちゃんとした女の子で、そして、学校の制服を着ていた。

　ここでもうひとつ、キヨタカがあるんじゃないかと思っていた可能性が、消える。

　キヨタカは、不良でなければ、あの盗み食い女である〈希望〉が待っているんじゃないかと思っていたのだ。

　目的はなにかといえば、キヨタカとハルマを引き離すためである。

　生まれて初めてもらったラブレターに浮かれたキヨタカが、のこのこと〈災厄〉の影響下にあるハルマから離れることを企たくらんでいたのではないかと、そう考えていた、のだが。

　しかし、待っていたのは、一いつ見けんすると普通な、おなじ学校の女の子であった。

　キヨタカを見て、ぱっ、と笑顔を浮かべ、すぐに緊張して、ぎゅっ、と唇を噛かみ、胸の前で拳こぶしを握った、本当、ごくごく普通の女の子だった。

　んんんんー……？

　彼女が、意を決したように、たったったっ、とキヨタカのほうへ、駆けよってくる。

　キヨタカは、自分のところにやってくるまで、じーっと、ひたすら彼女を観察した。

　まったく、見覚えが、ない。

　おさげ髪を後ろに伸ばし、頬ほおにはほんのりとそばかすが浮く、派手なところはぜんぜんない、なんというか、じつに純朴そうな女の子だったが、キヨタカの記憶にはちっとも存在してはいなかった。

「えっと……」

「は、ハイ！」

　すぐそばで立ち止まって、おそらく緊張のためだろう、すこし呼吸を荒くしていた彼女に、キヨタカは、こんどは曲がったりしないよう気をつけて制服のポケットにしまっていた、あの真っ白な便せんを、見せる。

「この手紙、くれたのって……」

「わ、わたしです！」

　うーん？

「なんか手紙だと、ずっとオレのこと、見てたって……」

「は、ハイ！　ごめんなさい！　すみません！」

　ぺこぺこと、彼女は頭を下げだした。

「いやいやいや、べつに謝る必要は……ど、どういうことなんだろ。もしかして、おなじ中学とかだった？」

「お、覚えててくれました？」

「あ……ごめん。その、覚えてない。さっぱり」

　彼女はうつむき、それでも、笑みを浮かべる。

「い、いいんです。富ふ士じ山やまくんとお話ししたこと、いちどしかありませんでしたから」

「は、話した？　オレと？」

「ハイ……いちど……わたし、富士山くんに、助けてもらったことが、あって……」

　ま、マジで？

　キヨタカは眼めをぱちぱちとまばたきして、目の前で、もじもじと恥じらう彼女を見た。

「その、助けたっていうのは、アレ？　不良どもをボコボコにして……って、やつ？」

　こくん。

　彼女はうなずく。

　キヨタカは、困った。

　ダメだ、かすかにも覚えてない！

「ごめん！　本当に申し訳ない！　け、ケンカした場面があまりにも多すぎて、えっと、だれをボコボコにしたときだっけ？　あー、いや、でもな！　オレ、よっぽど印象に残るやつじゃないと、ケンカした相手すら覚えてないからな……あー、もう、ケンカを売ってくる相手が多すぎるんだよな～！」

「い、いいんです、いいんです！　わたし、地味ですから！」

「いやいや、ケバいのよりは地味なほうがいいじゃんか！」

「そ……そうですか？」

「え？　あ、う……うん」

　恥ずかしげに頬ほおを染めながら、これまた嬉うれしそうに微笑ほほえむ彼女に、キヨタカは、心拍数の高鳴りを覚えながら、ぶんぶんとうなずいた。

　彼女はすっかり照れて、下を向き、唇を噛かみ噛かみする。

　しばらくそうやって顔を真っ赤にしていたが、やがて、意を決した様子で、顔をあげ、キヨタカをまっすぐに見つめてきた。

「富ふ士じ山やま……くん」

「は、はい」

「わたし……ずっと富士山くんのこと、見てました」

「あ、うん、手紙にも書いてあったね」

「ハイ。だから……知っています。富士山くんと、穂ほ村むらさんの……こと」

「ああ、まあ、もう、有名だよね……」

　ご主人さまと、しもべとして……。

　と、キヨタカは、力なく笑いかけようとして。

「違います。富士山くんと穂村さんが、その、ご主人さまと、しもべなんていう、そんな関係じゃなくって……わたし、見ちゃったんです！　今日、屋上で……！」

　彼女のこの言葉に、顔の筋肉を引きつらせてしまった。

　なに？

　なんだって？

　見た？

　見ただと？

　今日の屋上のアレを？　キヨタカとハルマが、一般人の眼めには映うつらないパンドラと会話している、要するに、普通の人には、自分たちがなにもない空中にただ話しかけているようにしか見えないという、シュールな光景を――とか、そんなのはどうでもいい！

　キヨタカが、カラスの群れに襲われたところを。

　そのカラスたちを、パンドラ・バスターで退けるところを。

　つまり、キヨタカの右腕が、黒く変色し、さらにはぐにぐにとうごめいて、変形し、砲身へと変わるところを……見たってのか！　この子は！

「きゃっ!?」

　キヨタカは、彼女に飛びついて、その華きや奢しやな肩を、強くつかんだ。

「な……なにが目的だ……？」

「え」

「なにだ？　なにが欲しいんだ？　いってみろ！　ただし、金ならないぞー!?」

「わ、わたし……」

「ど、どうすれば……こ、こうなったら、脳に強い衝撃を与えて、記憶障害に……！」

「――バカー！」

　めこーん。

　キヨタカの後頭部に、強い衝撃が襲った。

　くわん、くわん、くわん、とキヨタカは、揺れる頭のまま、ふらつく。あ、あれ？　ここはどこだ？　オレはだれだ？　キミがロミオ？　ボク、ジュリエット？

　振りむくと、小学生くらいの女の子が、手に木の杖つえを持って、口をへの字にしていた。

「あ、キミがジュリエット？」

「バカー！」

　なこーん。

　こんどは、正面から、どうやらジュリエットではなかったらしい少女に、杖で殴られる。

　後頭部から脳に強い衝撃を受けることで失った記憶は、前頭部から脳に受けた強い衝撃によって、回復したらしい。キヨタカは、どうにか自分を取り戻すことができた。

　頭の前後を襲う激痛とともに。

「うあ!?　は、ハルマ!?」

　頭の前後を手で押さえながら、キヨタカは、目の前に飛びだしていたハルマに、驚く。

　フードつきのマントを風にはためかせていたハルマは、腰に両手を当て、ぷんすかぷん！　とすっかり怒っていた。

「キヨタカ！　女の子に、キヨタカはいったいなにをやってるの！」

「いや、なにやってんのって……おまえこそ、なに、出てきてんだよ……？」

　本当なら、ハルマは、扉の外で、待っているはずなのに？

　そう、キヨタカは、怪しげなラブレターの待ちあわせ場所へおもむく際、ハルマも一緒に連れてきていたのだ。そして、すぐ近くで待ってもらって、たとえハルマの身になにかあろうとも、すぐにキヨタカが向かえるようにしていたのだった。

　なのに、表に出てきちゃって。

　打ちあわせと、違うじゃないか！

「女の子はか弱いんだから、だからやさしくしてあげなくちゃいけないんだよ、できるだけ！　わかってるの、キヨタカ！」

「そ、それはさすがのオレだってわかってるよ！　女の子にはやさしくだろ……？　わかってる、わかってるさ……って、違う！　あのな、この子は知ってるんだぞ、今日の昼の、あの出来事を！　だからオレは……！」

「バカー！」

　たこーん。

　ハルマが突き上げた杖つえの柄の部分が、キヨタカの顎あごを撃ち抜く。ぐはー！　たまらず、キヨタカは屋上の床に、ぶっ倒れた。

「きちんと彼女の話を、最後まで、聞く！　なにを見たのか！」

　な、なんだってんだよ、もう……！

　キヨタカは、顎を押さえながら、今日の昼、屋上で起きた出来事のすべてを知ってるはずの彼女を、床に倒れたまま、見あげる。

　と。

　彼女は、泣き笑いのような、なんともいえない表情を、浮かべていた。

「やっぱり……かなわないなあ。穂ほ村むらさんには……わたし、かなわない」

　ふるふると、顔を横に振る。

「ええ。わたし、見ました。今日のお昼……富ふ士じ山やまくんと、穂村さんが、ふたり、連れだって、どこかへ歩いていくのを……いけないとは思ったんです。思ったんですけど、なぜか、ふたりで階段を上っていって……屋上、入れないはずなのに。なんか、どきっとしちゃって、あと、つけたりなんかしてしまって……そうしたら、鍵かぎがかかっているはずの屋上の扉、富士山くんと穂村さん、開けて。なか、入っていって。わたし、ダメ、覗のぞいたりなんかしちゃいけない、帰ろうって、なんども思ったんですけど……ぴかって、なにか屋上の扉ごしに、光って。不思議に思って、つい、覗いてしまったら……ふ、富士山くんと穂村さん、き……キス、してて……」

　え？

　キヨタカは、床に倒れたまま、眼めを丸くした。

　そ、それ？

　見ちゃったの、それなの？　キス？　パンドラ・バスターじゃ、なくって？

　な、なんだよ……と、キヨタカは、ほっ、と息をつく。

「びっくりさせるなよ……」

　と、安あん堵どのあまり、ついつい、声にだしてしまった。

　そのキヨタカの言葉に、精一杯の告白をしてくれた彼女は、びくん、と身体からだを震ふるわす。

　あ、とキヨタカが思ったときにはもう遅く、眼めにいっぱいの涙を溜ためた彼女は、ぎゅーっと唇を噛かみしめるところだった。

　噛みしめたために、ぼろぼろと、彼女の眼からは、涙がこぼれ落ちる。

「ご、ごめ、ごめんなさ……」

「あ、違う！　違うんだ！」

　泣きながら、彼女は駆けだした。

「キヨタカ、早く追う！」

　というハルマの声に、キヨタカは立ちあがりながら、「わかってるって！」と振りむき、返事をする。

　返事をして、ぎょっ、となった。

　ハルマの足下のまわりときたら、バナナの皮であふれんばかりになっていたからだ。

「ま……まさか？」

　あの彼女が、バナナを？

　正確には、あの彼女と融合した〈災厄〉が、ハルマに、影響を……？

　え、ええい、とにかく！

　キヨタカは彼女を追うことにする。

　彼女は、屋上の端まで走って、そこで立ち止まり、フェンスに手をかけて、うなだれ、はあ、はあ、と息を荒くしていた。

「ごめんなさい。富ふ士じ山やまくん、ごめんなさい。そうですよね、わたし、まるで、すっかりストーカーで……もう、富士山くんの前にはあらわれませんから。富士山くんと穂ほ村むらさんの邪魔はしませんから。ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい」

「いや、違う！　キミは悪くない！　オレが悪いんだ。オレが勘違いして……」

　と、キヨタカはなだめようとして、あることに気づく。

　彼女の足下の、妙に焦げた床。

　まわりに散らばる、黒い羽根。

　そして、いま彼女が手にかけていたフェンスの、その変色ぶり。

　フェンスの変色ぶりときたら、丸く、まるで、今日の昼のパンドラ・バスターの威力の範囲内だったかのような……。

　だ、だいじょうぶだよな？

　そんな、いくら変色していたって、もろくなってなんか、ないよな？

　と、キヨタカが思った、その瞬間。

「わたし……ごめんなさい！」

　彼女が、気が昂たかぶるあまりか、フェンスに、音を立ててしがみついた。

　しがみついたとたん、変色していたフェンスは、その色が薄くなっていた部分から、ぱきき、と折れ、そして、ゆっくりと、彼女は、しがみついていたフェンスごと、倒れてゆく。

　がしゃん、と外側に向かって倒れた彼女は、フェンスにのって、軽くバウンドして。

　下へと、消えていった。

「――キヨタカーッ！」

　ハルマの声を聞くまでもなく、キヨタカは駆けていた。

　丸く、ぽっかりと空いたフェンスの穴をくぐりぬけ、まったくためらうことなく、落下しつつある彼女へ、飛びつく。

　足りないぶんは、校舎の壁を蹴けって、追いついた。

　キヨタカは彼女の身体からだを抱きしめて落ちつつ、あたりを素早く見回す。が、残念ながら、つかまれそうなポイントも、クッションとなりそうな木々なんかも見あたらない。

　だったら！

「パンドラァ！」

（はいはい～）

　キヨタカは、右腕を砲身へと変えた。



    

  
    
      



    

  
    
      「パンドラ・バスター！　いっけええええええー！」

　腕を伸ばし、砲口をみるみる迫る地面へと向け、放つ。

　砲身から放たれた青白い光弾が、真下の地面へと当たって、爆発を起こした。

　視界はくらみ、土つち埃ぼこりは飛び、そして、どうじに、爆風が、巻きあがる。

　そのとき、たしかに一瞬ではあったが、巻きあがった爆風によって、落下していたキヨタカと彼女のいきおいは、ほとんど止まるくらいにまで、弱まった。

　うし！

　キヨタカは彼女の身体からだをしっかりと抱きしめ、くるりと背中を回す。

　彼女をかばうかたちで、落ちた。

　ぐっはー！

　覚悟してはいたことだが、過去最高クラスに近い衝撃が、キヨタカを襲った。

　これは、ああ、昔、トラックにはねられたのが近いかも知れないー。

　もうもうと立ちこめる土埃で、すっかり隠れてしまった空を見あげながら、キヨタカはそんなことを思う。

　だって、すっかり身体がしびれてしまって、力が入らないんだもん。

　いや、身体に力が入らないのは、コイツのせいか？　と、キヨタカは右腕を見た。とっくに砲身化は解とけていて、元の、肌色をした手が覗のぞくだけだった。

「ん……」

　と、少女がうめく。

「おい、だいじょうぶか？　どうだ？　痛いところとか、ないか？」

　まだ抱きしめていたため、至近距離にあったキヨタカの顔に驚いたか、きゃっ、と彼女は身をすくめた。え？　ええ？　とあたりを見回して、やがて、その視線は、キヨタカの右腕で、止まった。

「あ、あの……」

「バレたか？」

　キヨタカは、あえて笑って見せる。

「それをさ……今日の昼、キミに見られたのかと、オレ、勘違いしたんだ。だから……って、言い訳になんねーよな、女の子にあんな態度、取っちまって」

　彼女は、瞳ひとみをうるませて、ふるふると首を横に振った。

「いいえ、いいえ。いいんです。あとをつけるような真ま似ねをして、覗いたりなんかしたわたしがいけないんですから……富ふ士じ山やまくんは、富士山くんは、わたしの命の恩人です！　昔と、いまと、二回も助けてくれて……わたし、いまのこと、だれにもいいませんから！　黙ってますから！」

　そういって、キヨタカに抱きつく。

「その……昔の一回なんだけどさ、ごめんな、オレ、やっぱり、思いだせない」

「いいんです。だって……今回の一回は、もう、忘れませんよね？」

「そ、そりゃー、もう」

　至近距離でにっこり微笑ほほえまれて、キヨタカはどぎまぎした。

　その彼女の顔が、真剣なものとなる。

「富ふ士じ山やまくん」

「は、ハイ？」

「こんなときに、ですけど……わたし、富士山くんのこと、好きです。それを伝えたくって、わたし、富士山くんのこと、屋上に呼びだしたりなんかしたんです。富士山くんと穂ほ村むらさんが、つきあってるっていうのは、今日の、お昼の、あのことで、よくわかってたんですけど……だけど、だから、いわなくちゃって、そう、思って……」

「そっか、そっか……って、ちょっと待てよ。オレとハルマは、そーゆーんじゃないぜ!?」

「え？　だって……」

「ハルマはご主人さまで、オレはしもべで……だから、その、なんつーんだ、恋人関係ってわけじゃ……ないと、思う」

「じゃあ……わたしにもまだ、チャンスはあるって……ことですか？」

「え？　あ、あー、まー、どーなんだろ？　そういうことじゃない？　たぶん」

　くす、と彼女は、笑った。

「やっ……たあ……」

　無邪気な笑顔を見せて、そのまま、すーっと眠りにつく。

「お、おい？」

（だいじょうぶですよ、キヨタカ。気がぬけて、意識を失っただけです。ほら、キヨタカのようにがさつにはできてませんから、普通の人間は）

「お、オレだって普通の人間だっつーの」

　説明してくれたパンドラに悪態をつきつつ、キヨタカは、ほっ、と息を吐いた。

　そのとき、気を失った彼女の身体からだから、例の雪の結晶のような〈災厄〉の青白い光が、するりと抜けでる。〈災厄〉の光は、キヨタカの右腕に吸いこまれた。

（はい、〈災厄〉、回収成功です。おつかれさま、キヨタカ）

「な、なあ……。いま、どうして〈災厄〉は、自然に彼女から離れていったんだ？　パンドラ・バスター、当ててないだろ？」

（想いを伝えたからでしょうか）

「あん？　想い？」

　キヨタカには、さっぱり意味がわからない。

　なんだー!?　どうしたどうしたー!?　不発弾かー!?　という教師たちの声がだんだんと近づいてくるのを感じながら、屋上から落下した影響か、はたまたパンドラ・バスター発射の影響か、まったく動かない身体からだで、キヨタカは、んー？　と眉み間けんに皺しわを寄せる。

（やれやれ、本当に鈍いですねえ、キヨタカは……なぜ、ハルマがガムを踏んだり、バナナの皮を踏むようになったのか）

「ああ、それだ。それもわかんないぞ、ぜんぜん」

（嫉しつ妬とですよ）

「嫉妬ォ？」

（ええ、かわいい嫉妬です。自分が好きな相手と、つきあっているだろう女の子に対しての、かわいい嫉妬……よかったですね、キヨタカ。もし、もっと嫉妬心の強い、心もぜんぜん優しくない彼女にこの〈災厄〉が融合していたら、ハルマの受けた影響は、あんなものではすみませんでしたよ？　工事現場から、鉄てつ筋きんが落ちてくるとか……）

「ま、マジで？」

　最後に、キヨタカは尋たずねた。

「その〈災厄〉って、どんなやつだったんだ？」

（〈恋れん慕ぼ〉、ですよ）

　と、なにやら、パンドラが小さく笑ったような気が、した。



    

  
    
      


09　〈希望〉





　　　１



　ちくしょう……ちくしょう……ちくしょう……ちくしょう！

　キヨタカは、走る車の後部座席にごろりと寝そべりながら、後悔と闘っていた。

　ぎりり、と奥歯を噛かみしめ、ひたすら、自分の胸のうちから湧わきあがってくる後悔の念と、闘う。

　守ってやるって、約束したのに……。

　絶対に守ってやるって、そう約束したのに、オレは！

　キヨタカは、寝そべっていた後部座席から、頭だけを動かし、車の外を見あげた。

　車のリアドアガラスごしに、流れゆく夜の街なみを見あげて、心のなか、叫ぶ。

　ハルマ！

　ハルマ……ハルマ……ハルマ……ハルマ……！

　くっ、とキヨタカは、歯を食いしばって、顔を背そむけた。



　　　２



「あー……」

　キヨタカは、病院のベッドに仰向けになって寝たまま、ずーっと、ただただ、病室の白っぽい天井を見あげていた。

　ここに運ばれて、時間、もう、どのくらい経ったのかなー。

　とりあえず、すでに消灯時間である九時は過ぎているらしい。病室の明かりは消されてあって、だからいま、キヨタカが見あげているのは、薄うす闇やみごしの、青白い天井であった。

　あの、あと。

　あの、キヨタカのことを好きなんていってくれた、素晴らしい、まさに女神のような精神を持った彼女が屋上から落ちたのを、キヨタカが一緒にダイブして、パンドラ・バスターを地面に放ったりなんかしてどうにか助けて、そうしたら結果的に、〈恋れん慕ぼ〉なる〈災厄〉も回収できてしまった、あと。

　駆けつけてきた教師たちに発見されたキヨタカは、病院へと、搬送された。

　パンドラ・バスター発射による魔力枯渇で動けなくなっていたキヨタカを、どうやら、みんな、謎なぞの爆発――不発弾とか勘違いする声を聞いたような気もする――に巻きこまれた、あわれな犠牲者だと思ったらしい。

　病院に送りこまれたキヨタカは、さまざまな検査を受け。

　といっても、とくに外傷があるわけでもなく、また、いくらレントゲンやらＣＴやらＭＲＩやら最新の医療器具で調べたところで、いまキヨタカが衰弱しきっている原因が魔力の枯渇にあるだなんてわかるわけもなく、けっきょく、キヨタカはたまたま空いていたらしい個室に入れられ、そこで、とりあえずブドウ糖らしき点滴をされているのだった。

「うー……」

　早くハルマ、来てくれないかなー。

　そして眠れるしもべに、ご主人さまから目覚めのキス、くれないかなー。

　キヨタカは病室の天井を見あげたまま、そう願うよりほか、ない。

　本当、しんどいぜ……。

　とにかく身体からだがだるくって、指一本動かすのすらおっくうで、頭も、いまいちしゃっきり働かない。おかげで、あの、キヨタカに告白なんてしてくれた彼女が、いまどうなっているのかさえも、キヨタカはまったくわからなかった。

　彼女……。

「うひひ、ひひ……」

　あの彼女の顔を思い浮かべて、キヨタカは笑った。

　彼女のじつに純朴そうな、ほんのりとそばかすの浮いた頬ほおや、ぱっちりした瞳ひとみ、後ろに伸ばしたおさげ髪などを思いだして、力なくではあったが、「うひひ、ひひひ、げひ……」と、笑い続ける。

「あ、そういや、まだあの子の名前、聞いてなかったや……」

　きっと、素朴な、かわいらしい名前に違いない。

　なにかなー。優子。お、優しい子と書いて優子。いいねえ。似あう似あう。おほほ。

（ずいぶんと、ごきげんですねえ……）

　と、声が、キヨタカの頭のなかに、響く。

「なんだよ、パンドラ……いいだろ？　ようやくオレにも、春が訪れたんだ……長かった。長かったぞー、オレの冬は。本当に、本当によかったよ、あのまま凍え死なずにすんで……寒いのは、もう、イヤだ……そりゃー、寒くなったら恐竜だって絶滅するよ！」

　パンドラの声に、なにやら非難するような調子を感じて、キヨタカはいい返した。

（キヨタカに春は訪れても、ハルマは訪れてくれないようですが）

「お、けっこううまいこというな、おまえ？　まあ、いろいろと大変なんじゃないか？　ほら、パンドラ・バスターで爆発させちまった地面の、すぐ真上にある屋上に、ハルマ、ひとり残しちゃっただろ？　もしだれかに見つかりでもしたら、あれやこれやと訊きかれるだろうし……そもそも、屋上は立ち入り禁止なんだし」

（なるほど、ハルマをひとり、残してしまったことはわかっているんですね？）

「あん？　そりゃ、おまえ、どういう意味だよ？」

　そうキヨタカが、パンドラに尋たずねたとき。

「――つまり、こういうことだよ、キヨタカくん」

　と、頭のなかにではなく、直接、耳に響いてきた女の声に、キヨタカは、はっ、とする。

　続けて、ばさりとキヨタカの胸元へ、ベッドのシーツごしに落ちてきたものに、「なっ……！」と声をあげた。

　胸元に放られたもの、それは、ハルマのマントだった。

　あの、表が漆しつ黒こくで、裏地は褐かつ色しよくの、自分が魔女であることに誇りを持つハルマが、つねにかかさず身につけていた、フードつきのマントだ。

「てめえ……！　これをどうした！　どっから持ってきた！」

　キヨタカは、このハルマのマントを自分へと放り投げてきた相手へ、怒声を飛ばす。

　その女――淡あわい緑色の髪を持つ女、〈希望〉は、キヨタカの敵意に満ちた視線を平然と受けとめ、微笑を浮かべた。

「見てのとおり。穂ほ村むら春はる麻まは、ボクたちで丁重に預からせてもらった」

「き、さ、ま……！」

　キヨタカは、ぎりぎりと歯を食いしばりながら、ベッドから身体からだを起こす。ぷるぷると腕を震ふるえ、まったく力は入らなかったが、なんとか、上半身を起こすことはできた。

　ふっ……。

〈希望〉が、唇の端をにやりと曲げる。

「さあて富ふ士じ山やま清きよ貴たかくん！　お定まりで悪いが、告つげさせてもらおう！　穂ほ村むら春はる麻まの身は我々が預かった。無事に返して欲しければ、キヨタカくん、キミひとりで、ボクたちの元へ来るんだ。いいかい、場所は――」

〈希望〉の告げた場所に、キヨタカは「あん!?」と面食らった。

「あんなところ、おまえら、どうやって……」

「来ればわかるさ。だいじょうぶ。屋上までは、ちゃんと来られるようにしてある」

　は、はは。

　キヨタカは、笑う。笑ってやる。ははは、はは。

「けっ……わざわざそんなところにまでいかなくったってなあ……！」

　素早く、キヨタカは自分の右腕を振りあげた。

〈希望〉の顔面へと、狙ねらいを定める。

「〈災厄〉どもを従えてるとかいうてめえをここでやれば、ぜんぶ解決するんだろう！」

　ところが、キヨタカの右腕は、ただの右腕のままだった。

　いつものように、砲身へと、パンドラ・バスターへと、変わらない。

　色さえも、黒く染まったり、また元の色へと戻ったり、ちかちかと、まるで消えかけの蛍光灯のようだった。

「ぱ……パンドラ!?」

（お忘れですか、キヨタカ。いまのあなたは、パンドラ・バスターを放てるほどの魔力など、あろうはずもないことを。ハルマから魔力を補充されないかぎり……）

「はははっ！」

〈希望〉は、ただ自分に向かって右腕を伸ばしただけだったキヨタカの肩を、押す。

　軽く押されただけだというのに、キヨタカはバランスを崩して、あえなく、ベッドへと倒れた。

「では、待ってるよ、キヨタカくん！　ああ、そうそう、いまの、満足に立ちあがることさえできないキミに、ひとりで歩いてあの場所まで来いとまではいわないよ。移動の際、だれかの手を借りるまでは許可しよう。もちろん、ボクたちの元に来るときは、キミひとりじゃなきゃあ、ハルマの身の安全は保証しないけどね？」

　ははははは、と笑いながら、〈希望〉は去ってゆく。

　その背を、キヨタカは、ぷるぷると震ふるえる腕でどうにか自分の身体からだを起こそうとしつつ、ただ見送るしかできなかった。

　ちくしょう……ちくしょう……ちくしょう……ちくしょう！
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「――富ふ士じ山やまさま、到着しました」

　ほとんど揺れを感じさせずに車を停車させ、運転手は、後部座席で情けなくも横たわるしかないキヨタカへ向かって、そう告つげた。

　ぐ、ぐぐ……。

　魔力が枯渇したために力の入らない身体からだを、キヨタカはどうにか起こそうとする。

　そうしてキヨタカが悪戦苦闘しているあいだに、運転手は運転席を降りて、キヨタカがいる後部座席のドアを、開けていた。

「す、すんません」

「いえ」

　キヨタカは、転がるようにして、車の外へと、でる。

　地面に手をついて見あげた先にあったのは、キヨタカの住む県の、県庁舎だった。

　とりあえずこれまでの人生では関わることのなかった建物、〈希望〉が告げた約束の場所である県庁舎、その屋上へと向かわんと、キヨタカは、よろめきながら、歩く。

　その背に、声がかかった。

「富士山さま」

　キヨタカが振りむくと、白髪しらが、白しら髭ひげの初老の男性が、深々と頭を下げるところだった。

「ハルマさまを――よろしくお願いいたします」

　キヨタカは、ここまで自分を、あえてくわしい事情を聞くこともなく運んでくれた彼、ハルマのじいやさんに、びっ、と親指を立てた。

「まかせてください……絶対に、無事、連れてきます！」

　たとえ、オレの命に代えてでも！

　キヨタカは、不思議と湧わいてきた力に従って、正面にある県庁舎の出入り口、ガラス戸の自動ドアへと、向かう。
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　ハルマは、むくれていた。

　時折、強く風が吹きぬける、夜の県庁舎屋上。

　その屋上に、職員の息抜きのためか置かれたベンチの、そのひとつに、ハルマは鎖で縛りあげられる格好で座らせられて、すっかり、むくれきっていた。

　風が吹く。

　いつものフードつきマントを剥はぎとられていたため、太い三つ編み以外にもあらわだったハルマの紅あかい髪が、風になびいた。

　一緒に、彼女の顔のすぐ前に差しだされていたスープの皿からも、湯気がなびく。

「た、食べないと……身体からだ、悪い……」

　ハルマに熱々のスープ皿を、そのスープをすくったスプーンとともに差しだしていたのは、やたら猫背で、細身で、じつに陰気な感じのする、黒い長なが袖そでに黒いズボンと、全身、黒ずくめの格好をした男だった。

　男の頬ほおはげっそりとこけているのに、眼めだけはぎょろりと剥むく。

　その男が、スープの入ったスプーンを向けると、ハルマは、ふん！　とそっぽを向いた。

　あああ……と陰気な男が、うなだれる。

「食べなよー、ハルマのお姉ちゃんー。おなか、空いたでしょうー？」

　男の後ろから、幼稚園児ほどにも見える、幼い少女が、ひょこ、と顔を覗のぞかせた。

　少女の髪は金髪で、肌は白く、一いつ見けん、外国人にも映うつる。

　その少女は肌とおなじく純白の、やたらひらひらして飾り入りだったドレスをまとい、金色の髪は、真っ赤なリボンで頭の両りよう脇わきでまとめ、いわゆるツインテール、ツーテールと称される髪型にしていた。

「そのスープが、口にあわないんじゃないのか……？」

　と、少女とおなじくスープを持つ男の後ろから、くいくいと眼め鏡がねの位置を直しながら、気むずかしそうな青年が姿をあらわす。

　チェック柄のジャケットを羽織った青年は、風にひらひらとネクタイを踊らせながら、ひたすら、眼鏡のレンズとレンズのあいだのフレーム部分を指先で押さえて、眼鏡の位置を神経質に直していた。

　その眼鏡青年の言葉に、猫背だったスープの男が、がーん、とさらに猫背になる。

「お、オレ……スープ、一生懸命、作った……」

「あー！　ちょっと、〈怠たい惰だ〉ー！　〈憂ゆう鬱うつ〉が落ちこんじゃったじゃないのー！　どうするの、ただでさえ〈憂鬱〉、鬱うつに入ると長いんだからー！」

　少女が、眼鏡の青年を〈怠惰〉と呼び、暴言をとがめた。

　とがめられた〈怠惰〉なる青年は、めんどくさそうに、息を吐く。

「べつに……。オレはただ、そのスープが彼女の好みじゃないんじゃないかって、そういっただけだぞ、〈虚飾〉……。だいたい、〈憂鬱〉はいつだって鬱だろう」

「〈怠惰〉のそういうところ、わたし、好きじゃない」

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少女の姿をした〈虚飾〉は、じとーっとした眼で、〈怠惰〉を見あげた。

「べつに好かれたくない」

「あのね！　〈怠惰〉はもうちょっと、人の気持ちをねえ……」

「オレたちは人じゃない。〈災厄〉だ」

「ああいえばこういう！　ホント、〈怠たい惰だ〉、嫌い！　大ッ嫌い！」

「オレ……スープ、ことことことこと、じっくり、煮こんだ……オニオンコンソメスープ、美味しいのに……」

　三体の〈災厄〉は、ぎゃーぎゃーと揉もめだす。

　正確には〈虚飾〉がひたすらぎゃーぎゃーとわめき、〈怠惰〉は受け流し、〈憂ゆう鬱うつ〉は落ちこんでいたのだが、その姿を遠く見つめる、もう二体の〈災厄〉の姿があった。

「――いいのか？」

　そのひとり、以前、街の貯水場施設で、キヨタカとハルマを〈希望〉とともに見守っていた肉体労働者風の男、〈憤ふん怒ぬ〉が、尋たずねる。彼は、前とおなじく頭にはバンダナ、身体からだにはタンクトップ、下はカーゴパンツといった服装で、その鍛えあげられた肉体は、浅黒く、引き締まっていた。

「まあ、いいんじゃないかな？」

〈憤怒〉の問いかけに、彼の横にならんで立っていた〈希望〉は、答える。

「本来だったら、彼女はボクたちのマスターだったんだ……彼らがかまいたくなる気持ちも、まあ、わからなくもないさ。お世話させてあげなよ」

「違う」

　淡あわい緑色の髪を風になびかせながらの〈希望〉の回答に、〈憤怒〉はいった。

「そっちじゃない……こういうかたちであの少年を試して、本当にいいのか？」

　ふっ……と〈希望〉は小さく笑う。

「逃げだしたりとか、しちゃうかな？」

「逆だ。きっとあの少年は――」

「だろうね。きっと彼なら、キヨタカくんなら、そうするだろう。そういう子だ」

「ならば――！」

「ひとつ、キミは勘違いをしているよ、〈憤怒〉」

「なに？」

〈希望〉は、ゆっくりと視線を動かした。

「ボクが試すのは、キヨタカくん、彼だけじゃないってことさ」

〈希望〉の視線がたどりついた先、それは、〈憂鬱〉、〈虚飾〉、〈怠惰〉の三体の〈災厄〉に囲まれて、ベンチに座ったまま、ぶんむくれるハルマの姿だった。

「そうか――〈希望〉よ、おまえが本当に試したいのは――」

　にこりと〈希望〉が笑みを浮かべた瞬間、屋上のドアが、開く。

「ハルマーッ！」

　その場にいた全員が待っていただろう少年の声が、響いた。
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「ハルマーッ！」

　キヨタカは、屋上へと続くドアを、身体からだに力が入らないものだから、肩でぐりぐり押すようにしてどうにか開けて、なかへ転がりこみ、片かた膝ひざを立てる姿勢で体勢を立て直してから、そう叫んだ。

　叫んで、ハルマの姿を探す。

　真正面に、ハルマの姿はあった。

「キヨタカー！」

　ハルマは叫び、飛びだす。

　しかし、キヨタカの元へ駆けよろうとしたハルマの身体の行動は、彼女のまわりにいたものたちによって、阻まれた。

　ハルマのまわりにいたものたちの、数は三人。

　男二人に、小さな女の子、一人だ。

　全員、キヨタカは見たことがない。

　わざわざ呼びだされた時点で覚悟はしていたが、どうやら、新手の〈災厄〉らしい。

　まあ、べつにいいさ。

　たとえ何人いようが、べつにかまいやしない。

　にた、とキヨタカが笑みを浮かべたとき、またも新手の、やたらごつい男を引き連れて、あの女が横から姿を見せた。

「ようこそ、キヨタカくん。思っていたより、早かったね？」

　その〈希望〉の言葉に、くくくくく……とキヨタカは、笑う。

「移動するときは人の助けを借りても、いいんだろ？」

「へえ？　だれの力を借りたんだい？」

〈希望〉の問いかけに、キヨタカは笑った。

　片膝を立てて座った、満足に立ちあがることもできない姿勢で、あはは、あはははは、と大きな声をあげて、笑ってやった。

「なにが……おかしいのかな？」

「てめえとおしゃべりするつもりはねえよ！　ハルマは返してもらうぜ！」

　キヨタカの声に、こんどは〈希望〉が笑いだす。

「ふ、ふふふ、ふふ……返せといわれて、ボクたちが素直に返すとでも？」

「思ってねえさ！　だから、これでも喰くらえ！」

　キヨタカは、しゃがみこんだ体勢のまま、右腕を伸ばした。

「またかい？　ただ、そうやって右腕を伸ばされたところで……」

　と、いいかけて、〈希望〉は、息を呑のみ、眼めを見開く。

　砲身が、あったからだ。

　キヨタカの右腕は、漆しつ黒こくの艶つやめきを持つ砲身、パンドラ・バスターになっていたからだ。

「なぜ……キミにパンドラを使うための力の源は、魔力は、もうないはず！」

「力の源なら、あるさ……」

　唇の端を笑みで曲げながら、キヨタカは思いだす。

　ここに来るまでの、県庁舎の、エレベーター内での、パンドラとの会話を。



『おまえ、パンドラ・バスターを撃ったあとのオレがこうなるのは、魔力がなくなった割りを食って、生命力まで減ってるからだって、前にいったよな？』

『ええ。いいましたが』

『じゃあ、もしかして、こんなこと、できるか？』

『なんです？』

『パンドラ・バスターを撃つために、魔力の代わりにな――』



「――そう、力の源なら、あるッ！」

　キヨタカは、驚きの顔を見せる〈災厄〉たちに向かって、いい放ってやった。

「まさか……」

「ああ、そのまさか、オレの命だッ！」

　くくく、とキヨタカは笑う。

　笑いながら、キヨタカは、見た。

　パンドラ・バスターの、金属質の砲身に映うつる、自分の顔。

　その顔の、髪の毛の色が、みるみる白くなってゆくのを。

　あー、こりゃー、ホントに死ぬなー。

　ロウソクの炎は、燃えつきる瞬間がいちばん明るい……というやつなのか、意識や身体からだの調子はいつになく元気なのだが、どうも髪の変化などを見るかぎり、自分はこのパンドラ・バスターを撃てば、死ぬらしい。

　まあ、いいさ。

　キヨタカは思う。

　だって、絶対に守るって、約束したんだもの。

　だから、〈希望〉のこんな言葉にも、迷うことなく、答えてやった。

「それを放てば、キヨタカくん、キミは……死ぬよ？」

「ああ！　おまえも一緒になッ！」

　そして、ハルマは助かる。

　そもそも、最初が間違っていたのだ。

　ハルマが〈鍵かぎ〉で〈パンドラの箱〉を開けたとき、あらわれたパンドラと融合したのが、キヨタカだったのが間違っていた。

　こんな、魔力もロクにない自分が、パンドラの力を得たことが。

　おまけに、いちどパンドラと融合してしまったら、キヨタカが死にでもしないかぎり、分離することはできないという。

　だから、死んでやる。

　キヨタカが死ねば、パンドラはあらたにハルマと融合することができる。

　膨大な魔力を持つというハルマなら、いまのキヨタカなんか話にもならないくらい、パンドラの力を使いこなすことができるはずだ。

　そうすれば、ハルマは助かる。

　世の中に解放してしまった〈災厄〉だって、すぐに回収して、元どおり封じられるはずだ。万事解決だ。ただ、黙って死ぬのはちょっと悔しいから、せめて、〈災厄〉たちを従えているらしい〈希望〉のやつも、巻きこんでやる。

　だから――。

「パンドラ・バスター！」

「キヨタ――」

「くたばりやがれーッ！」

　最後にハルマの声を聞いたような気もしたが、かまわず、キヨタカは放った。

　だって命令を聞いてしまったら、従っちゃいそうになるもんな――。

　決意が、揺らいでしまいそうになるもんな――。

　そうして放った、キヨタカの命をのせたパンドラ・バスターの光弾は、青白い軌跡を残しながら、〈希望〉目がけ、飛んでゆく。

　なぜか、嬉うれしげな顔を見せていた〈希望〉の、その身体からだへ。

　当たるかと思われた瞬間、後ろから、小さな影が飛びだした。

〈希望〉を押しのけ、飛びだし、そして、その小さな影は、光弾に、当たった。

　キヨタカは、眼めを疑う。

「ハルマッ!?」

　まるで〈希望〉をかばうように飛びだして、パンドラ・バスターを受けたのは、まぎれもなく、鎖で縛りあげられていたはずの、ハルマだった。

　なにやってんだ!?

　あのハルマのまわりにいた〈災厄〉ども、なにやってんだよッ!?

　ひたすら心のなかで罵ば倒とうを浴びせかけていたキヨタカは、しかし。

　ハルマの姿に、黙りこむ。

　パンドラ・バスターを受け、身体からだ全体を青白く、まばゆく輝かせていたハルマは、決して爆発することなく、その力を、保持し続けていた。

　身体を拘束していた鎖を、あっさりとちぎって、そして、ハルマは歩きだす。

　キヨタカの元へ。

　ゆっくりと、光のなか、やわらかな笑みを浮かべながら。

「本当に、キヨタカは……」

　床にしゃがみこんだまま、見あげたキヨタカに、ハルマは、くす、と笑う。

「バカ、なんだから……」

　ハルマが、手を伸ばした。

　キヨタカの顔をつかみ、自分は屈かがみこんで、唇を、近づける。

　ちゅっ。

　どうじに、キヨタカの身体には、かつてないほどの力が、流れこんできた。

　さきほど自分が放った命とともに、張り裂けんばかりの力が流れこんできて、だからキヨタカは、まだ口づけていたハルマを抱きかかえながら、右腕の砲身を、〈災厄〉たちへと向ける。

　撃った。連射で。乱れ撃ちした。
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「けっきょく、逃がしちまったなあ……全員」

「いいよ、キヨタカ」

「威力がありすぎたんだよなー。狙ねらいなんかとてもつけれたもんじゃなくってさ……つーか、どうする、ここの屋上のこと。原形なんかぜんっぜん残ってないぞ。丸ごと消しちゃったぞ。もうさ、パンドラ・バスターも威力が高まりすぎてさ、ははっ、爆発もしないのな？　ずっこんずっこん、貫いちゃって。あとに残るのは、穴だけで」

「それもいいよ、キヨタカ」

「よくないだろー？　まあ、爆発はしなかったせいで、とりあえず騒ぎにはなってないみたいだけど……明日になればバレバレだぞ？　外から見たって、たぶん、ボロボロだし」

「いいってば、キヨタカ……」

「おいおい、ハルマ。投げやりなのはよくないぞ。いや、まあ、じゃあおまえが責任とれるのかっていったら、とれないんだけどさ、オレも。金の問題はなあ……」

「キヨタカ！」

「ハイ！」

　静まりかえった県庁舎、一階のフロアーを、じいやさんが待つだろう外へ向かって歩いていたキヨタカは、ハルマの声に、びしっ、と背筋を伸ばした。

「いいよ。今日はもう、いい。だいじょぶだよ、壊しちゃったものは、わたし、パパとママに頼んでみるから……どうにかなるよ。わたしの家、すっごいお金持ち、だから」

「え？　だっておまえ、あんまり、家族とは……」

　ハルマは、首を横に振る。

　左右から胸元に垂たらしていた太い三つ編みが、大きく揺れた。

「だいじょうぶ。だから、今日はもう、キヨタカは、なにも心配しなくていいんだよ？」

　そういって、キヨタカのことを優しく見つめてくる。

　見つめられ、なにやらむずがゆい感覚に襲われて戸惑ってしまったキヨタカは、「あ、そうだ！」と、念のためというか、お守り代わりというか、ふところのなかにたたんでしまっておいたハルマのフードつきマントを、ずるずる、とシャツのなかから抜きだした。

「やっぱ、おまえには、これがなくっちゃな」

　屈かがんでマントをつけてやる。

「ありがと、キヨタカ！　さすがはわたしのしもべ、褒めてつかわす！」

　ハルマはにっこり笑って、屈んだままのキヨタカへ飛びついてきた。やっぱりしもべかよ……と思いながら、キヨタカはご主人さまの身体からだを、受けとめる。しっかりと――。



    

  
    
      



    

  
    
      


　　あとがき





　著者名を見て、「だれだろう？　聞いたことないなあ」と思われたみなさん。

　初めまして、わたしは西にし野のかつみともうします。

　名前からたまに誤解されがちですが、男です。いえ、どうしても女の子だと思いこみたいのであれば、それを止める術すべをわたしは持ちません。か、勝手にすれば！　実際の姿を見て後悔しても、わたし、知らないんだから！　てな感じでどうでしょうか？

　わたしは、いわゆる、『純愛』小説を書く作者だと、思われています。

　あ、すみません、純愛うんぬんは自称でした。

　わたしが描くところの『純愛』がいかなるものかは、いまみなさんが手に取ってらっしゃいますＭＦ文庫Ｊというライトノベルレーベルから出版されてます、『かのこん』なる本を読んでいただければ、まあ、百ひやく聞ぶんは一いつ見けんにしかずともうしましょうか、おわかりになるのではないでしょうか。あ、『かのこん』というタイトルのアニメでもいいですよ！



　で、まあ、今回の『ぱんどら』も、『純愛』を描いたつもりでは、あるのですが。

　もしかしたら、『かのこん』を読んで期待されたかたが求めるものは、『ぱんどら』にはないかもしれません。これもわたしのなかでは純愛なんですけども（ご主人さまとか、しもべとかいってますが）、もし、期待はずれだったら、ごめんなさい。引き続き『かのこん』のほうを楽しんでください。まだ終わりませんので。



　とにかく、がんばる主人公です。

　いろんな辛いことはありますが、踏ん張って、生きる男の子です。

　ちょっとマヌケなところや、カッコ悪いところもあったりはしますが、まさしく運命的な出会いを果たした少女のために、懸命になって、闘います。

　さてさて、このふたりが、これから先、どんな物語を描いてゆくのか――？

　ご一緒におつきあいくだされば、とてもとても、ありがたく存じます。



　最後に、今回の、イラストについて。

　いいでしょう？　いいですよね？　なんともやわらかそうなのに、しっかりと張りも持った絵に、わたしはすっかりめろりんきゅー。あなたもめろりんきゅーになってくれれば、オレ、ウレシイ。蔓木鋼音つるぎはがねさんの描くつるぷにイラストを、さあさあ、ご堪たん能のうあれ！



　平成二十一年五月　世界がつるぷにになりますように　西野かつみ



    

  
    
      

　著者

　西野かつみ（にしの・かつみ）

　　岩手県生まれ。もういいオトナ（のはず）。

　　第一回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて佳作受賞。

　　受賞作『かのこん』でデビュー。

　　この本が二作目でございます。

　　子供のころは、小説でごはんが食べられるようになるとは夢にも思わなかったな……。

　　締め切りに追われて、地獄を見るなんてことも……。

　　担当さんに微に入り細に入り責められるなんてことも……。

　（自業自得です）

　　趣味はプリンを揺らすこと。

　　ぷるんぷるん。



　イラスト

　蔓木鋼音（つるぎ・はがね）

　　出身静岡、東京在住のイラストレーター。

　　某コンシューマゲーム会社に就職後、コンシューマの３Ｄ化の波を受けてＦ＆Ｃに移籍、原画家となる。

　　現在は主にＰＣゲーム原画を中心に活動中



　　趣味はネットラジオと

　　ラノベ＆ＴＲＰＧのリプレイ読み漁り。



　　代表作、「白銀のソレイユ」、「鋼炎のソレイユ」、「はるかぜにとまりぎを」など。



　　６月には新作「Ｐｒｉｍａｒｙ」発売予定
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●株式会社メディアファクトリーＭＦ文庫Ｊ『ぱんどら』（２００９年６月30日　初版発行）に基づいて制作されました。



※本書の内容を無断で複製・複写・放送・データ配信などをすることは、かたくお断りいたします。
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